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立川の世界一
！
 
      インタビューで綴る
               極地研の仕事
国立極地研究所 編
　国立極地研究所は、大学共同利用機関法人
情報・システム研究機構を構成する研究所のひ
とつとして、地球、環境、生命、宇宙などの研
究分野の研究者コミュニティと連携して、極地
に関する科学の総合的な研究と極地観測を実
施しています。
　立川のタウン誌「えくてびあん」に、2009年
～2017年までに掲載された研究者等のインタ
ビュー記事を、株式会社立飛ホールディングス
の支援により、白石和行所長退任記念として、
この度一冊にまとめることができました。「立
川の世界一」を実感できる一冊です。
えくてびあん
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立川の世界一！ インタビューで綴る極地研の仕事
白石 和行
国立極地研究所 所長
2011年10月1日、国立極地研究所 所長に就任。いろいろあったけれど、無事大役を果たされました。
2017年9月30日、中村卓司先生に後を託して退任されます。
専門は地質学。理学博士。
はじめに
――いろいろ6年間の写真を揃えてみまし
た。
白石　懐かしい写真がありますね。6年、
あっという間のようだったけれど、こうして
みるといろいろなことがありましたね。
――イベントだらけの6年でしたね。
白石　そうなんですよ。僕も今、自分のク
ロニクルを作っているのですが、この6年
間、毎年のようにイベントがありましたね。
所長になった年が「白瀬100年」で、モニュ
メントの除幕式をやりましたでしょ。次の
年に「極地研究所創立40周年」かな。
――タロとジロも2013年の
秋に科学館にやってきたし。
無事に6年。
白石　無事でもなかったです
よ。海の氷が厚くて、２年連
続で「しらせ」が昭和基地に
着けなかったことがありまし
た。あの時は、昭和基地の
燃料不足が心配で、どうなる
ことかと思いました。
――そうでしたね。その後、
氷が流出して容易に基地に
近づけるようになりました。
白石　南極では何が起きて
もおかしくないんです。最後
まで気が抜けませんよ。
――いろいろおありでしょう
が、6年間振り返られていか
がですか？
白石　そうですね、なんと
か僕でも務まったのかなとい
う気持ちです。葛藤もあったし、人に言え
ないこともありますし（笑）。恥ずかしいこ
ともあるし。
――  白石所長はスー ッと大過なく6年間を
過ごされたような気がします。
白石　もしそうお感じになるのでしたら、
それは中村副所長はじめみなさんのおか
げです。でもこの6年間で研究は進みまし
たね。それは僕ではなくて、所員のみなさ
んが頑張った結果です（笑）。
――2009年に移転してこられて、取材の
度にえくてびあんはずいぶん鍛えられまし
所長としての6年間を振り返って
た（笑）。科学なんてまったく無縁でしたか
ら。
白石　立川に極地研と言っても、最初は「な
ぜ？」という感じだったでしょう。だって接
点がないのですから。でもね、インタフェー
スというかな、間に立って橋渡ししてくださ
る媒体の方たちがいらして、ここまでにな
りました。
――藤井前所長とお話をしていて、板橋に
あった頃には南極地域観測隊の隊員室開
きには近所の方たちを呼んだとお聞きしま
した。それでなんとか仲立ちできないかな
と思ったのです。
白石　そう、板橋では自治会の人を招きま
した。ここは、官庁街みたいですからなか
なかむずかしくて。それでも藤井さんがい
ろいろ努力されて、市長はじめ消防署長、
警察署長、自治大学校長とかいろいろな
方が来て下さったし。今年からですが、商
工会議所や青年会議所とも交流ができまし
た。立川に極地研があるんだということを
少しずつ知っていただけるようになりました
ね。
――今、国文学研究資料館のロバ トー・キャ
ンベル館長が、立川にある国文研をもっと
知ってもらおうといろいろな媒体でお話な
さっていますね。
白石　それは結構なことで、僕はね、極
地研だけが目立とうとはまったく思っていな
くて、ここに4つの研究機関があって、自
治大まで入れれば5機関になりますが、ひ
とつの学術エリアなわけです。立川にこう
いう所がありますよともっと地元の人に知っ
てもらえればいいと思うんです。そのため
には異分野ですが、研究機関がタッグを
組んだ方がいいと思いますね。
――統計数理研究所の樋口知之所長は、
とてもそれを強調されますよね。大学共同
利用機関に所属する18の研究所のうち4つ
が同じ地域にあるというのは日本中で立川
だけだと。
白石　そうです。この4つの研究所の所長
同士も仲がいいですしね、地元の方 と々の
接点はないかと話し合っています。そうい
う点は今後も引き継いでやっていっていた
だけると思います。私も横浜の人間でね、
立川のことは基地があった街としか知らな
かった。それ以外は浮かんでこない。そう
いう中でね、立川には学術エリアがあって
面白い研究機関があるよと、立川市の特徴
のひとつにまで育つといいなと思いますね。
――南極・北極科学館は立川にある唯一
の科学館で、最近はだいぶ有名になって
来館者数も大幅アップされたそうですね。
白石　それは立飛さんが貢献してくださっ
たオーロラシアターのおかげです。本当に
おかげさまで、テレビにも何度も取り上げ
ていただいてね。科学館にはずいぶん芸
能人のサインが増えました。
――南極・北極科学館で、もっとお土産
になるものを売るといいなと思うんです。あ
れ？ 国の機関だから売っちゃいけないんで
したっけ？
白石　いえいえ、いいんですよ。国から
は、潤沢に資金を配れないから自分たちで
お金を集めなさいという指導があるくらい
ですからね。ですから立飛さんにはネーミ
ングライツということでオーロラシアターに
〈TACHIHIオーロラシアター〉と名前をつ
けさせていただきました。こちらとしては
本当に感謝しています。もともと南極観測
は多くの民間企業の力をお借りしなければ
成り立たない事業なんです。
――いすゞのテレビコマーシャルはちょっ
と感動しますよね。コピーが「南極観測
隊。いすゞはその活動を発足時より支えて
いる。」でしたか。
白石　それは本当なんですよ。他にも何年
も前から、南極観測のために優秀な人材
を派遣してくださっている企業がたくさんあ
ります。南極にはインフラがないですから、
そこで生きていくためには、観測隊員だけ
ですべての仕事をせねばなりません。造水
も、発電も、建築も廃棄物処理もなにもか
もです。
――地元立川がもっと理解して応援団に
なってくれるといいですね。
白石　立川から南極観測隊員が出るといい
と思いますね。一方で立川を盛り上げる施
策の中に緑町1丁目の区画をどう利用する
かを盛り込んでいただいて、そこに協力で
きたらいいなと思います。
――白石所長、本当にお疲れさまでした。
2012年1月28日　
白瀬日本南極探検隊100周年　記念モニュメントの除幕式
2013年11月23日　
15頭の樺太犬ブロンズ像　テープカット
2014 年2月22日　
南極・北極科学館10万人めのお客さま
2016年2月6日　
多摩六都科学館との提携調印式
2017年1月25日　
TACHIHIオーロラシアター除幕式
2017年1月29日　
昭和基地開設60周年　祝賀会
2017年7月15日　
南極・北極科学館20万人めのお客さま
藤井 理行（ふじい よしゆき） 国立極地研究所 所長（2017年現在  国立極地研究所 名誉教授）
［立川の研究者たち］
プロフィール
東京工業大学の土木工学科学生時代に、南米パタゴニアの探検を通じて氷
河に魅了され、氷河研究のメッカ、名古屋大学大学院、樋口敬二研究室に
進む。富士山の永久凍土、ヒマラヤの氷河の調査を経て、国立極地研究所
へ。南極で9回の正月を迎えた経験を持つ。第32次、第37次観測隊で
は越冬隊長を務めた。北極では延べ15回の観測、調査を行っている。現在、
南北両極や高山でのフィールドワークを通じ、雪氷コアによる過去の気候、
環境変動の復元と変動メカニズムの解明、地球温暖化と雪氷圏変動の相
互作用などをテーマに研究を進めている。
社団法人日本雪氷学会会長、総合研究大学院大学数物科学研究科の教授
でもある。
立川市緑町の風景がどんどん変わる。
立川の新しい顔になった裁判所と研究棟。
国文学研究資料館と統計数理研究所に極地研究所。
今回はその中から極地研究所所長にお話をうかがった。
極地研の役割
　
　
　南極、北極を通して〈地球〉〈環境〉〈宇宙〉
〈生命〉を研究しています。約2億年前、ゴンド
ワナ大陸が分裂を開始し、今の大陸ができた
わけです。昭和基地の置かれている場所は、
そのゴンドワナ大陸が東西に分裂した境界に
あります。南極というところはむき出しの地球。
木が生えてない、土が無い。氷には覆われて
いるけれど、氷
から出ている
ところはむき出
しの地球です。
だから南 極を
調べることは、
地球の生い立ち
を調べることな
んで す。 昭 和
基地の分 裂し
た相手はどこだ
と思いますか？ 
スリランカ。だ
からスリランカ
をグーッと戻し
ていくと昭和基
地とくっつくわ
けです。もちろ
んスリランカの
ことも調べます。スリランカで産出するサファ
イアのような宝石も、昭和基地周辺から産出
するんですよ。
　さらに昭和基地の近くには、40 億年くらい
前の岩石からなる場所もあります。地球上で
2番目に古い岩です。それを研究することで、
地球が生まれた46億年前、どんな状態だった
かがわかる。南極を研究しているんだけれど
も、実は地球を研究しているんです。
　人間の営みが地球規模で影響を及ぼす環境
を地球環境といいます。地球環境の最も深刻
な問題が、化石燃料の消費で増え続けるCO2
濃度で、その影響は地球規模の温暖化を引き
起こしています。南極は人間活動の影響が小
さいので、地球の大気のごく自然な姿が非常
によくわかる所なんです。昭和基地では、CO2
をもう何十年もしっかり観測していますが、そ
の濃度は、季節変化をしながらも全体として
は右肩上がりで増加しています。
　北極でも同じ観測をしているのですが、南
極と北極の違いがハッキリと出ています。平均
濃度は、北極の方が2年ぐらい先行している。
人間活動が北半球に偏在しているから。アメ
リカ、中国、日本だとかがあってCO2をどんど
ん出していますよね。逆に言えば、2年もすれ
ば地球の空気は混じるということです。
　北極では季節の振幅が南極の15倍くらい大
きい。季節の振幅とは、9月のころはCO2が
一番少ない。緑が増えますから。光合成で炭
素を蓄えちゃう。海の中でも植物プランクトン
が大繁殖します。海、陸の植物がCO2を吸収
するのでグーッと減ってくる。これをスプリン
グブルームと言います。秋になるとCO2は急
に増える。この夏冬の振幅が、北極は南極の
15倍。南極はほとんど振幅がない。南極周辺
ではCO2を出すところもないし、吸収するとこ
ろもあんまりない。というより、1年中吸収し
ていると言った方がいいかな。冷たい海域っ
ていうのはCO2を吸収するんですよ。物理プ
ロセス、化学プロセス、生物プロセス、いろ
いろなプロセスでCO2は吸収されるのですが、
冷たい海域とは南極と北極です。 極地の海を
中心に、地球全体では、空気中の50倍から
60倍ものCO2が海に溶け込んでいる。だか
ら、温暖化で海がちょっと温まったりすると、
海がCO2を吸収しなくなる、あるいは、海か
らCO2が出てくる。地球全体で考えると、温
暖化が進行してCO2が増えるともっと温かくな
る。するとますますCO2が増える。悪循環で
すよね。CO2は、驚くべき濃度に達し、その
影響が大変危惧されます。
　南極の氷は、過去の地球環境のタイムカプ
セルです。氷の中に昔の空気がそのまま閉じ
込められている。それを取り出して分析すると、
昔のCO2の量がわかるんです。また、氷の同
位体の分析から、過去の気温も復元できるの
です。その結果、10万年周期で変わる気温と
CO2の濃度は、とても調和的に変化している
ことが分かりました。また、これまでの分析で、
過去50万年のCO2 濃度の最大値は、280ppm
くらいということが明らかになりました。それ
が今はどのくらいだと思いますか？ 380ppmで
す。石油の消費などが原因で、毎年1.6ppmく
らいずつ増えているのです。 北京原人やネア
ンデルタールなどを含む人類が経験したことの
ないCO2の高いレベルです。人間活動で排出
されるCO2が、自然が吸収する能力をとうに
超えてしまったのだから、増加が続いている
のです。
　地球の気候っていうのは2万年、4万年、10
万年の周期で繰り返し変化しています。最近
では、1万年前に温暖のピークが来て、その
後は長期的には寒冷化の時期なのです。あと
2000年、3000年くらいで本当は氷河期に入る
はず。ところが、人間活動によりCO2 濃度が
増え、その結果、温暖化が進行しているのです。
温暖化の原因は、CO2 濃度の増加だけではな
いと思いますが、CO2は有力な原因です。気
温が下がる速度より温暖化の方が数倍速い。
地球の長期トレンドとしての寒冷化とCO2の増
加による温暖化が同程度なら気温の変化はな
くて済むのですがね。
　南極の空気のにおい？ う〜ん。どんなでしょ
うねえ（笑）。無臭ですね。においはないですが、
凛とした爽やかさがあります。昭和基地は、オ
ングル島と呼ばれる島にあるので、南極では暖
かい所です。昭和基地から1000km離れたドー
ムふじ基地は、標高3800mの高所にあります。
気圧が低くて600hPaくらい。空気が薄い。そ
ればかりか、寒いんですよ。半端でない寒さな
のです！ 吐いた空気、息が凍るんですよ。南
極高気圧の中なので、低気圧なんて来ないか
ら天気はいい。夏は太陽が出っぱなしで、冬
の数ヶ月は極夜。ここの気温は、最高気温が
−19度、最低気温が−79度で、一年の平均で
−54度です。−40度くらいになると、吐いた
息が凍るんです。太陽が当たるとキラキラして、
とてもきれいです。ダイヤモンドダストです。で
も、きれいだなあ〜なんて言ってられないんで
すね。風が弱いとまたその空気を吸うことにな
るんですが、とても胸が痛むんです。小さいけ
ど氷の粒だから。マスクすると少しいいんです
けれど、マスクもすぐ凍っちゃいます。吐いた
息が凍る世界っていうのはすごい世界です。
　こんなこともありました。極夜前の風の弱い
ある日、皆で外作業をしていたんですが、ふ
と気がついて見てみたら、地平線まで黒い帯
みたいなのが続いている。「これ、なんだ？」っ
て言うことになりました。見たら自分たちから
出てるんですよ。何だと思います？ 作業して
ますからハアハア息してますよね。吐いた息が
凍ってますでしょ? 重いんですよ。沈んでるん
です。ず〜っと風に流されてね、地平線まで行っ
てるんです。自分たちが吐いた息がですよ。
だからね、スノーモービルかなんかでちょっと
走って行ってみると、自分たちがしゃべった言
葉が見えるんじゃないかと（笑）。いやあ、ギャー
トルズの漫画の世界だなあってね。
　一緒に行った新聞記者がどのくらい寒いか、
「凍えるように寒い」なんて文章で表現するん
じゃなくて、写真で示したいと言いましてね。
20日間かけて、標高3800mのドームふじ基地
まで行った時のことなんですが、いろいろアイ
デアが出ました。バナナで釘打ったら？ バナ
ナ持ってない。釘もない。はい、却下。じゃ、
フライパンに生卵落としたらすぐ凍るって言う
のはどうだ？ 生卵なんか持ってない。すぐ凍
るっていうのも、映画ならいいけれど、写真
じゃだめでしょ。却下。豆腐で頭たたくのは？ 
豆腐なんか持ってない。みんな却下です。な
かなかいいアイデアが浮かばない。それでね、
お湯をまいたらどうだ？誰もどうなるか分から
ないので、やってみようと言うことになった。 
そうしたらね、これがすばらしいんですよ。お
湯がね、瞬間的に凍るんです。日本でお湯
まいても、雨粒みたいなものが見えるだけで
しょ。夏ですよね。−40度くらいでしたか、
同行記者がお湯を撒いてね。ここでね、シュ
ワって音がするんですよ。湯気が瞬間的に凍っ
ちゃう。この先でもう一回パッと開く。2回爆
発するって感じ。これは面白くってね、すぐ魔
法瓶が空になっちゃうんですよ。（笑）　
　南極の空気はきれいだから、息が白くなら
ない。北海道とか、東京でも冬の朝は息が
白くなりますよね。空気中に漂っている小さな
微粒子、エアロゾルと言いますが、煙草の煙
もエアロゾル。飛んでくるダストもエアロゾル。
空気の汚れの指標です。エアロゾルがあると
吐いた息の水蒸気が凝縮して小さな水滴にな
り、白く見えるのです。南極ではエアロゾル
がほとんど無いので息を吐いても白くならない
んです。もっと寒くなると、先ほど言ったよう
に吐いた息がそのまま凍ってしまうんです。南
極は、厳しい寒さとともにきれいな空気の大
陸なのです。南極で、どこに行っても息が白く
なったら終わりです。
　今度は隕石の話です。今から40年ほど前、
昭和基地から400km程離れたやまと山脈に
地質調査にいった研究者が、氷床、大陸規
模の氷河ですが、氷床の山脈よりも上流の裸
氷帯で、石のようなものを採集したのです。そ
れが隕石の発見だったんです。最初に10個見
つけんたんです。隕石がこうしたところに集ま
ることを理論的に解明した日本は、山脈の上
流側の裸氷域を徹底的に調べ、なんと今では
16200個もの隕石を集めたのです。数年前ま
では世界トップだったんですよ。その全ては、
極地研にある。これを研究しておもしろいこと
がいくつかわかった。
　この隕石の中に、火星起源の隕石と、月起
源の隕石が、それぞれ９個づつ見つかりまし
た。なぜ、火星や月が起源とわかるか？ 素朴
な疑問ですよねぇ。火星には1976年、バイキ
ングと言う名の無人探査機が火星に着陸して
土をすくって、分析データを地球に送ってきた
わけです。月の方はアポロが何回も下りて、宇
宙飛行士が石を拾って、地球に持ち帰って、
分析がおこなわれました。火星に特有な成分、
月に特有な成分。特有っていうことは地球上
にないということです。南極で採集した隕石の
中に、この特有な成分が検出されたのです。
その結果、火星起源の隕石が9つ。それから
月起源の隕石が9つあることが分かったので
す。それもね、月の裏側から飛んできた隕石
も1、2個含まれているということです。
　「隕石の発見」は、まさに観測の醍醐味その
ものです。今では多くの人が、地球のことは
人工衛星やコンピュータの数値シミュレーショ
極地研究とは
CO2 の話
南極の空気
極地研の宇宙研究
南極の寒さ
極地研（国立極地研究所）　 〈地球の歴史から見える 地球の未来〉　　　 　　　　  ❶
［ 記載内容：平成23年7月発行 えくてびあん別冊「立川の世界一！ 南極・北極科学館特集号」 より ］
立川の世界一！ 南極・北極科学館
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成21年7月号より ］
ンで何でもわかっちゃうような錯
覚に陥っているけれども、実は
そうじゃないんです。隕石がある
なんて、人工衛星だってわから
ないですよ。
　氷からいろいろと昔のことが
わかってきています。国文学研
究資料館の今西佑一郎館長と話
をする機会があったんです。な
かなか国文研も極地研も接点が
ないのが面白いんですかねなん
て言ってたんですが、僕、ちょっ
と思い出してね。「いや、先生、
接点ありますよ」って言った。「明
月記って言いましたっけね」って
言いましたら、「あ、藤原定家
の」ってバッと出て来るんですね
（笑）。こっちは藤原の「ふ」も出
ない。だけどね、その明月記の
中に、急にある星が輝きだしたという記述が
ある。中国の古文書にもある。その記述を裏
付ける事実が南極の氷の中で見つかったと話
したんです。そうしたら「おおっ」っていうこと
で。おもしろいでしょ？ 
　氷はね、地球環境のタイムカプセルなんで
す。地球環境の中には、超新星爆発でピカッ
と光るのが見えたって、それはもう何億年も前
かもしれないけれど、光が届くのといっしょに、
光って光の粒子ですから、いろんなものが地
球に届く。それが成層圏の中でいろんな反応
を起こす。成層圏は窒素がたくさんありますか
ら、硝酸ができる。南極ってちょっと特殊な
場所で、成層圏の空気が沈み込んでくるんで
す。成層圏で超新星爆発によってできたわず
かな硝酸が、雪の中に積もったんですね。そ
の後にまた雪が積もって、積もって。今西館長
に話したんですけれどね。「先生たちは古文
書を読みますよね。我々は雪を読むんです」っ
て。国文学はまず日本語で読む。そしてその
背景を考える。我々は氷の中の微量な化学成
分で読む。雪とか氷とかから地球環境を読み
解くんですね。おもしろいですよ。サイエンスっ
ていうのは知的探検なんですね。未知な世界
を既知に変える。
　むずかしくはない。誰にでもできます。好奇
心とあきらめない精神が大事です。熱心に取
り組むと、あきらめないで取り組むと、それな
りに実現します。サイエンスでは、壁にぶち当
たったら、じーっと考える。１日、１週間、１ヶ
月、満足するヒントが得られるまで、別のこと
をしながらでも考える。誰かと話すのはすごく
いいですね。何かひらめくことがある。考え
ているといろんなアイデアが思いつくんですよ。
これはね、サイエンスの世界じゃなくても、も
の作りの世界でも同じでしょう。 知的な好奇
心が満たされるって、ものすごく嬉しいことで、
それは子供にも大人にも同じこと。
　科学の世界って、人類の本能とも言える知的
な世界です。未知を既知に変える世界です。一
人一人を取り巻く未知の世界は、それぞれの知
的探検の対象です。研究者というのは、人類
にとっての未知の世界にチャレンジし、すこし
でも既知に変えるのが使命です。我々研究者
は、タックスペイヤーから知的な発見の夢を託
されているのだと思います。その期待に、少し
でも応えてゆきたいと考えています。
　一昨年の１月、南極観測の50周年を記念し、
科学未来館館長の毛利衛さん、登山家の今井
通子さん、作家の立松和平さんに、南極に行っ
てもらったんです。今井さんが、南極に来て今
の若者を見直したと言ったんですね。若者がこ
んなにたくましいなんてと。中には選び抜かれ
た人もいるけれど、多くは普通の人です。でも、
昭和基地という環境が人を作るんですね。ここ
だと協力しないと生きていけない。今は越冬
隊は人数を少なくしていて、28人。それで水も
電気も作る。観測はする、料理はする。医者
は何かあったら面倒見る。通信はする。すべ
てやっている。ある意味では本当に自立的実
力部隊ですよね。日本的感覚から言ったら、4
倍、5倍の人間が必要でしょう。たとえば気象
庁の人たち5人で24時間観測している。１日８
回の地上観測、１日２回の高層観測、日射な
ど放射観測、そしてオゾンホールの発見につ
ながったオゾン観測などです。これは国内だと、
20人ほどの測候所クラスの仕事量と聞いたこと
があります。それを昭和基地では、5人でやっ
ている。機械部門など、他の部署でも同様で
す。お互いに協力し合うということが根底にな
いと、昭和基地は成り立たないのです。閉鎖
社会というのは崩壊するんです。だから人間関
係はすごく大事。協力し合うことが大事。今井
さんがね、一人一人がものすごい実力者だって
言ったんですね。専門が何かわからないくらい
全員が全ての事に詳しくなっている上に協調性
もある。この仕組みが何にも変えがたい。
　研究者だからと言って口だけで何もしない
で偉そうにしていると、相手にされないです
よ（笑）。一人一人が反省するようになって、角
が丸くなっていく。家族より長い時間を過ごす
わけだから、普通なら知り合えない人たちと
濃密な関係ができる。それが観測隊の醍醐味
ですね。結果的に人間が成長して帰ってくる。
隊長になると、隊員を派遣してくれた企業に挨
拶に行きますが、半分お世辞かもわからない
が、「観測隊に行くと一回り人間が育って帰っ
てくるので、今後も協力させてください」って。
嬉しいですよねぇ。行っているのは普通の人で
す。南極では、そんな普通の人が、人間力を
付けて帰って来るんですね。南極は、科学も
育てるが、人間も育てるところなんですね。
研究者の使命
実力は人間力
もう１つの宇宙  隕石の話
［立川の研究者たち］
太古の地球、
宇宙のエネルギーをもらえるところ
極地研 南極・北極科学館
「南極」といえばタロとジロ。あの時代からもう半世紀以上経ちました。
それでもわかっているようでわからないのが「南極」。
「北極」ならわかるかというと……? 
そんな不思議を解き明かしてくれるのが、ここ、南極・北極科学館です。
　「46億年の旅をしよう」それが
隕石コーナーの楽しみ方。太陽系
の年齢は46億年。それに対して
地球上にある岩石の一番古いもの
は40億年くらい前のもの。40億
年より前の宇宙の歴史を調べるに
は隕石が重要な鍵になります。
　なんと言ってもすごいのは、月
の裏側から来た石です! 月の石自体がとても珍しい。アポロ計画やル
ナ計画で持ち帰られた石はすべて月の表側の石。裏側が見られるのは
世界でもこの科学館だけで、文字通り「立川の世界一」。実はこの月の
石、1000万年前に月を離れて、地球に落ちたのは８万年前。「宇宙線
照射年代」（=宇宙線をいつから浴び始めたかということ）と言います
が、宇宙線を浴びると増える元素を調べることで、その年代がわかり
ます。月の石の隣にある火星の石だって、ここでしか見られません。
　隕石の特徴は、表面に黒色の殻があること。宇宙から地球に落ちる
とき、地球の大気圏に突入し表面が融けるからです。南極の隕石は、
ある限られた場所に集まっていることがわかり、南極地域観測隊が効
率よく大量採集することができることから「南極隕石」と呼ばれること
があります。
◎隕石
案内人  小島秀康
（地圏研究グループ・名誉教授）
　氷の大陸というイメージの南極
に、こんなにたくさん石があるの
か!と認識を新たにさせられるコー
ナーです。しかもその石の中にキ
ラキラ宝石があるなんて! ２度ビッ
クリの岩石ですが、古代の記憶を
留めていてとっても神秘的。
　岩石を通して太古の地球と語
る時、地球はその誕生を語り始めます。岩石は大きく分けて3種類。
大陸を構成する変成岩・深成岩。時々化石を含む堆積岩。火山から
吹き出したマグマが冷えて固まった溶岩。このうち変成岩は地表にあっ
た砂岩や泥岩、石灰岩が地殻変動で地球の中に深く押し込められて、
温度の高いところまで沈んで行ってできたもの。高温条件でいろいろ
な鉱物ができ、今また私たちの手の届くところに出てきています。  
　南極の氷の下には大きな岩盤があります。2億年前まではアフリカ、
南アメリカ、オーストラリア、インドなどとともにゴンドワナ超大陸を
形成していました。昭和基地付近はどこにつながっていたと思います
か?実はインド南部やスリランカとつながっていたのです。それも岩石
を調べることでわかってきました。寡黙な岩石のつぶやきに耳を傾け
る時、地球の鼓動が聞こえてきます。
◎岩石
案内人  本吉洋一
（地圏研究グループ・教授）
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成21年8月号より ］
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立川市緑町。自治大学を北へ向かうとガラス張りの国立国語研究所。
その先には、八王子から移転してきた東京地方裁判所。その西に、国
立国文学研究資料館があり、同じ建物内に5月には国立極地研究所が
移転してきた。
10月になると国立統計数理研究所もやってくる。立川に新しい風が吹い
てきた。『アカデミックたちかわ』。当分ここから目が離せない。
オ ローラの不思議
プロフィール
国立極地研究所副所長　昭和基地とアイスランドでのオーロラ同時観測によるオーロラ
の南北半球の対称性・非対称性の研究、及び、国際短波レーダー網である SuperDARN
レーダーを用いた電磁圏変動の研究を行っている。理学博士（東京大学）
案内人　佐藤夏雄 （2017年現在  国立極地研究所 名誉教授）
　
　
　
　日本だと北海道で10年に1回くらいは見
られるかもしれないというオーロラ。太陽
活動の最大期で見えたとしても、ぼんやり
とした程度の明るさ程度。感動するような
オーロラは、やはりオーロラ帯と呼ばれる
アラスカ、カナダ、スカンジナビア、アイス
ランドそして南極昭和基地でしか見られな
い。それらの場所はオーロラが出る確率は
同じだが、天気が左右してくるという。オー
ロラ帯にいても、晴れていないと見えない
のがオーロラ。
　「太陽がクシャミをすると、地球が風邪をひ
く。オーロラを研究していると、太陽と地球
の関係がわかってきます。宇宙気候の研究も
していて、1600年代、マウンダー極小期と言
われる、太陽に長期間黒点のない時期があっ
た。その時、地球上は寒さが厳しく大凶作だっ
たという記録が残っています。太陽は変化が
なく輝き続けていると思っているでしょう？ 違
うんです。時々刻々と秒単位で変わっていま
す。また、コロナの大爆発が頻繁に起きるな
どの太陽活動は11年周期で変化しているんで
す。それらを知らせてくれるのもオーロラです。
オーロラの源になるのは太陽です。
　地球には磁石があって、太陽にも磁石があ
ります。その両方の磁石が、磁石の方向が反
対になるとくっついて、太陽から飛んできて
いるプラズマが地球の磁石に取り込まれます。
地球の中に取り込まれると、極域の電離した
大気にぶつかって光る。太陽活動を伝えてく
れるのがオーロラということです。」
　オーロラが起きているのは、地上100km
から500km。薄い空気がないとオーロラ
は起きない。オーロラとは、いわば、電子
が勢いよく降り込んで空気の粒子と衝突し
て光っていること。上空の薄い空気は電離
して、電気を帯びた酸素や窒素の原子・分
子となっている。電離している場所を電離
層と呼び、その下辺が90kmから100kmで、
そこから上でないとオーロラにはならない。
　そこへものすごい勢いで電子が降ってく
る。私たちの目には美しいオーロラの形に
見えるが、その形に沿って電子が降って
いるということになる。降ってきた電子が、
電離している酸素原子やら窒素原子・分子
にぶつかって光る。パラパラ降ってきてい
ると弱くぼんやり見えるが、塊で降ってくる
と明るいカーテンのように見える。
　降ってくる電子のエネルギーが強いと青
くなる。その次は緑。弱いと赤くなる。本
当に強いのは、裾のヘリだけピンク色。オー
ロラの大嵐と言って、それを見ると本当に
感動するという。嵐と言うが、耳で聞こえ
る音はしないが、ものすごい電流が電離層
を流れている。エネルギーとして使いたい
が一瞬のことで蓄積がむずかしい。嵐の
時は、空が明るくなって、速い動きが起き
る。コロナ状オーロラは真上を通り過ぎる
時に起こる。その光景は、光のカーテンが
降り注ぎながら通り過ぎていく全くの別世
界。感動をどう表していいかわからなくて、
みんな吠えるだけだという。作ることので
きない、自然のすごさがそこにある。
　「オーロラは昭和基地とアイスランドの基地
で観測しています。『共役点オーロラ』と言い
ますが、この2カ所の観測点は北半球と南半
球であることをのぞけば、1本の磁力線に結
ばれた地磁気の緯度経度が重なり合う世界で
唯一の観測点です。つまり日本しかこの観測
はできないということになります。
　赤祖父俊一先生という世界的に有名な方が
いらっしゃいます。カメラの写真しかなかった
ころ、観測所で撮ったカメラの写真を寄せ集
めて、あとは豊かな想像力を発揮し、オーロ
ラの全体像を、時間の経過で極域全体がどう
なるかということを示す、人工衛星で撮った
かのような絵を作った。それはすごいです！
　オーロラの研究はまだまだ歴史が浅いで
す。せいぜい4～50年。最新の観測装置を使っ
て無人観測をしていこうとするのは国際的な
動きです。でも、越冬隊でなければできない
こともたくさんある。オーロラそのものだけの
研究なら北極だけでいいかもしれない。しか
し、共役点オーロラの研究をしているのは日
本だけ。北と南の比較をするのがテーマだか
ら、他の国にはできないのだから、南極で越
冬する意味がある。極地研は北極と南極の両
方から研究する。だから極地研。極から地球
全体を見ていくんです。」
人工衛星から見たオーロラ帯
バンド状オーロラ。オレンジ色の光はロケット発射の軌跡
太陽活動極大期の赤いオーロラ アイスランドの観測基地　チョルネス装置 コロナ状オーロラ
アーク状オーロラ
アーク（弧）状オーロラニードル（針）オーロラ
太陽とオーロラはとても関係が深い
オーロラの嵐
日本のオーロラ研究
オーロラは、
その場所へ行かなきゃ見られない
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成21年9月号より ］
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家族化し、部活で長期合宿する事も少なくなっ
た。加えて南極も居住環境が整ったり、飛行
機で南極へポンと降り立つことのできる時代に
なったことで、人間関係の備えなく紛れ込んで
しまう人も。今も昔も南極の自然は変わってい
ない。まだまだ甘くはない。それなのにどこか
甘くなったような感じに受け取られている。も
う南極では死なないのだという誤解があるよう
だが、そうではない。最近は女性の隊員が増
えてきたが、女性は南極に行くことに対して相
当な覚悟をして参加している。だから女性隊
員の行動は、何回も行っている人間からすると
安心して見ていられる。覚悟が見えるからだ。
覚悟して、自分から積極的にどんなことにも
チャレンジしていく前向きな姿勢だけが、生き
ながらえる術になる。
　無人観測してデータを南極から転送すれば、
南極に行かなくても数値をみることのできる時
代になった。しかしそこには実感が伴わない。
生き物の困っている現状をデータ的に見ること
はできても、実感がないので表現できず伝え
られない。地球の未来を考えるとき、研究者
が南極の自然に密着して生活する観測、越冬
研究はこれからも必要なことだ。ぜひしてい
かなければ、これから先も新しい事は何も見
えてこない。人間が南極にたどりついてまだ
約200年。きちんとした科学研究を始めてま
だ50年。これからが大事なのだと工藤越冬
隊長は言う。
　最後に、南極でなければ味わえない醍醐味
を教えてほしいと聞いてみた。
「それはやっぱり、30名弱の狭〜い人間関係
でディー プに暮らすこと」と真顔で言った。
今回の51次で7回目の南極となる。初めて南
極に行く隊員は不安な要素が多いので気楽で
はないだろうと、過去の自分を振り返って話す。
今年11月24日に夏隊と合わせて62人の第51
次隊が空路日本を出発する。オ スートラリアの
フリーマントルから砕氷船しらせに乗船、南
極圏に入り昭和基地へと移動。太陽の沈まな
い季節、南極はもっとも賑やかで忙しい時期
になる。51次隊の夏隊、50次隊の越冬隊の
総力をあげて越冬までにあらゆる仕事を終わ
らせるからだ。夏期計画の仕上げをし、越冬
の交代をすると50次隊と51次夏隊はしらせに
乗船、帰国の途につき3月19日には成田へ到
着する予定。一方越冬隊28名の仕事はさらに
そこから1年間続くことになる。
　越冬中にも野外観測などで旅行にいかなけ
テーマは架け橋
   「過去から未来への橋渡し」
ればならない。医者や調理隊員が必ずしも同
行するとは限らないので、予めある日の夕飯の
残りとかをレトルトパックのように作っておくの
だという。なかなか南極観測隊を身近に感じる
ことはないが、そういう話を聞くと少し行って
みたい気はする。誰にでもチャンスはあるのだ
そうだ。ただし、続けて2回、3回、4回と行く
となると、やはりそこで何かを研究しようとか、
知りたいという強い思いがないと繰り返し行く
ことはできないそうだ。一生のうち1回は行っ
てみたいと思う人は多い。しかしそれを生業に
していくとなると話は違ってくる。
　観測隊は毎回メンバーが異なる。もちろん
同じ顔ぶれが揃う事も少なくないが、基本的
には毎回新しく編成されるのが観測隊。毎回
新しい人間関係を構築する。その割には事前
準備期間が短いのでは? 工藤越冬隊長は、む
しろ行ってしまってからの方が人間関係は作り
やすいという。なぜなら「もう逃げ場がないか
らね」。
　「南極料理人」という映画がある。最初のシー
ンから「逃げ場がない」ことを痛感させられて
苦しくなる。逃げ場が無く単調な毎日が辛くな
いかと聞くと、「逆に何かあったら大変だから
ね」と笑う。逃げ場のない人間関係を面白いと
思うか思わないかが分かれ目。親密な人間関
係の中で、すべてのことを自分たちの手で作り
上げて行く時、協力は欠かせない。そこに喜
びを持ったり楽しみを感じたりできないと暮ら
せないそうだ。南極観測が始まったばかりの
時代は山を登る人などチャレンジャーが多かっ
たし、大家族が当たり前だったから人間関係
の問題回避の術を知っていた。が、現在は核
プロフィール
国立極地研究所 研究教育系生物圏研究グル プー 准教授
研究分野は水圏生態学、植物生態学。理学博士 ( 東京大学 )
『南極観測隊』と言っても「それで?」と
聞き返されてしまいそうな立川で、第51次隊が活動を開始した。
極地研の建物の中に『隊員室』、外にはJAREと書かれたコンテナがいくつも並ぶ。
最近は道路端に丸いアンテナも。
不思議だらけの『南極観測隊』。第51次越冬隊長に話を聞いた。
案内人　工藤 栄
第51次南極地域観測隊 始動!
　2009年7月1日。立川市緑町にある国立極
地研究所で正式に第51次南極地域観測隊（本
吉洋一隊長以下越冬隊28名、夏隊34名）が
活動を開始した。第51次隊は平成17年11月
からの「南極地域観測第VII期計画」の最終
年次（4年次）として位置づけられている。計
画をいかに終わらせてくるか、それは非常に
重要なミッションとなる。新しい砕氷船しらせ
を利用する初めての年にもあたるため、輸送
体制や船上観測などにおいても注目され、ま
た第VIII期計画から新たなカテゴリーとして
加えられる「公開利用研究」の実施に向けて、
その試行を実施。研究者だけでなく設営隊員
にとっても忙しい夏になる。
　工藤栄越冬隊長の専門は生物。第40次の
越 冬 を皮 切りに、43、44、45、48、49と、
（第51次隊越冬隊長、総副隊長を兼務）
藤井 理行極地研所長 ( 左 ) と本吉 洋一隊長
第 51 次南極観測隊隊員にはこんな方も 
プロスキーヤー 佐々木大輔さん
立川市緑町 国立極地研究所敷地内のコンテナ
草津で行われた夏の訓練から
第 51 次南極地域観測隊員
夏訓練集合写真
（写真提供：国立極地研究所）
第 51 次隊を乗せる　新「しらせ」
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成21年10月号より ］
［立川の研究者たち］極地研（国立極地研究所）　 〈地球の歴史から見える 地球の未来〉　　　 　　　　  ❹
プロフィール
国立極地研究所・研究教育系地圏研究グル プー・教授、副所長（極域情報担当）、広報室長。大陸地殻の構成要素である各種岩石から、それ
らに記録されている変動の痕跡を抽出し、大陸の形成・進化モデルを構築することを目指して研究を進めている。日本の南極観測隊には６回、オー
ストラリアの南極観測隊にも参加した経験をもつ。理学博士。今年出発する第51次南極地域観測隊隊長。（第58次南極地域観測隊隊長）
案内人　本吉洋一 国立極地研究所 副所長（2017年現在  地圏研究グループ 教授  兼  広報室長）
　現場、つまり岩の出ているところに行きま
す。まず岩石の分布や地層の構造を調べます。
地層がどっちに何度傾いているかとか、どの
範囲まで広がっているとか。歩きながら、情
報を持っていそうな石を見極めながらサンプリ
ング（採集）した石を日本に持ち帰り解析して、
変動の証拠をかためていきます。警察の鑑識
の仕事と似ていますね。たとえば、現場に残
されていた髪の毛1本や血液一滴を採集して情
報を得るでしょ。今表面に出てきている石は
深いところ、例えば地下数kmから数十kmで
できた石で、つまり地球のはらわたがそのまま
露出しているという感じです。
　南極大陸の石の中で、変成岩と呼ばれる種
類は地表でできたものではない。元々は地表
にあった砂岩や泥岩、石灰岩だったりしたも
のが地殻変動で地球の中に押し込められ、深
いところまで行く。たとえば深さだと30km、
温度だと800℃とか900℃とか。そこでいろい
ろな鉱物ができるわけです。それがまた地表
に上がってきて僕らの手に取れるところにあ
る。そのメカニズムは本当のところはまだよく
わかっていない。でもたとえば2つの大陸が
ぶつかれば、片方が下に潜り込むこともある
でしょう。また大陸が分裂した時に、地球内
部からマグマが湧き上がってきてそれにつられ
て上に上がってくるとか。
　地球の内臓部分だった石を集めて持ち帰
り、分析機器にかけるといろいろなことがわ
かってきます。たとえば昭和基地の石とスリラ
ンカの石。双方の石を調べたら、年代も近い
し石の性質も近い。見た目も似ている。つま
り双子で生まれた兄弟が、幼い時に生き別れ
になった。今、２人を比べてみると、顔も似て
いるし血液型も同じだし、DNAも近いとわかっ
たということですね。こうしてかなり古い時代
の大陸の様子がわかってきます。
　地質現象学というのはものすごく時間がかか
るんです。しかも実験室では絶対再現できな
い。でもかつて地中深くにあったものが、今
地表にでてきているのはまちがいない。そこに
一体何が起こったのかということを、石にしゃ
べらせる。石の中に証拠が残っているんです。
それこそ、数億年とか数十億年前の地球の変
動を読み取ることができるわけです。野外に
何気なく露出している岩石や堆積物から、そ
の中に秘められた情報をじっくりあぶり出すと
いうか、暴き出すというか、そういう過程が地
質学という学問なのです。
　南極は氷に覆われた大陸ですが、氷の下に
は広大な岩盤があります。今から約２億年前
までは、アフリカ、南アメリカ、オ スートラリア、
インドなどとともにゴンドワナ超大陸を形成し
ていました。昭和基地付近は、インド南部や
スリランカと地続きだったのです。昭和基地と
スリランカがつながっていたのなら、それぞれ
に分布する岩石の種類や、それらができた年
代が同じでなければなりません。
　極地研には二次イオン質量分析計という装
置があって、岩石に含まれる鉱物の年代測定
に使います。日本には極地研と広島大学に設
置されています。年代を測定するにもいろいろ
な方法があるのですが、二次イオン質量分析
計による年代測定は、世界のスタンダ ドーにな
りつつあります。
　地球ができたのは46億年前といわれていま
すが、46億っていう数字は地球の岩石ではな
くて、実は隕石の年代なんです。太陽系には
元々隕石がいっぱいあって、それが寄り集まり
衝突を繰り返しだんだん成長して、原始地球
ができた。隕石の衝突エネルギーで、原始地
球は表面までマグマに覆われた。だから当時
岩石はなかったわけです。
　ただ、これまで見つかった最も古い鉱物で
43億年前に形成されたものがあるんですよ。
その小さな鉱物はジルコンと言いますが、年
代測定に非常に適した鉱物で、測定してみた
ら43億。そのジルコンを分析していくと、水
が無いとできないということがわかった。つま
り43億年前、地球には水があったということ
になります。この水が地球という星を決定づけ
た非常に大きな要素だと思います。水があった
ことによってこの星には生命が生まれ、進化し
て我 人々間につながっている。もし地球がもっ
と太陽に近かったら、水は全部蒸発してしま
います。逆にもっと遠かったら凍ってしまう。
地球は実に絶妙な場所にあるんですよ。
　でももし地球上に水しかなかったら、逆に
いえば大陸がなかったら、生物のこんな進化
があったでしょうか。大陸があったから、そ
の当時水の中にいた生物が上陸できた。今、
地球には海と大陸が存在しています。これが、
地球という奇跡の星を決定づけるもうひとつの
重要な条件だと思います。そう考えると大陸
ができたことは人類にとってとても大事な問題
じゃないですか。だから僕はそれを探りたい
わけです。
　もし地球の観測や研究に無関心だったり理
解がない人がいたとすれば、それはまず「大
陸ありき」だからじゃないでしょうか。当たり前
に地上に住めている。でも本当はそうじゃない
んです。
　南極の自然を研究する人は、たぶんみんな、
この地球がどうやってできたかを知りたい。岩
石を研究する事はその1つの方法だと思いま
す。遠い将来、だんだん太陽が膨張してきて、
最後は飲み込まれて地球は終わるんです。白
色矮星といって、どんどん膨張してきて火星く
らいまで飲み込んじゃって、そのあと大爆発し
てチリとなって浮遊する。それはずっと先の話
ですが。その前に大きな環境変動が起きると
か、大きな隕石が衝突するとか、そんなこと
があったらもう人類なんていなくなっちゃうか
もしれない。
　でも考えてみて下さい。過去にあったように、
隕石衝突によって恐竜が絶滅し、そのおかげ
で哺乳類が繁栄し始めた。隕石がぶつからな
かったら、未だに恐竜がウロウロしていて人間
なんかいなかったかもしれない。この星は必
然と偶然が入り交じって激動の変遷を経てき
て、その結果我々が今いるんです。
　地球の未来を予測するには地球の過去を
しっかり知っていなければできない。過去を
知らなかったら予測がつかないですから。地
球という天体の内部がこうして石として地表に
現れている。そこには、壮大な地球のドラマ
がまだまだ隠されていると思います。
南極でどんなことをするのですか？
地球のはらわた？
石からわかること
なぜ南極なのですか？
地球の未来に向けて
奇跡の星〈地球〉
南極エンダビーランドから採集されたサフィリングラニュライト。青い柱状の鉱物がサフィリン。
今から約２５億年前に、非常に高温の条件（＞１０００℃）で形成された岩石。
南極昭和基地の南約７０キロメートルのスカーレンという露岩か
ら採集されたサファイアを含む岩石。水色の六角形の鉱物がサ
ファイア。約５億年前に形成されたもの。
南極昭和基地の東約８０キロメートルの明るい岬という露岩から最終されたルビーを含む岩石。赤い鉱物がルビー。黒い大きな鉱物はコーネルピン。約５億年前に形成されたもの。
石の記憶をたどる
岩石を通して太古の地球と語る
11月に南極へ向かう第51次南極観測隊の隊長である本吉教授。
草津の高原で行われた夏の訓練で配られた地図には、ほとんど目印が記されていなかった。
これじゃ分からないのでは?と訊くと、「地図が教えてくれるんじゃない。
自分で何を分かろうとするかだ」と即答した。この姿勢が研究にも貫かれている。
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成21年11月号より ］
プロフィール
国立極地研究所　研究教育系地圏研究グル プー・教授、隕石キュレーター。極域情報系極域科学資源センター。
南極観測隊が採集した隕石 16200 個は数が多いだけでなく、ほとんどの隕石種を網羅している世界最大のコレク
ションのひとつ。これらの隕石すべてを視て、順次分類を進め、その分類学的な特徴を明らかにし、南極隕石デー
タベースを更新し続けている。世界で最も多くの隕石を視ている１人。
案内人　小島秀康 国立極地研究所　研究教育系教授（2017年現在  名誉教授）
太陽系の歴史をさぐる
隕石は遠い過去からの手紙
長野県出身。農家の長男で、小学生の頃は学校から帰ると
ザルを持って近くの川で毎日遊んでいたという。
川の石を集めるのが好きな少年は、親戚を通して南極の石を手にした。
既にこの頃から南極に縁があったのだろうかと回想する。
この11月に出発する第51次隊で５回目の南極となる。
［立川の研究者たち］極地研（国立極地研究所）　 〈地球の歴史から見える 地球の未来〉　　　 　　　　  ❺
　最初に南極に行ったときからです。ですから
1978年11月に出発した第20次隊から。その
時には地質調査と隕石がメインのプロジェクト
でした。やまと山脈というところに旅行に行っ
て、4カ月くらい探査をして、3600個ぐらい隕
石を見つけました。隕石の探査は本来夏だけ
で済むのですが、南極にしらせが着くのが12
月20日過ぎ。それから準備、現地に向けて出
発するのが25日辺りになってしまうんですね。
現地到着が1月の10日頃。今度は帰りのしら
せが南極を離岸する日が決まっているので、
現地で仕事ができるのが20日間くらいしかな
くなってしまう。越冬すると3か月くらい調べら
れるので、ずっと越冬しています。
　隕石も岩石なので、地質の一部と考えると
わかりやすいのかもしれないです。地質学は
一種の歴史学。地球上での一番古い石は40
億年くらい前のものですが、太陽系の年齢は
46億年。太陽系ができた時にできた石が、す
ぐに死んで、それ以来変化していない。それ
が隕石です。
　地球はというと、その隕石と同じような材料
が集まってこれだけの大きな星になり、プレー
トテクトニクスがあって、地表の大陸は移動し
て合体と分列を繰り返してきた。古い岩石はマ
ントルの中に沈み込んでしまって、リセットさ
れて新しい溶けた状態になってしまう。つまり
本当の意味での古い岩石が残っていない。40
億年より前のことを調べようとすれば、地球外
の隕石を主とする岩石を調べなければならな
いということです。そういう意味でいえば、隕
石は「過去からの手紙」であるといえるわけで
す。
　火星と木星の間にある小惑星帯には、小さ
いものだと直径数百ｍ、大きいと直径1000 ㎞
の小惑星があります。全部太陽を中心とした
軌道を回っていて、軌道がわかっているもの
だけでも30万個。それが、母天体と言います
が、どの小惑星から来たかというのがわかっ
ていない。ただ1種類わかっているのがベス
タと言って、直径が500㎞くらいの小惑星。そ
れに対応するような隕石が何種類かあります。
それらはベスタから来たのだろうということに
なっています。
　他には隕石と呼んでいますが、小惑星以外
から来たのは月の石と火星の石。隕石の99％
以上が先ほどの小惑星帯から来ていますか
ら、特殊なものとして火星の石と月の石。極地
研にあるのは、火星の石が11個。月が9個。
本当は、水金地火木の水星とか金星からも来
ていていいはずなのですが、まだ見つかって
いない。水星や金星は地球型の惑星なので、
海がないだけで表面まで岩石ですから。
　月の石は世界に100個くらいありますが、裏
側はほとんどないです。月の石自体が珍しい
ですよ。大阪万博の時、月の石ひとつであれ
だけの人を集めたじゃないですか。僕なんか月
の石を触
さわ
れるってすごいことだと思うのだけれ
ど、以前あるイベントで月と火星の石を触れる
コーナーを設けたけれど、それほどでもなかっ
た。極地研にある一番大きな火星の石なんて、
値段にしたら30 億円ですよ。
　やまと山脈で拾いました。あれは1986年27
次隊。裏側の石だとわかったのは1990年代
はじめ頃だったでしょうか。その頃「そうじゃ
ないか」と言われ出した。というのは、アポロ
11号から、13号を除いて17号まで、月に着陸
して持ち帰った岩石は全部表側なんです。オ
ペレーションの関係で表側しかできなかった。
裏側の石は持ち帰られていない。ですからど
んな元素が多いとか少ないとか、表側の石の
特徴はわかるわけです。それに照らし合わせ
ると、Yamato-86032の特徴は表では収まら
ないという話になって、じゃ裏じゃないかと。
人工衛星を使って、月の全球の、どんな元素
がどんな所に分布しているかということを調べ
た。最近の「かぐや」がかなりの程度で調べて
あって、元素の分布はマッピングできているん
です。だからそれに合わせれば、だいたいの
場所がしぼれてきますよね。
　月から飛び出したのがいつ頃かということも
わかる。地球上にいつ落ちたかというのもわ
かる。
　書いてあるんです（笑）。「宇宙線照射年代」
という言葉があります。照射年代っていうのは
宇宙線をいつ浴び始めたのかということです。
それはある放射性同位体、要するに宇宙線が
当たるとできる放射性元素ですが、大きな天
体の深いところになると、宇宙線が当たらな
い。つまり放射性同位体ができない。ところ
がそこに他の天体がぶつかって、ある大きさの
石のかけらになって宇宙に放り出されると、今
度は宇宙線が当たり続けますから、それに伴っ
てある元素は増え続けるんです。それを調べ
ることで、いつその天体から離れてかけらと
なったかということがわかります。たとえば
Yamato-86032は、1000万年前に月を離れて、
地球に落ちたのが8万年前。
　温暖化し続けているから氷期が来ないので
はという心配もあるが、たとえば温暖化するこ
とによってバランスが崩れて、それが引き金に
なって寒冷化することも考えられる。気候って
ある周期で変わっていて、そのサイクルにはい
ろんな周期がある。たとえば100年周期とか
1000年周期の変化があるとしたら、100年以
上、1000年以上観測しなかったらその周期が
とらえられないでしょう。まず未来を予測する
には過去を知らないと。
　ただ過去とひとつ違うのは、人間が生活活
動によって大量の二酸化炭素を出してしまって
いるということ。でもそれも地球全体のことか
らみたら、大したことないのかもしれない。何
十億年というスパンでみれば。自然保護自然
保護っていうけれど、もちろん僕も言いますけ
れど、そんなおこがましいことよく言うなと思
いますよね。
　人間なんて、地球の表面にうごめいている
小さな生命体にすぎないんですから。
Yamato-86032を偏向板 2 枚で挟んで、顕微鏡で拡大したもの
（資料写真提供：国立極地研究所）
Yamato-86032
斜長岩質角礫岩という種類の岩石で、いろいろな特徴から、
月の裏側から飛来したと考えられている。
Yamato-74007 L6コンドライト
大気圏突入時に空気との摩擦によって融けた表面の状態が
きれいに残っている隕石。
Yamato-000593
ナクライトという種類の火星起源と考えられる岩石。
粘土鉱物を含むことから、火星に水が存在した証拠になっている。
Yamato-00593を偏向板 2 枚で挟んで、顕微鏡で拡大したもの（資料写真提供：国立極地研究所）
隕石の研究を始めたのは？
先月は岩石のことを教えてもらいました。
隕石を調べると何がわかってくるのですか？
月とか火星の石は、珍しいんですね？
そんな貴重な月の裏側の石は、
どこで拾ったんですか？
起源のわかっている隕石は？
自然を相手に研究を続ける訳
どうしてそんなことが
わかるんですか？
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成21年12月号より ］
極地研（国立極地研究所）　 〈地球の歴史から見える 地球の未来〉　　　 　　　　  ❻ ［立川の研究者たち］
憧れの南極を身近に
民間から採用される設営隊
南極地域観測隊は研究者だけの集まりではない。最近上映された映画「南極料理人」で有名になったように、
観測隊には料理人がいる。医療従事者もいれば、電気の専門家、通信、建築の専門家など、
中には写真家、プロスキーヤー、もちろん報道関係者も。
素顔はいったいどんな人たちなんだろう? 
民間から採用された隊員に話をきいた。夢の世界の南極が、少し身近になるかもしれない。
司会　桑原さんは3回目の南極です。以前の働
きぶりがすばらしくて、極地研側からも是非来
て欲しいということだったとか。メーカーから来
ている方で3回目というのも珍しいそうですが、
3回目ということで、何か思う事は？
桑原　2回目の時はやり残した感があったんで
すが、その時点では自分はこれが最後だと思っ
ていたんです。でもまた行けることになって、
せっかく頂いたチャンスなので、今回はやりきっ
たなと思えるようにして帰ってきたいです。
司会　南極に行くには、求められる職種によっ
て免許が必要なこともありますが、免許でなく
てもスキルが必要ですね。例えば越冬生活で
求められる人間的資質とかって、桑原さん、何
だと思いますか？
桑原　う〜ん、許容じゃないですかね。（笑）
司会　なるほど（笑）。一方、柏木さんは公募で
と聞いていますが。
柏木　海外に興味がありまして、趣味で登山も
していてネパールのヒマラヤも行きました。南
極にも憧れていました。夢のまた夢だと思って
いましたら、阿部幹雄さんがご自身の講演会の
中で、『北海道に住んでいるのであれば、寒い
ところの生活という点ではひとつクリアできて
いるし、挑戦してみれば』とおっしゃったんで
す。それで、合格する自信は全くありませんでし
たが、応募してみました。
司会　夢がかなったわけですね！
柏木　そうです。私には桑原主任みたいに何回
目っていうことはないので、このチャンスがすご
く幸せで、ここ（極地研）にいる間は何をやって
いても楽しいです。掃除していても楽しい！
司会　すばらしい! お子さんが生まれたばかり
だとか?
柏木　そうです。妻の理解があって、今日ここ
にいます。
司会　そんなに好きなら、また行きたくなっ
ちゃうんじゃないですか？
柏木　はい。もう、また行きたいです！
山中　まだ行ってないって。（一同爆笑）
司会　船（しらせ）はみなさん平気なんです
か?　
（一同、首を振ったり、周りを見る）
司会　桑原さん、どうですか？
桑原　いやぁ、だめですね〜。
司会　経験者の桑原さんも苦手。みなさん、初
めてで怖くないんですか？
北島　かなり不安はありますよ。でもしょうがな
い。
山中　しょうがないよ。乗らないと行かれない
んだから。（笑）
柏木　酔ったって何だって、しらせに乗れるっ
ていうだけで幸せです。南極が目の前にありま
すから。（一同笑）
司会　専用酔い止めとかないんですか？
北島　カルピスが効くって話は聞いたけど…。
（一同、黙る）
山中　効くの? ホントに…。（一同爆笑）
北島　よけい気持ち悪くなっちゃいそうだよ。
山中　ホントに効くんなら、薬として普通に
売ってますよ。
柏木　酔っていても何しても、海に氷山とか見
えてきたら感動すると思います。想像しただけ
で、写真で見ていた南極が見られるなんて、そ
う思うだけで鳥肌がたってきました！
（一同爆笑）
司会　山中さん。日本では現場にいても、実
際には手を出さないですよね。観測隊はほとん
どが建築に関しては素人なわけで、正直なとこ
ろ、不安ではないですか？
山中　いつもよりは気を使わなくちゃいけない
ですね。でも、一緒にやっているうちに建築って
こういうものなんだなってわかってくるんじゃな
いですか?極地研の人を前にして失礼かもしれ
ないけれど、建物より人が大事です。ケガをし
ないで帰ってきてもらうのが一番です。
司会　今回は何を造るんですか？
山中　電離層観測のための40mのアンテナを
建てるのと、自然エネルギー棟の今年は基礎だ
けを建てます。40mものアンテナ、日本だったら
絶対人力では建てないですよ。
司会　人力って? 登っていくわけじゃないで
しょ?
山中　登っていくわけですよ。
司会　え〜！
山中　1つが3mずつの柱を積み上げていって、
40mにする。
司会　それって、だれが登るんですか？
山中　隊員！高いところが大丈夫な隊員！（笑）
司会　誰も登れなかったら造れないですよね？
山中　先日、仮積みして40mを建ててみたんで
す。その時も、みんな結構登りましたよ。自分は
25mまで行って交代しようとしたら、降りるの
が長く感じて。（笑）
司会　登ったはいいけれど、降りられなくなっ
ちゃいますよね。こわそう〜。
山中　40m建てたところで女性隊員が来て、ス
ルスルっと40m登って、上でムービー撮ってまし
たよ。（笑）
司会　う〜ん。女性もすごい! 北島さんは公募
で採用されたそうですけれど、面接の時って何
を聞かれるんですか？
北島　何を聞かれたかな？ もう忘れちゃいま
したよ。なにしろ13対1ですから。
（全員爆笑）
司会　調理隊員は北島さんと鈴木さんのおふ
たり。持っていく食材は、その観測隊の調理担
当者が決めていいのですか？
北島　はい。業者さんも決めていいんですが、
基本的には費用が決まっているので、それを超
えないように。
司会　ビールなんかどのくらい持っていくんで
すか？
北島　缶で650ケ スーくらいです。他の飲み物
をいれると訳わからなくなります。
司会　お米はどのくらい？
北島　普通の米だけで2.2トン。餅米500キロ。
全部で3トンくらいです。
司会　今回何か変わった食材を入れたのですか?
北島　僕も、鈴木さんもコレがなきゃ作れな
いっていうタイプではありませんから、普通の
食材です。でもたまにお祭りみたいな時用とし
て、キャビアとかフォアグラとか、牛肉も○○牛
というブランドものを入れています。
司会　柏木さんは環境保全ですが、どんな訓
練をしているんですか？
柏木　先日汚水処理の訓練に行ってきました。
トイレ、風呂、厨房から来た雑廃水を分離して
外に流せるようにするんですが、その機械の仕
組みと取り扱いの訓練です。私はそういう経験
もなかったので、その実験から始めました。と
ても勉強になりましたし、やればやるほどきれ
いにしなきゃいけないなと思いました。
司会　訓練を通して何か感じていらっしゃるこ
山中義憲（夏隊 建築・土木） 
広島県出身。飛島建設株式会社 関東建築支店より国立
極地研究所に出向。15年前に会社から南極観測隊に出
向した人がいたことから観測隊の存在を知り、毎年会
社に希望を出していた。念願かなって初の南極行き。
北島隆児（越冬 調理） 
佐賀県出身。高校卒業後、料理の道へ。イタリアンレス
トランで48次越冬調理隊員だったシェフと知り合い、
観測隊調理隊員の存在を知り、51次隊に応募。公募で
の採用となる。
桑原新二（越冬 機械） 
新潟県出身。（株）大原鉄工所（日本で唯一の雪上車
メーカー）で雪上車組立整備業務に従事。南極観測隊
への参加は51次隊で3回目。50次に続き、今回も設営
主任として、観測以外のすべてを取りまとめる。
柏木隆宏（夏隊 環境保全） 
北海道出身。趣味でスキー、マラソン、登山をしてい
たが、以前より南極への憧れがあった。写真家でビデ
オジャーナリストの阿部幹雄氏（49次夏隊、50次夏
隊、51次夏隊隊員）の講演がきっかけで公募にチャレ
ンジ。採用となった。
［ 2017年現在 国立極地研究所 南極観測センター職員 ］
【司会・進行】
熊谷宏靖（夏隊 庶務 極地研広報室）
清水恵美子（えくてびあん）
とはありますか？
柏木　人間生活をしていく上ではゴミは必ず出
ます。画期的な機械もありますが、それを持っ
ていけばまたその備品、メンテナンス用品が出
ます。建築すればその廃棄物も出るので、なる
べくコンパクトにして、南極のゴミを少なくして
いきたいと思っています。
司会　桑原さんは結構訓練に行ってらっしゃる
ようですが…。
桑原　機械の中では少ない方ですね。今のと
ころ4つか5つくらいですね。
司会　どんな訓練をするのですか？
桑原　機械班といって越冬だと6人いるのです
が、それぞれ分野違いで。発電機だとヤンマー
から1人来ていて、でも他の5人は発電機の知識
がないのでヤンマーに行ったりとか、いすゞ自
動車に行ったりとかして、機械の整備、メンテナ
ンス訓練をしています。
司会　専門でなくてもすぐわかっちゃうように
なる方たちなんですね？
桑原　いやあ、そういう部分とそうでない部分
がありますね。一口に機械って言っても、電気
屋さんも機械に入ってますからね。電気専門の
人はエンジンなどについてはちょっと触ったく
らいじゃ覚えられないですし。
司会　覚えなくてもやらなきゃならないわけで
すよね？
桑原　ええ。エキスパートにはなれないけれ
ど、最低限の知識はないと本当の専門家が内
陸の方に調査に行ってしまった時、何かあって
対応できないのではまずいですから。
司会　少ない人数で、しかもそれぞれの専門が
1人ずつしかいない中で大変ですね。 機械の
人ってものすごいプレッシャーだと思うんです。
例えば発電機止まっちゃったら、どう考えても
終わりでしょう。
桑原　発電機の隣にヤンマー部屋っていう部
屋があって、皆さんの部屋には警報が鳴らない
ようになっているんですけれど、その部屋だけ
は警報が鳴るんですね。（笑）
北島　この間ふと思ったんですよ。発電機止
まったら寒くて死んじゃうよなって。
司会　そういう意味ではやっぱりすごいプロ
たちが来ているんですよ。観測を50年やってき
て、大きい事故がないっていうのはやっぱりプ
ロに支えられてきたんですね。
11月24日 いよいよ憧れの南極へ
みなさんの仕事
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成22年7月号より ］
極地研（国立極地研究所）　 〈地球の歴史から見える 地球の未来〉　　　 　　　　  ❼ ［立川の研究者たち］
第52次隊長にきく
南極観測のこれから
プロフィール
東京都出身。昨年、極域の気象についてわかりやすくまとめた著書「南極・北極の気象と気候」が出版された。
鉄道が趣味。幼いときからずっと現在まで続いている。東工大に入学した後、土木を専攻して鉄道のことを勉強し
ようかと思っていたところ、応用物理に合格してしまったから、さらに気象をやっている東北大学の大学院に受かっ
てしまったから今の道にいると話す。
極地研の部屋には電車の模型が並んでいるが、南極にも持って行くのだろうか?
案内人　山内 恭 国立極地研究所教授・副所長・北極観測センター長・第 52 次南極地域観測隊長（2017年現在  名誉教授  特任教授）
とてもダンディーだ。この先生が本当に南極に行くのだろうかと思うが、
すでに3回も越冬し、今秋出発する第52次隊の隊長だというのだから驚いてしまう。
連載を終える最終回、いろいろな話をしてもらった。
　小学生の頃気象クラブで天気図を書いた
り、学校の玄関にある黒板に温度を記録した
りしていました。でも元々好きなことといった
ら、電車の方が主流。幼いときは誰しも乗り
物に興味を持つが、それが終わらないで結構
しつこくその後もずっと続いている。今も時間
があれば電車に乗りに行ったり、写真を撮っ
たりしたいのだけれどなかなか。電車につい
て研究的にコツコツ調べる人たちがいて、私
も割りとそれが好きですね。今は雑誌を読ん
だりする程度ですが、通勤の時も毎日電車に
乗る時は、今日はどういう型が来たとかチラ
チラ気にしたりしています。だから電車通勤は
苦ではないですね。
　
　気象とか気候はとても身近なことです。空
気や温度がどうなるか、天気がどうなるとか。
地球というのは一方で暖まり一方で冷えてバラ
ンスをとり、今の気候が決まります。赤道域
で太陽の光がいっぱい入って来る。暖まった
空気は極域に運ばれ冷やされて熱が放出され
る。極域は地球の気候を決める非常に重要
な場所なのです。空気が流れたり、海が流れ
たりして熱は運ばれますが、熱が混ざるので、
地球全体が同じ温度に近づきます。しかし月
には空気も海もないから、月の裏側はものすご
く寒い。近いところでは火星や金星には空気
はあるけれど、地球とは全く異なります。そう
いう意味では、地球は非常に特殊な星で、特
にその温度がすごい。水が凍る温度と沸騰す
る温度の間にある。少しでもズレていると全
然ちがってきますよね。奇跡的なのか必然的
なのか、そこはわからないところですが。
　気象といっても基本的なところは気象庁が
調べます。私たちはもっと特殊なことを調べる。
例えばどう日射が入ってきてどういう風に赤外
線で冷えるのか。これは熱収支を調べている
写真です。日射計で太陽の強度を測るので
すが、地球全体の温度は大きくはほぼ一定で
す。が、場所によって熱のバランスは違うわけ
で、南極ではどのくらいマイナスなのか、要す
るにどのくらい熱を放出しているのか、その仕
組みや変化などを調べるのです。論文は出て
いますが、まだ断定できるだけの良いデータ
が少ない。観測には長い時間がかかるし、よ
ほどちゃんと測らないと何をしているかわから
ない。ずっと監視し、きちんと測るということ
では南極が非常にいいわけです。人々の暮ら
しから離れているから。でも影響がないわけ
ではなくて、CO2の濃度はずっと伸びている。
じわじわと増えているし、遠いのに影響があ
るということが逆に大事なことです。
　私の属する日本気象学会は基本的に「温暖
化は確実にある」という立場です。温暖化に対
して懐疑論を唱える方は、専門ではない周辺
の人が多い。ただ温暖化もすべてが人間活動、
CO2のせいかというとそうではなくて、そこに
色 な々自然の変動も乗っかっていることは確か
です。もう1つは時間的スケールの違いですね。
10万年というスケールで見ると、確かに今は一
番温かい時期なのでいずれは寒冷化するはず
だと。そのこと自体はその通り。だからといっ
て今の温暖化があまり問題ではないということ
にはならない。やはり10年、100年スケール
では温暖化は大きい問題です。ただ地球の温
暖化や寒冷化を考える時、絶望的かどうかは
微妙です。私がよく学生に言うのは、生き物は
非常に強いものであって、現生人類も既に20
万年生きてきた。いわゆる種としての人類はも
う何百万年。彼らは氷河期、間氷期のサイク
ルを超えて生きているわけで、我々はそんなに
弱くないのです。もちろん今のままの生活はで
きません。もっと辛い生活になるだろうけれど、
人類が滅びてしまうなんてことにはならないと
思います。もう20万年生きているということは
やはりすごいです。氷河期にむしろ人類は地
球全体に広がった。そういうことを皆さん、もっ
と考えたらどうかなと、最近は言っています。
　だからといってCO2を出していいといって
いるのではないです。人間は強いと言ってい
る。紫外線のせいで皮膚ガンが増えるといい
ますが、そうかもしれないけれど、それは白
い人がオ スートラリアに行ったためで、逆に黒
い人が寒いところに行くからくる病が起きると
か。もともとはみんなアフリカから来たのだけ
れど、長く同じところにいてゆっくり変化してき
たのです。そういったことをもっと知らないとい
けない。
　昭和基地では温暖化はあまり目立っていませ
ん。南極大陸の東側はあまり目立たないけれ
ど、西側、南極半島といわれるところは激しい。
世界中で温暖化が激しいと言われているのは
北極のアラスカ、シベリアと南極半島です。南
極北極は温暖化が顕著に現れる場所のように
言われていますが、昭和基地のように実はむし
ろ温暖化が抑えられている場所もあるのです。
そのメカニズムが問題なわけで、今はオゾン
ホールが関係しているのではないかと議論され
ています。オゾンホールがあると極の風の渦が
強まる。その渦が下の方にまで来て、渦が強
すぎて熱が入り込めないのではないかと。で
すから逆にオゾンホールが解消すると温暖化し
てくるかもしれないですね。元々温暖化はオゾ
ンホールとは関係ないと言われていたのに、実
はつながっているかもしれない。
　今回のミッションは大型大気レーダ 「ーパン
ジ 」ーの建設です。私がその研究に関わってい
るので行く事になったわけです。パンジーは
地上数十キロまでの高さの風の強さや方向を
観測します。この大型レーダーひとつで多くの
ことがわかるわけで、たとえば先ほど話した
南極のオゾンホールと温暖化のことなども調べ
られます。このレーダーは南極では初めてで、
世界的にも日本が一番進んでいるそうです。
51次隊はその建設準備の測量をした。実際に
大気レーダーのアンテナを建てるのはこの52
次です。大変なのはこの建設を一気にやって
しまわなければならないこと。夏の間に1000
本のアンテナを建てる。専門の人ばかりがい
るわけではないので、とにかく人手のあるうち
に建てるだけ建ててしまって、観測を始めねば
なりません。夏隊が帰ってしまうともう人手は
ありませんからね。
　今回私が南極に行くのはちょっと予想外の
話で、普通はもっと若い人が行くんで
す。でも高齢化社会だから（笑）。14
年前、38次の隊長で最後だと思って
いました。もともとスポーツも得意じゃ
ないし、フィールド系ではなかった。
それでも南極に行くのですから、そう
いう時代になったということです。南
極観測隊の雰囲気も一方では変わら
ない面もありますが、やはり変わって
きています。隊員の気質のようなもの
はだいぶ違う。今風になっています。
なにかやろうとすると昔は全員が集ま
りました。たとえば映画を見ようとい
うと、食堂にテレビが1台（昔は16ミリの映画）
しかなかったから全員が集まりました。でも今
は個室にテレビを持っている人もいるのでね。
食堂で映画見ているのは年寄りだけ（笑）。こ
れは1つの例ですが、典型的なことだと思いま
す。
　第20次の時は電報しかなかった。28次で
は電話ができるようになり、38次はメール。
今はインターネットもできるし、昭和基地と極
地研は内線電話でつながっている。孤立感は
減りましたね。
　極地研が「大学共同利用機関」であるという
ことは、いろいろな機関と共同でやることが任
務。けれどもなかなかここが難しいところです。
大学に所属している研究者は教育の他は自分
の研究に徹することができますが、私たちは
そうではない。共同研究をやりつつ自分の研
究もやらなければならない。矛盾を感じます
し、結構苦労しています。また、日本の観測
隊は良くも悪くもユニークなシステムで、諸外
国にはなかなかない。越冬30人。夏隊を入れ
ても60人でこれだけの多くの研究をしているわ
けですから、ある意味では効率がいいわけで
す。アメリカは千人以上。しかもその中でサイ
エンスに携わるのは1割。9割はサイエンスを
支える人。ずっと規模の小さいヨーロッパ諸国
は研究も小規模です。日本のようにオールラウ
ンドでやっているところは少ないですが、今の
ままでいいかどうかは疑問ですね。観測をし
ている割に論文が云 と々言われると、いろい
ろ考えます。若い人は研究していなさいという
ことになります。だから私のような者が南極に
行くんですよ。みなさん南極っていうものに興
味をもたれると同時に、こういった事情も理解
していただきたいですね。
南極みずほ基地での、分光器による太陽放射観
測風景。右後ろに見えるのが 30m 観測塔
（1979 年12月3日 山内、最初の越冬の時）
大型大気レーダ （ー PANSY ）のイメージ
白瀬氷河、その流れる速度は南極随一で年間 2 km を越える
( 国立極地研究所提供）
南極初の成層圏高度三十キロメートルまでの大気をサンプリングする回収気球実験の風景 （一九九八年一月三日）
南極昭和基地および北極スバールバル・ニーオルスンにおける大気中CO2 濃度の変化 
 （森本真司氏提供）南極みずほ基地での放射観測の風景（1979年11月26日 山内撮影）
地球の神秘
まずは鉄道の話から
温暖化の話
第 52 次隊長として
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成23年2月号より ］
極地研（国立極地研究所）　 〈地球の歴史から見える 地球の未来〉　　　 　　　　  ❽ ［立川の研究者たち］
最北端の街から南極へ
第52次南極地域観測隊  越冬庶務は稚内市職員
平成22年11月11日。晴海埠頭から砕氷船しらせが出航した。
海上自衛隊の隊員と共に、
第52次南極地域観測隊から5人のメンバーが同乗。
その中に輸送・越冬庶務担当 市川正和さんがいた。
稚内市役所が日本のために送り込んだ精鋭だ!
　南極地域観測隊は毎年公募で隊員を
募っている。とは言っても、そこはプロの
集団。誰でもいいわけではない。気象のプ
ロ、建築のプロ、車両のプロ、電気のプロ、
医療のプロ……。その分化された間を取り
持つ、つまり誰もやらない仕事を全部引き
受けるのが庶務。その越冬庶務の重役を
担うのが、この市川隊員。
——稚内市職員の身分のまま隊員になら
れていると聞いています。稚内市役所も1
年半職員がひとり減るというのは痛手です
よね?
市川　きついです。他の隊員の皆さんは極
地研から給料が出ていますが、僕は給料
も稚内市から出ていますし。それでも職員
を出すだけの価値というのは、隊員として
立川に来てみてわかりました。これだけの
プロフェッショナルの中に身を置いて、自
分も同じようにやっていかなければならな
い。地元で慣れた仕事をやっているのとは
違い、立川に来てからの3ヶ月だけでも僕
はかなり勉強させてもらっています。本当
の意味でのプロの集まりです。会社で言え
ば、社長、所長、部長それなりの頭になっ
ている人たちです。その人たちと一緒に仕
事をしていく時、自分のポジションだけで
もしっかりこなさないと、その方達に失礼
になります。とは言っても、すべて初めて
のことばかり……。僕は聞くのもやるのも
初めてのことで素人すぎる。それでも必死
に食らいつこうとしているから、かなり自分
としてのグレードは上がっていると思いま
す。
　誰もやらない仕事は全部庶務の仕事。
「これ誰がやるの?」って聞かれるし、聞か
れるということは「お前がやれ」っていうこ
とです。僕は何でも屋だから、すごくはない。
すごくはないけど、昨日も気づいたら朝に
なっててみんな来ちゃったみたいな（笑）。
——稚内市役所では何をなさっていたの
ですか? またどうして応募されたのでしょ
う?
市川　僕、教育委員会なんです。13年間
文化ホールにいて、舞台と音響ですね。次
の2年はミュージカルを作ったり。その後
社会教育課に異動して文化系の仕事をし
ていました。その社会教育課に第46次で
行った人が直属の上司にいて、「南極はい
いぞ〜、南極はいいぞ〜」って。ですから
自分としては洗脳されたような（笑）。 公
募があった時「行くよな?」って言われて「は
い」って。そうなりますよ。それはやっぱり
ずっと話をきいていれば、実際に見てみた
いなという気にはなります。話だけではな
かなか伝わらない。「そうなんだ〜」って聞
いていますが、「きっとこうなんだろう」とか
「たぶんこうだろう」みたいな範疇をでるこ
とはなかった。だから実際に見てみようか
なと思ったんです。そして自分で体験して
きて、その自分の考えていた枠を越えたも
のがあったら、それを他人に伝えられるか
どうか試してみたい。もう2度とないチャン
スですから。
——気が早いですけれど、南極から帰っ
て、スキルアップした市川さんは何のお仕
事をしたいですか?
市川　戻ったとたんにもう仕事はあるって
言われているんですが（笑）。いや、同じ
場所に戻る保証はないですけれど、それで
も良いのかなっていう気はしています。と
いうのは稚内には科学館があって、それを
南極に特化しようという話もある。だとし
たらそこで経験を生かせたらもっといいと
思うんです。もちろん広く子どもからお年寄
りまでを対象にいろいろなところで話をし
て伝えていくのもいい。でも極地研に来て、
極地研の科学館を見て改めてわかったこと
がたくさんあります。南極の経験のない人
がなんとなくのイメージで展示レイアウトを
考えてしまうと、何か違和感を覚えたりす
るものですが、そんなところできちんと南
極をわかった上で役にたてればいいんじゃ
ないかと。
　稚内の子どもたちは、たぶんよそ
の地域の子どもたちよりも「南極」
という言葉に違和感なく入っていけ
る。稚内と南極との関わりはもう50
年ですから。「南極音頭」「みなと
南極まつり」「南極ハイランド」……。
南極の位置ははっきりわからなくて
も、南極という単語はスッと受け入
れる。自然、厳しい自然ですが、
自然だけはよそに負けないという自
負もあって、南極とか自然とか、そ
の辺に興味もっていこうよと話して
いけます。3000人ほどの小中学生
が本気で南極を知っていったら、
たぶんすごいことになります。
　僕はみんなが南極のことを知っ
た方がいいと思います。南極がどう
いうところなのか、話を聞かなかったら、
僕自身なめていたかもしれません。稚内で
は風速20〜30mの風は普通に吹きます。
ホワイトアウトもあるし。だから南極も「ああ、
そのくらいか」って数字を見てなめてかかっ
たら、南極では死んでしまいます。聞けば
聞くほど、なめてはいけないと。間違った
らやり直せばいいという気持ちでいったら、
いきなり死ぬかもしれないと。今は行く前
に話していますが、経験するのとしないの
とでは全く違いますよね。しかも相手が南
極ですから、すごく楽しみですね!
左から二人目
 横田耕一稚内市長
右から二人目
 手島孝通稚内市教育委員会
 教育長
お母さんと
市川正和さん
2017年現在　稚内市環境水道部 環境エネルギー課主査
稚内公園からの展望　風力発電用風車が見える
極地研（国立極地研究所）　 〈地球の歴史から見える 地球の未来〉　　　 　　　　  ❾ ［立川の研究者たち］
日本の北端 稚内が日本を支える!
第52次南極地域観測隊 越冬庶務 市川さんの応援団
えくてびあん2月号でご紹介した市川正和さんの応援団代表、稚内市長 横田耕一さん、
教育長の手島孝通さん、市川さんの先輩で第46次越冬隊員 近江幸秀さん。
ナショナルチームメンバーを自治体から出している稚内市。
南極への思いを語ってもらった。
——そもそも稚内と南極地域観測隊の縁
とは?
手島　第1次越冬観測隊が初めて日本か
ら南極観測に出る時、犬を連れて行った。
その犬の訓練地として稚内が選ばれたんで
すね。そこからタロ、ジロの奇跡の生還な
どがあったりして、言ってみれば樺太犬が
結んでくれた縁。ですからもう50年になり
ます。当時犬が置き去りになったという残
念な結果で、僕も小学5年生でしたが、学
校で樺太犬助けてくださいという手紙を書
いて文部省に送ったもんですよ。今も稚内
公園に樺太犬の供養塔だとかジロの銅像
がありますよ。子どもたちが毎年そこで慰
霊祭をやっています。
——稚内には南極に行かれた方が、近江
さん以外にもいらっしゃるとか。
手島　市立稚内病院の院長が2回行ってま
すし、気象台にいる人も行ってます。昔稚
内に電波観測所があって、電離層の電波
を観測する所ですが、そこにいる人が南極
に行ってたり。近江君のすぐ後に引き続い
てと思ったのですが、役所もなかなか人材
が少ないのと、経費もかかる。去年極地
研の正式依頼があって、なんとか職員を出
したいということで。市としてはやっぱりこ
れを大きな稚内市の誇りだと思っています。
—— 近江さんの行かれた第46次はどな
たが隊長だったのでしょう?
近江　観測隊長は松原さんという方で、気
象庁稚内気象台の台長だったんです。
手島　それでどうですかと声をかけられ
て、職員から公募して近江君が行きました。
——近江さんはずっと市川さんに応募する
ことを勧めていたとか……。
近江　稚内市からまた越冬隊員を出す機
会は来ると思っていまして、出す以上は責
任を持って出さなきゃダメですから。市川
君なら間違いないということで、「どうだど
うだ」と。
——市川さんは、とにかくよく働くそうで
すね。
手島　ここにいてもそうです。
——立川で市川さんにお目にかかった時、
稚内市役所職員というよりも、もうすでに
南極観測隊員の顔をしていました。近江さ
んもそういうお顔してますよね（笑）。
近江　そうですか?（笑）
手島　いや、近江が帰って来たときはヒゲ
なんか生やして、まさに南極帰りでしたよ
（笑）。
——日本で南極のライブ映像が見られる
のは立川市の極地研と稚内市の科学館だ
けです。越冬経験者が多い分、立川より
稚内の方がすごいかもしれない。
近江　僕が帰って来て5年経過しています
が、講演を80回くらいしています。その中
から興味を示す子どもも実際には出て来て
います。南極観測事業というのは継続事業
ですから、次世代の子どもたちが観測隊
員になってもらわないと続いていきません。
興味が形になっていくかどうかはわかりま
せんが、観測隊員から生の話を聞けるとい
うのはここなら間違いなくあります。日の丸
を背負うという自覚、ナショナルチームの
一員になるということは、自分のやるべき
こと以外にも興味を持ちいろいろなことを
考えるようになりますよね。
（ここで横田市長参加）
——南極観測隊員になると、民間の場合
一度会社を辞めて国が給料を出しますよ
ね? それを稚内は稚内市で出していると
聞いたのですが。
市長　職員はね。給与は市で出している。
まあ研修みたいなものです。
——すごいですよね。稚内市だけだそう
じゃないですか。
近江　民間企業から来られている隊員は、
自らの会社を一度退職扱いとして国立極地
研究所職員（観測隊員）となり南極観測事
業費からの給与を受けることになりますか
ら。
市長　国もお金を出せなくなってきたから
大歓迎なんですね。お金出してくれるから。
でも稚内市役所に入ったら南極に行けるか
もしれないっていうのは楽しいじゃないで
すか。それでいい人材が来たらね（笑）。
——市長、南極に行きたいですか?
市長　行きたいですよ。あのオーロラ! 行
ける人間がうらやましくてね。
手島　みんなそうですよ!
市長　みんなそうだよ! 行きたくない?
——行きたいって応募しましたが落ちちゃ
いました（笑）。全国ネットじゃないとだめ
ですね。
市長　研究者は女性もよく南極に行ってる
んでしょ? 今年はどうかな?
近江　女医がいるそうです。
市長　うちの病院も院長がね、2回越冬し
ている。稚内の病院に行けば南極に行ける! 
それが理由で研修医が来たとかってならな
いかね（笑）。来てくれないんだ、研修医が。
全国には越冬してみたい医師が結構いるよ
うですから、そんな形でたとえ1年でも2
年でも来てくれれば稚内にとっては大変あ
りがたい。なにかそういう面白さがあって
いいんじゃないかな。稚内の市役所に入れ
ば南極に行けるって。でも市川君は近江君
より大変なんじゃないか?
近江　そうですね。私の知り得る越冬庶務
の業務の中に輸送業務はありませんでした
から。輸送量、調整など大変だと思います。
市長　飛行機じゃなくて、しらせに乗って
行くんだからね。大変だけど、楽しんでい
るんだろさ。楽しくなきゃ働けないもんね。
手島　うちも近江君を出してさ、次に出た
隊員は必ず比較される。近江君と同じ評価
を受けなきゃならない。そういう人間を選
ばざるを得ないし、市川君は十分それに応
えてくれると思っていた。
—— 聞くところによると、5年にひとり越
冬隊員を出すおつもりだとか。
市長　近江君が初めてで、でもひとりで終
わったらさ、ちょっとつまらんじゃないです
か。職員はどう思っているか知らん。市民
だってどう思っているかわからない。でも
さ、やっぱりこれも積み重ねた方がいいわ
けで。3人目があるかどうかもわからない。
けれどもひとりじゃつまらない。近江君帰っ
て3年後くらいから? また出してほしいと言
われたのは。
近江　いえ、直後からずっと内々に打診は
来ていました。
——よっぽど近江さんがよかったんでしょ
うね。
市長　まあ、それもあったのかもしれない
な。それを言い過ぎると危ない（笑）。
近江　給料出してくれますからね（笑）。
市長　国も大変だよね、こんな小さな自治
体に頼るなんてさ。
——それにしても、こんな……（笑）。
市長　北の端がね（笑）。一番南極から遠
いところね（笑）。
——そう。なぜ稚内は南極南極っていう
んだろうって。「南極音頭」ってあるそうで
すね?
市長　（笑）そうなの! 関係ないんだよ、全
然。踊り見たってあれが南極?って感じが
するんだけど、名前は南極。
——夏のお祭りは?
手島　「みなと 南極まつり」。
稚内市長
　
横田耕一さん （二〇一七年現在
  元稚内市長
 ）
稚内市教育委員会 社会教育課 社会教育グループ 主査　近江幸秀さん
第46次南極地域観測隊 越冬庶務
 ［ 2017年現在 稚内市建設産業部農政課長 ］
稚内市教育委員会
 教育長
　
手島孝通さん （ご逝去）
〈人が行き交う環境都市稚内〉
人口約39000人。でも面積は、さすが北海道! 760.84平方キロメ トール。立川市の約30 倍。水産、酪農、観光を主な産業とする日本最北端の都市。
環境問題にも積極的に取り組み、現在74基の風車による発電効果は全国トップクラス。北海道電力に売電する風力発電は、計算上稚内市の消費電力の9割はまかなえる量だという。
樺太犬訓練記念碑
 （稚内公園内）
［立川の研究者たち］
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成23年3月号より ］ ［ 記載内容：平成23年7月発行 えくてびあん別冊「立川の世界一！ 南極・北極科学館特集号」 より ］
立川の世界一！ 南極・北極科学館
　ヒートアイランドといわれるほどカラカラに乾燥する都会と、気温が
低く水が凍ってしまう南極。実はどちらも乾燥しているという点でよく
似た生態系です。南極のコケやコケに生息するクマムシは、大都会の
それとよく似ています。コケには毎年成長していることを示す縞模様
があり、科学館では顕微鏡でその小さな命の営みを観ることができま
す。気温が低く、バクテリアによる分解が遅いので、100 年くらい昔
の情報が縞模様の根っこの方に残されていると想像されます。そのコ
ケに住むワムシ、クマムシ。クマムシはコロコロしていて、小さな真っ
黒い目がかわいらしい。本当に子熊のぬいぐるみみたいです。
　南極は氷の世界だと思っているかもしれません。実はきれいな湖が
あります。中に入ってみ
ると、植物の塊がたくさ
ん。氷河に覆われたとこ
ろにポッコリできた池。
魚がいないので、植物た
ちが食べられることもな
く、美しく林のように並
んでいます。これがコケ
ボウズ。動画でコケの林
を堪能してください。
　まるで地球を外から見ているようなダジックア スー（四次元デジタル地
球儀）。トラックボールをくるくる回すと南極になったり北極になったり、
瞬間移動。机の上で数字や線画で表したデータを並べてみても、想像
力のない人には地球の全体像はわかりにくい。そこで想像力を可視化し
てくれたのがこの半球です。こうすると地球の全体像がイメージしやすく
なってきます。多摩地域ではここ、極地研だけでしか見られません。
　南極のオゾンホールは通常丸い形です。春先までは丸いまま、夏に
なって崩れてなくなっていくという季節変化をします。でも特殊な変化
をした年もあります。なぜか冬のまっただ中にオゾンホールが真ん中
から割れてなくなってしまいました。そしてその後また現れるのです。
普段とは全く違う動きをしたので、世界中みんなが一斉に解析した年
でした。時間軸でオ
ゾンホールを投影する
と、本当にその変化が
よくわかります。オゾ
ンホール以外にも、宇
宙から見たオーロラや
雲画像、ずっと歴史を
遡って大陸移動を投
影することもできます。
——冬のお祭りは?
市長、手島、近江　 「南極ハイランド」!
——（爆笑）
手島　 （笑）「南極ハイランド」ならまだ、い
かにもですよ。冬の様子だから。
——なんでも市長が南極好きだからと聞
きましたが。
手島　市長になる前からですよ（笑）。
市長　なる前から（笑）。関わりは持ってい
たけどね。でもやっぱりタロ、ジロですよ。
それと最近は稚内のエコ環境が豊かだか
ら。風車、風力発電に熱心に取り組んで
いる。そういうことを通してもっと南極観
測というものを国民が知るべきだなと思う
んです。観測隊が何をやっているか知らな
い人まだまだいるでしょ?
——いますよ。私どもも一生懸命伝えよ
うとはしていますが……。なにしろ極地研
は立川にあるんですから。
市長　最近極地研自体が表に出て発信しよ
うとしていて、報道の人も南極に行くように
なって、初めて外に自分の方から情報提供
するようになった。ただね、僕らはそういう
南極でやっていることを知らせたい。知る
べきだとね。それで南極昭和基地を稚内に
作ろうとした。荒唐無稽な話でしょう? 実
際にプロも含めて検討したら、100億かか
るって。これはもう無理だとほとんど諦めた
んです。諦めながらも、ちょっとね、やっぱ
り南極の体験をしたい。シバレあがる大沼
で、キャンプやったんですよ。10年ぐらい
続いたかな。もの凄い寒い。その時にこれ
だけじゃつまらないから、しらせと昭和基
地と電話で交信しようと。いまリアルタイム
でどんな状態なのか聞こうじゃないかとね。
——すごい。ロマンを追ってますね。
市長　当時のNTTだとかKDDの関係者
に相談して電話代の交渉をしたり、文科省
と交渉して南極に電話を受けてもらおうと
か。今では結構やってくれるけれど当時は
そんなことやっていなかった。向こうからす
るとこの忙しい時に何を言ってるんだって。
だけど受けてくれたのさ。電話代タダでさ、
それが5分間くらいって約束がさ、20分も
しゃべってたりしてね。そういうことから始
まって、まあ、しらせとも交信して、2〜3
年目くらいから子どもを集めてね、子ども
らにも越冬させて。それは寒いんだ、本当
に寒いの。実際に、一番最初に電話かけ
た時、向こうが+10度、こっちが−8度で、
「え?」ってみんなでびっくりしてね。そうい
うことって実際にやってみないとわかんない
じゃない。
—— そうですよね。聞かないとわからな
い。
市長　興味のある人はわかるかもしれな
い。だけどそういうことをみんなもっと知る
べきだし、地球の環境のことを考える契機
にするためにも、我々が南極観測に興味を
持たなきゃいけないんじゃないかと。
——子どもたちも興味持つでしょうね。な
かったとしても、理科離れが叫ばれている
時、すごく大事だと思います。
手島　昔は南極越冬したつもりで、完全に
凍った大沼で、その真ん中を極地と仮定し
てそこをめがけて歩いて踏破するとか。し
らせや昭和基地と電話交信するとか。そん
な時、子どもたちの目はやっぱり輝いてい
る。
——そうでしょうね! 稚内ってすごい! 日
本最北端の小さな自治体が日本を支えて
るっていう感じがしますね!
　オーロラは、人
間が肉眼で直接見
ることのできる、
最も身近な宇宙現
象。太陽から飛ん
で来た電気を帯び
たプラズマ粒子が
地球の磁石に取り
込まれ、極域の超
高層大気にぶつかって光るオーロラ。磁場と大気をあわせ持つ地球が
「生命の星」であることの証
あかし
です。映像はすべて研究用に観測したオリ
ジナルデータ。学術的に貴重な映像も。最新のオーロラを臨場感あふ
れる動画で楽しめます。
　ハイビジョンを越える高精細の静止画を、クロスフェードでなめらか
につなげて作った映像。15分間隔で自動上映されています。番組作り
から、制御、上映、監視まで、すべてインターネットで遠隔操作。IT
技術をフル活用、南極や北極を身近に感じさせちゃうなんて、さすが！
極地研ならではです。毎月更新される番組には、めったに見られない
ブラックオーロラや真昼のオーロラ、または華麗なオーロラの名場面
集など、魅力あるものがいっぱい。必見です!
◎オーロラシアター
案内人  宮岡 宏
（宙空圏研究グループ・准教授） ［ 2017年現在  教授 ］
◎ダジックアー ス
案内人  江尻 省
（宙空圏研究グループ・助教）
◎植物
案内人  伊村 智
（生物圏研究グループ・教授）
　それまで動物にかなり無理を強い
る方法（例えば、何をいつ食べている
かを調べるために温度計を飲ませて
吐かせる）で、研究が進められていた
分野です。内藤靖彦先生（当冊子 40
ページ参照）の発明で、データロガー
を動物につけることで、調査方法は一
変。毎年一般公開日には、機械式の
計測器から並べてデータロガーの歴
史を紹介しています。
　最新のものは小指の先くらいの大き
さで、魚の稚魚にもつけられます。も
ともとは陸上でゆったりしているアザ
ラシが海中でどうしているのか知りたいという、潜水生理学と生態学
の興味から生まれた発明。ウェッテルアザラシが一息で 600m 潜った
り、1 時間を越える潜水をする事実や、それが可能になる生理学的仕
組みもわかってきました。カメラをつけることで、採餌行動（ペンギン
やアザラシが何をどうやって食べているか、例えばアザラシが棚氷の
下に潜る行動の不思議）の詳細もわかるようになりました。それを連
続的に示すのがビデオで、今一番新しい技術と発見です。
◎動物
案内人  渡辺佑基
（生物圏研究グループ・助教） ［ 2017年現在  准教授 ］
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成22年1月号より ］
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［月夜の頭上のオーロラ］
2009.5.13.
月が出ている明るい夜は、オーロラは見えにくいです。しかし
オーロラが明るければ、月夜は青い空とともに美しい光景とな
ります。超広角レンズで頭上を撮ったこの写真は、雪原に寝転
がって見た様子に近いです。オーロラはゆっくりと形を変えて
いきました。
［ライトピラー］
2009.7.19.
幻想的なライトピラーが見えました。外灯の光が雪に反射して
できたものです。気温が−15 ℃程度で、平たく大きな雪の結
晶が降っていて、風が弱いという条件が必要だと思っていまし
たが、まさにその通りの状況でした。すべての光は天頂で一点
に集まりました。南極で絶対に見たいものの１つでした。
［カタバ風］
2009.2.20.
南極大陸斜面を滑り落ちるような流れが見られました。南極特
有のカタバ風です。ビデオを早回しすると流れ下る川のようです。
冷たく重い空気が、雪を巻き上げて、重力によって降りてくる
のです。半日後、昭和基地にもこの風がやってきました。地響
きのような風の音がします。
［転がる太陽］
2009.5.26.
太陽が出ている時間が2〜3時間となってきました。日の出後
に太陽は左へ、地平線を這うように動き、そのまま沈んでいき
ました。このできごとを南極では“転がる太陽”と呼んでいます。
同じ場所から25分ごとに自動撮影した写真を7枚重ね合わせ
ました。
プロフィール
気象予報士、空の写真家。現在は大学で地学や自然環境を教えている。東北大学卒業。高校教諭として26年間教鞭をとる。千葉県立
東葛飾高校教諭から国立極地研究所へ。第50次隊南極地域観測隊隊員に。「気水研変動のモニタリング研究観測」を担当。
案内人　武田康男 昭和基地  第50次南極観測隊
昭和基地から「おめでとう！」
南極大陸の不思議
2010年の幕開けは、南極・昭和基地からの美しい景色をお届けしよう。
昭和基地では越冬隊が年を越し、
11月に成田を出発した第51次南極地域観測隊は、新年を砕氷船しらせ船上で迎える。
国立極地研究所を迎えて7か月。立川で、南極の元旦を共有したい。
写真提供：国立極地研究所
撮影・写真コメント：武田康男
［元旦の光芒］
2009.1.1.
2009年は南半球の海の上で迎えました。元旦に美しい光芒
が見られました。雲のすき間から漏れた太陽光線がもやに当
たり、縞模様となって輝いていました。
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成25年4月号より ］
毎日毎日やっていますけどね、50年分の
データじゃ何もわからない。今、昭和基地
が寒くなっているのか、温暖化しているの
か、変わらないのか、それすらもはっきり
とはわからないのが現状です。
　南極の内陸にあるドームふじで氷床コア
を採取したでしょう？ その一番古いところ
の氷は72万年前のものなんですが、氷か
ら72万年間の温度変化を調べて、氷期で
あるとか間氷期であるとかっていうことが
わかってきたんですよ。我々が相手にして
いる自然は日々変化しますが、長い周期の
現象は地道にデータを積み重ねないとわか
りません。
――南極観測も進歩して、最近は飛行機
で行けるんですよね？
白石　そうですね。南極へ飛行機で人を
送り込めたらいいなと思いますよね。昭和
基地は滑走路がないから、ソリを履いた飛
行機で長い距離が飛べるもの、あったらい
いなと。思うことは外国の人たちも同じで
ね、だったら一緒にやりましょうということ
で、主にヨーロッパの国の方たちと航空ネッ
トワークを作ることを進めて来たんですよ。
――伊村智先生や本山秀明先生が今回
使った‥‥。
白石　そうです。今年は新しい基地を作る
調査もしています。以前採取した氷床コア
は3035mだったでしょ？ 底は72万年前の
氷です。でも、岩盤に到達するまで掘れな
かったのは、底の氷が融けていたからなん
です。
――融けていなかったら、もっと古い氷が
得られたかもしれない？
白石　そう。で、ドームふじの近くに、底
まで凍り付いているところがあるとわかっ
たんです。ここならもっと古い氷があるか
もしれないからそこに将来の掘削基地を移
そうということで、今回、本
山君たちが現地調査をしに
行ったんです。
――72万年より古いともっと
わかることが増えるんですね。
白石　うん。実は78万年くら
い前に、地磁気が逆転したん
です。
――へ？
白石　地球って磁石でしょう。
地球の歴史上、そのS極とN
極が反対だった時期が何回も
あるんです。最後の逆転が78
万年前。その地磁気の逆転
を境に地球の気候や環境の
変化を示す証拠が得られたら
‥‥。
――面白いじゃないですか！
白石　新しいドームふじ基地で狙っている
ことはもう１つ。宇宙ね。
――宇宙？
白石　天文台を作りたいんです。普通の光
学望遠鏡ではなくて電波望遠鏡を置いた
天文台を作りたい。これは世界中の天文
学者が考えていることです。南極ならどこ
でもいいわけではない。ある程度高くない
といけないから、ドームふじは3800mで、
天文台としてはいい条件をいっぱい揃えて
いるんですよ。空気が乾燥していること、
それから晴天率が高い。北半球じゃ見えな
い空が見えるしね、いろいろな利点があっ
て、南極で天文観察というのは実はもう始
まっているんです。
――どこかの国がやっているんですか？
白石　アメリカが極点基地に大きな望遠鏡
を置いています。でも極点基地って標高が
低いんです。ドームふじより標高が高い有
利なところはドームA。そこはもう中国が抑
えていて、中国もそこに望遠鏡を置こうとし
ているんです。競争ですよ。
――南極は最初から競争でしたよね。
白石　まあ、競争もあるし国際協力もあり
ますね。
――新しい基地のイメージは？ ウエブでそ
りを履いた基地の写真を見ましたよ！銀河
鉄道みたいでした。
白石　イギリスの第4ハレ 〈ーHalley Ⅳ〉基
地ですね。あの基地は積雪の多い沿岸部
に建てられて、雪に埋もれないように、移
動式、つまり埋まりそうになったら別の場
所にブルドーザーで 引っ張っていけるよう
になっています。内陸のドーム基地は不安
定な雪の上に建てるので、沈下しないよう
にしっかりした基礎が必要ですし、もちろ
ん低温対策、省エネ対策、そして環境対
策が重要です。まだ建物の外観は決まっ
ていませんが、いくつかの案はあります。
また、将来天文観測のための望遠鏡が設
置されると、まるで月面基地のような様相
になるのではないでしょうか。
［立川の研究者たち］極地研（国立極地研究所）　 〈地球の歴史から見える 地球の未来〉　　　 　　　　  ⓫
2013年1月11日　南極観測船「しらせ」は2季連続、昭和基地接岸を断念した。
まもなく第53次越冬隊と第54次夏隊が帰国する。
困難を強いられつつ進める南極観測について極地研所長に聞いてみた。
――昨年に続き今年も昭和基地への接岸
を断念しましたが、接岸はなぜむずかしい
のですか？
白石　昭和基地に「しらせ」が着くまでの
氷の海は、定着氷域と浮氷域、2つの区
域に分けられます。浮氷域には海氷の破
片や氷盤が海面にプカプカ浮いています。
定着氷域とは海岸から沖合に張り出した
海氷が、1年以上にわたって保たれている
海面。何年かに1度、割れて流れだし浮
氷域になります。その定着氷がここ7〜8
年、昭和基地から70〜80kmくらい沖合ま
でずっと広がっているんです。去年測った
ら、厚いところで氷の厚みが8m。6mが氷
で、その上に2mの雪が積もっている。砕
氷船「しらせ」は、そんな厚い氷を割るよう
にはできていないんですね。もちろん3年
前にできた新「しらせ」は、ロシアの原子力
砕氷船を除けば世界最強です。それでも、
その厚い氷を割るのは大変なんです。
――私たちの認識が低いのでしょうが、接
岸って当たり前のことと思っていました。
白石　どうも海氷の発達に周期性があっ
て、氷の厚い時期があって、その後１度定
着氷が剥がれることがある。一旦剥がれて
しまうと、また厚くなるのに時間がかかりま
すから、しばらく氷が厚くなっていく時間
があって、また剥がれる。それが10数年
から20年くらいの周期のように見えるんだ
けれども、まだ南極観測が始まって50年
でしょう？10数年の周期といったって、ま
だ2〜3回の経験しかない。だからよくわ
からないです。
――接岸できなくて去年は雪上車を使った
そうですが、今回はどうされたのですか？
白石　2年連続で接岸できなかったことは
本当に痛手です。今年は約1124トンの物
資輸送が計画されていましたが、実際には
約671トンに留まりました。それでも、1年
以上の基地の運営を可能にする燃料や食
料、観測機材などが運べるので安全に越
冬できます。ただ、海の氷が不安定であっ
たため、新たな雪上車や風力発電機など
の大型物資は氷上を輸送することができず
断念しました。燃料はヘリコプターに積め
る大きさの金属タンクに小分けにして何回
もピストン輸送しました。夏は基地の整備
をする時期ですが、必要な資材が届かな
かったので延期した計画もあります。その
ために派遣された隊員には申し訳ないこと
です。昨年、最後の屋根部材が運べず断
念した建物だけはなんとか完成させること
ができました。
――定着氷に一定の周期があるとおっしゃ
いましたが、つまり今後もこのような状態
が続くと輸送は困難で、越冬のための物
資輸送に終始することもある‥‥？ 
白石　厳しい海氷状況はまだ何年かは続
くとみられています。が、南極の自然現象
はまだまだ予想が難しいです。以前、真冬
に海氷が大きく流出したことがありました。
そうした中で、越冬隊はできるだけ規模を
縮小し、越冬中に必要な物資を減らすこと
にしました。越冬隊の設営隊員の負担が増
えないように工夫が必要ですが。でも、そ
の分、野外観測など夏隊の観測計画は充
実させるつもりです。
――海上自衛隊が保有するヘリコプターが
1機になってしまって、それを補うために極
地研で1機チャータ しーている状態が現状。 
先日、文部科学省が補正予算で南極観測
のためのヘリコプターを1機調達するという
報道を見ました。
白石　3機目のヘリコプターの追加はとて
もありがたいことです。これで常時2機は
南極に派遣できる体制が整います。ただ、
そのヘリコプターが配備されるのは４〜5
年先のことですので、それまでの間、どう
やって物資を安定的に輸送するか、それ
が問題です。今も言ったように、厳しい海
氷状況はまだ何年かは続くとみられており、
大型物資や大量の燃料の輸送は依然困難
です。
――そんな先の話なんですか。世の中には
「まだ南極観測？」と言う人もいますよ。
白石　そうですね。「50年も南極観測して
いてまだやることがあるのか」って厳しい質
問をされることありますけれど、50年って
本当に短いですよね。
――地球が生まれて46億年ですものね。
極地研の先生方はいつもそのスケールでお
話されるので、とても楽しいです（笑）。
白石　46億年のうちの50年なんて言った
ら、本当に短いですからね。気象観測を
2013年3月20日　
成田空港で観測隊の出迎え
2019年7月8日　
第58次南極地域観測隊　隊員室開き
白石和行さん
インタビュー当時、国立極地研究所　所長。専門は地質学。人類の生存基盤である大陸
地殻が地球上に生まれてから、いかなる変遷を経て今日に至ったのか、ゴンドワナ及びロ
ディニアのふたつの超大陸の形成と発達、分裂の過程を通じて研究している。南極へは9
回、第31次では越冬副隊長兼あすか基地越冬隊長、第40次、第47次では隊長を務め
ている。スリランカ、南アフリカ、モザンビーク、マダガスカルなども研究対象フィールド。
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東京都出身。東北大学理学部。東北大学大学院で地球物理学を専攻、理学博士。スイスのベルン大学に研究員と
して、その後、世界でも１～２位の大きさと言われる海洋、気候の研究所である米国スクリップス海洋学研究所に
勤務。東北大学で助手をし2007年から極地研究所。「塾は行ったことがないですね～、お金がなかったから。漫
画を買うお金はあったんですけどね」と笑う。（第57次南極地域観測隊夏隊、第59次南極地域観測隊越冬隊）
案内人　川村賢二 国立極地研究所・研究教育系気水研研究グループ・助教（2017年現在  准教授）
川村賢二先生といえば、英科学雑誌ネーチャーに論文が載ったことが有名。
氷床コアの分析結果から、過去の年代を計算で求める方法を
世界で初めて発見。まさに立川の世界一！
　
　南極大陸を覆う氷の台地を氷床という。降
雪が続いているのに一定の厚みを保ち、氷床
の厚さは3㎞のまま。その氷床を掘削したも
のを氷床コアといい、過去の気候変動の記録
をそこによむ。
　氷床が厚みを保つメカニズムはホットケー
キをイメージすると分かりやすい。フランパ
ンに溶いた粉を流し込む。上から垂らしてい
る間は一定の厚みを保っているが、止めると
薄くなる。氷床も同じで、非常にゆっくりだ
が絶えず横に流れて広がり薄くなろうとしてい
る。降雪のスピードと流れるスピードのバラン
スで今の厚みが保たれるのだ。流れるスピー
ドは深度によって異なる。表面に降った雪の
層がどういうスピードで流れていくかをモデ
ル化し、最初の年代決めをする。しかしこう
して求めた年代は、30万年遡れば1万年くら
いの誤差が出てしまう。割合で言えば3％く
らいの誤差なので、かなりいい精度だとも言
えるが、これでは気候変動のメカニズムを調
べるには十分ではなかった。
　
　氷床コアに含まれる気泡は、降った雪が自
分の重みで固められ、高圧で雪の粒同士が
くっつくと同時に、隙間が孤立してできたも
のだ。気泡の中の空気は、昔そこにあった空
気で、ドームふじのコア最深部は72万年前
なので空気もそれくらい古い。しかし酸素分
子は小さいもので、気泡に取り込まれる際に
少し抜けてしまう。氷の中の酸素濃度を調査
し最初に決めた年代に載せていくと、波のよ
うな周期的な変動が見えてきた。この変動は、
南極の日射量の変動とよく似ていた。氷の中
の酸素濃度は、気泡ができたときの抜け具合
の変化を通じて、過去の夏の日射量を記録し
ているのだ。
川村　最初にそれを発見したのはアメリカの
研究者です。アメリカが持っている氷床コアの
酸素濃度の記録が、南極の場合、その場所の
日射量を記録しているという事実を発見した
んです。ただ、彼らはその事実を見つけただ
けで終わってしまった。僕らも同じものを測っ
ていた。ドームふじの氷床コアは2つあります
が、1990年代に掘られた最初のコアを用いて、
34万年前から8万年前くらいの期間を調べた
結果、やはり日射量の波と似ていることがわ
かった。そこで今度は、この事実を使って年
代決めをしようという発想でデータを解析した
んです。酸素濃度のデータを出して、計算で
求まる日射量の変動曲線に対して合わせ込む。
アメリカの研究結果は20万年前より古い期間
のデータしかなかったので、このやり方で年
代の精度が上がるのかどうかわからなかった。
ドームふじ氷床コアは質が非常に良く、より最
近の年代までデータが使えたので、年代の検
証ができた。その結果、年代決定精度が34
万年で1500年から2000年とものすごく良くなっ
たんです。
　日射量や温室効果ガス、海面の変化など
様 な々要因によって、地球上のあらゆる場所で
気候変動が起きますが、それらがどういう順
序で起こり、何が何に影響を与えたかというこ
とを知りたければ、まず年代を正確に決めな
いといけない。特に、北半球の夏の日射量の
変化する周期はだいたい2万年ですが、その
周期の中で、いつ何が起こったのかを正確に
知りたい。ところが、年代の誤差が1万年も
あると、気温が上昇したのが日射の上昇した
時期なのか、下降した時期なのかもわからな
い。誤差が2000年だったら、それがわかって
くるわけです。
　また最近のイベントだけを調べたのでは普
遍的なメカニズムがわからない。かつてはい
ろいろな間氷期（氷床が比較的小さい時代）が
あった。短かったり長かったり、海面が高かっ
たり低かったり、今よりも少し温かかったり寒
かったり。気候変動のメカニズムの全容を知
るには、過去の氷期から間氷期への移り変わ
りをいくつも調べなければならない。ドームふ
じのコアにはそれが7個入っているんです。氷
期から間氷期に移り変わるイベントが7つ。そ
れを全部2000年くらいの精度で調べれば、こ
れはすごいです。いろいろなことがわかってく
る。一般的にどんな記録媒体の年代決定も、
古くなればなるほど年代決定の誤差が大きくな
ります。浅いところでは正確でも30万年遡れ
ば誤差が1万年。それが普通でした。が、僕
らのやり方では、データをちゃんと測りさえす
れば年代決定の精度は落ちない。今では70万
年前まで遡れます。
　ドームふじ基地から掘削した氷床コアは2
つ。酸素濃度については第1期の34万年前
部分のデータよりも、第2期の72万年前とい
うさらに古いデータの方が圧倒的に精度が高
い。その理由は保存方法にあった。酸素は氷
から抜けるのが速く、測るのがむずかしい気
体だ。第1期の氷床コアでデータをとってい
る時にその事実に気づき、それまで－20℃で
保存していたが、第2期のコアは分析するそ
の日まで－50℃で保存する方法に変えた。
　氷床3000ｍ下方にある氷には、300気圧
近い高圧がかかっている。掘り起こせば、周
囲が1気圧なので氷は膨張し始める。氷は空
気を透過し、空気は圧力の低い方へと移動す
る。気温が高いとその気体の動きはさらに活
発に。つまり－20℃で保管するのと－50℃
で保管するのとでは空気の拡散のスピードは
100倍といったレベルで異なり、1年も経つと
かなり違ったデータになってしまう。－50℃
で保管すれば10年経ってもあまり変わらな
い。－20 ℃で保管していた第１期コアより、
－50℃で保管した第２期コアのデータの方が
優れているのは主にそういう理由だ。測定装
置も改良し、分析精度も従来の5倍に引き上
げた。
川村　−50℃の環境は、抜けやすい気体にとっ
ては絶対必要。CO2やメタンなどの温室効果ガ
スは分子のサイズが大きいので抜ける心配は
ない。アメリカでは40年前に掘られたコアを−
20℃で保存して、今でもそれを使って温室効
果ガスの研究をしている。そのデータはフレッ
シュなコアのデータとほとんど変わらない。で
も、酸素濃度を測るには−50 ℃は必要です。
新たな年代指標を開発したことは、到底僕ら
だけでできた仕事ではない。それまでの様 な々
国や分野における研究の積み重ねを、さらに
高めて完成させた仕事です。特に、日本の氷
床コアが−50℃で保存されていたということは
大きい。外国ではどこもやっていません。これ
から掘るコアでしたら外国も真似できますが、
すでに掘られているものではもう同じことはで
きない。日本では全部−50℃で保存していま
すから、また測り直したいとか新しい部分を測
るとかってさらに制度を高められます。まだガ
スが抜ける問題がわかっていなかった90年代
から、−50℃の施設を作ってきちんと保存して
くれていた。それがなかったら今回の研究もで
きていません。うまく測れる人がいればすべて
解決するわけではなくて、様 な々先人からの恩
恵のおかげで、気候学的にものすごく重要な貢
献ができたということでしょうか。　　　　　
　　　
資料写真提供：国立極地研究所
［ 後編へつづく ］
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前編に引き続き、川村先生にお話をうかがう。
計算で求める年代決めの方法を発見したところから、今月はCO2のお話。
南極の氷床コアから予測される未来は、希望に満ちているだろうか。
【後編】
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　現在のCO2問題。氷床コアはこの温室効
果ガスの変化の理解に非常に役立っている。
工業化前は280ppm、氷期には180ppmだっ
たCO2 濃度が現在は380ppmを越えて来て
いる。大気中のCO2 濃度の観測は1958年
から始まっていて、去年50周年を迎えたとこ
ろだ。それ以前の観測データは一切ない。氷
床コアは古い時代から数十年前までの記録を
たどることができる唯一の試料。氷床コアを
使って過去のことを調べる時、氷期、間氷期
といった大昔のこと以外にも、数十年から数
百年といった比較的最近の過去のデータも重
要になる。それこそが人間活動が自然に及ぼ
す影響を語っているからだ。
　CO2が大気の中で増えているということは
事実。現在のCO2 濃度と同じ380ppmとい
う値は、過去100万年遡っても見当たらない。
300万年くらい遡って、北半球に氷床がなかっ
たような時代、グリーンランドにも氷がない、
そんな時代まで遡らないと現在と同じような
CO2 濃度はない。
川村　最近は地球温暖化がクロ ズーアップさ
れて、自然科学の問題から社会的な問題に変
わってきている。CO2の増加による地球温暖
化の関係は、100年以上前に予見され、科学
者の間では1970年代には広く認識されていた
ことで、調べている人は調べていた。ただ、
その頃はCO2による温暖化について気象学者
の間でも論争があった時代ではあった。
　最近なぜ急速に社会問題化したかといえ
ば、１つにはIPCCの存在でしょう。特に
2007年のIPCC第4次評価報告書が出てから
は急速に広まったように思います。IPCCは新
しく研究をしているわけではなく、いろいろな
研究をまとめたサマリーを作る機関なんです
ね。第4次評価報告書で、人間活動によって
温暖化が進んでいることが9割以上の確率で
言えると評価が出たり、IPCCがノーベル賞を
受賞したりしたことで急速に影響力が出たん
でしょうね。
　こうしてクローズアップされてくると次は対
策っていう話になり、社会が巻き込まれてきま
す。「国家戦略として何%って言えばいい」とか、
あるいは「経済活動ができなくなる」とか「石
油を使わないとそもそも暮らせない」とか、「対
策なんて無理だ」というあきらめとか。大きな
社会問題に移行しています。そうなると、研
究者ではない人がモノを言い始める。あるい
は、研究者であっても全く専門が異なる人々
が気候変動の原因論について突然語り始め、
温暖化の理論がデタラメだという。専門誌に
気候変動に関する論文を一編も書いたことが
ない人が、信頼性のない主張を一般書とか
webで始めるんですね。たとえば「CO2が気
候変動に与える影響なんて本当は皆無に近い」
とか。専門に研究している人の間では、もう
解決している問題を、専門外の人たちが何度
も蒸し返して主張している状況です。たしかに
今でも、工業化前の280ppmの2倍になった
時に気温は何度上昇するか、といった定量的
な見積もりには、約2 ℃〜4.5℃といった幅が
あり、その幅を狭める努力が続けられていま
す。問題なのは、CO2が増えても温度の上り幅
は0なんだとか、気候変動はすべて太陽活動
によって決まるものだといった極端な論法で、
何十年もかけて確立してきた研究の積み重ね
に、外野から場外乱闘のような形で圧力がか
かっている、それが現状のように思います。
　「温暖化した方が良いのではないか」といっ
た声も耳にします。1〜2℃温暖化することで、
確かに日本は住みやすくなるのかもしれない。
でも、それで温暖化が都合よく止まってくれる
保証はどこにもない。それに、日本は自給自
足しているわけではない。世界的にどうかとい
えば、気温とともに海面が上昇するし、降水
パタ ンーも変わる。雨の総量は増えても激しい
降り方をするので、気象災害は増えるが使え
る水はむしろ少なくなるかもしれない。雪解け
水に頼って生きて来た地域の人々も困ります。
しかも、温室効果ガスが増えている間は気候
が安定せず変化し続けるので、際限なく対策
を打ち続けなくてはならない。世界全体の危
機を回避するためのコストは一体いくらかかる
のか。暖かければいいとは全く言えません。
　もうひとつ、人々に誤解がある。それは影
響が見えてから対策をとればいいという考え。
そこにはすごい落とし穴がある。今、人間が
出すCO2のうち実際に大気に残るのは6割く
らいで、残りは森林や海に吸収されています。
大気中のCO2が増えているせいで、残ってい
る森林が光合成を昔より活発に行っている結
果、人間が伐採している分を補って、正味で
CO2を吸収しています。一方、海もCO2を吸っ
ています。大気中のCO2 濃度が高くなって圧
力が大きくなっていますから、CO2を海に押し
込む力が強くなり、海に溶け込む量が増えて
います。氷期、間氷期、あるいはもっと長いス
ケールで過去をみればわかるのですが、氷期
にCO2 濃度が低かったのは、海がCO2を吸
収したからです。炭酸飲料と同じように、水
の温度が低くなれば、海はよりCO2を吸収で
きる。そのほかの理由もありますが、寒い時
期の方がCO2が海に貯えられ、大気中のCO2
濃度は低かった。逆に、温かければ温かいほ
どCO2濃度は高かった。今後気温が1℃、2℃、
3 ℃と高くなっていったら、海がCO2を吸収
できる能力が弱まり、人間活動で放出された
CO2が大気により残ってしまう。
　現状は過去100万年間でも経験したこと
のないCO2 濃 度。約380ppmです。もとは
280ppm。今仮にCO2の排出量をゼロにした
ら何年で元の280ppmにもどるかっていうこと
は、一般には知られていない。実は排出量を
ゼロにしても、1000年経ってやっと半分しか下
がらない。完全に元に戻るには1万年かかる
んです。排出をゼロにすれば、最初の数十年
で20〜30ppmは減ります。でも、CO2 濃度が
下がってくると、海に押し込む圧力も弱くなっ
て吸収されにくくなってしまう。それに、海に
はCO2を無限に吸収させられるわけではなく、
やがて吸収能力が飽和してしまうんです。
　我々はすでにCO2 濃度をだいぶ上げてし
まっていて、もう元に戻せないんです。1000
年後のCO2 濃度は、今後数十年でどこまで濃
度増加を抑えられるかにかかっています。現
状の380ppmで止められるのか、あるいは500
までいってしまうのか、800か、石炭も全部使っ
て、工業化前の4倍に当たる1200ppmまでい
くのか。もし1200ppmにもなれば、元に戻る
のに数十万年かかるという研究結果がありま
す。今後数十年で、南極も含めた地球上の氷
床の運命が左右されると言っても良いでしょ
う。地球温暖化は、もとになる化学物質を出
すのをやめれば10年で元に戻るというもので
はない。CO2はそうじゃないんです。世界気温
の上昇やその影響がもっと見えてから対策をと
ればいいとか、他の国が始めてからでいいで
は、だめなんじゃないでしょうか。
CO2 の問題
ドームふじ基地の氷床コア貯蔵室
極地研内
　
マイナス五十度
Cの低温室と保管されている氷床コア
空気とCO2 濃度の変動グラフ　現在は400ppm近い数値になっている
案内人　川村賢二 国立極地研究所・研究教育系気水研研究グループ・助教（2017年現在  准教授）
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成22年6月号より ］
［立川の研究者たち］極地研（国立極地研究所）　 〈地球の歴史から見える 地球の未来〉　　　 　　　　  ⓮
オゾンホ ルーに学ぶ
観測を続けることが明日につながる
プロフィール
フィールド系の先生が多い中に異色の存在。埼玉県出身。超難関私立中高一貫校から東京大学理学部へ。東京大
学大学院博士課程を修了してトロント大学理学部へ留学。大学院生の頃から極地研と関わりをもつ。山もやらない
し、スポーツもしない。乗り物にも弱い。「50年前の南極なら確実に死んでましたね。快適な環境、揺れない〈し
らせ〉になって本当によかった」そうだ。でも南極は未体験。
（第53次南極地域観測隊夏隊、第54次南極地域観測隊越冬隊）
案内人　冨川喜弘 国立極地研究所・研究教育系宙空圏研究グループ・助教（2017年現在 准教授）
フロンガス、オゾンホールという言葉が一般名詞になって久しい。
しかし、その真実はどのくらいの人が知っているのだろう。
地球がオゾン層に包まれていて、そのオゾン層が破壊されたところから強烈な紫外線が差してくる。
南極に発生したオゾンホールについて、改めて専門家にきいてみる。
—オゾンホールはいつ見つかったのですか?
冨川　1984年、極地研の雑誌に忠鉢繁さん
が最初の報告をしています。が、翌年イギリ
スの方の報告がネイチャーに掲載されたので、
そっちの方が有名です。ネイチャーは世界中の
人が読みますから。現在では同じ時期に独立
して双方が見つけたということになっています。
当時はオゾンホールの基準を満たす場所が少
し存在する程度だったのですが、90年代中盤
くらいまでに一気に大きくなってしまいました。
—全部フロンのせいなのですか?
冨川　全部ではないです。上空の強い紫外線
でフロンが壊れると塩素が出て、その塩素が
オゾンを破壊するのですが、塩素と性質の似
ている臭素を含んだハロンというものも結構き
きます。
—冷蔵庫の冷却剤とかスプレー、その小さな
ものの積み重ねがオゾンを壊した? つまり私
たちみんなが犯人ですか?
冨川　そうです。工業化前、フロンは自然に
は存在しなかったんですよ。全部人間が作っ
たんです。
—でも当時は大発明ですよね?
冨川　はい。地面付近だと安定で全然壊れな
いからこそ、他の物質と一緒にスプレーに入
れても大丈夫。人体にも無害ということですご
く重宝された。
—そしてオゾンホールが1984年に見つかっ
て、人類は使うのをやめた。
冨川　モントリオール議定書が発効したのは
1989年なんです。その後1、2年に1回締約国
会合で規制がだんだん強化され、規制される
種類も増えました。フロンにも実はたくさん種
類があって、最初はその中の3つだけ。その
後フロン以外にもオゾン破壊に絡むものは規
制され、世界中、今作っているところはほとん
どないはずです。
—オゾンホールは回復するのですか?
冨川　回復するはずですが、最新の予測では
2060年から75年の間に1980年の状態に戻る
だろうと言われています。それもそのときになっ
てみないとわかりません。
—もっと直接的にオゾンホール回復に手は下
せないのですか?
冨川　僕も大学生の時に同じことを考えて先
生に質問したことがあるんです（笑）。でも無
理ですね。ちょっと難しいんですが、例えば
オゾンが100減りました。では100 作れば元
に戻るんですかっていうとそうではない。大雑
把に言うと、常に1万作りながら1万壊れてい
るようなもの。だからオゾンを多く作る状態を
ずっと続けなければいけない。それを止めた
らまた元に戻ってしまうんです。対処療法は効
かない。根本的にやらなければ。
—むずかしいんですね。オゾンホールは移動
すると聞きましたが。
冨川　邪魔するもののない上空では50m/秒く
らいの風が吹いています。その風が蛇行して、
それに乗ってふだんは極の周りを同心円状に
回っているオゾンホールも時々移動してアルゼ
ンチンの上などにかかってしまう。そうすると
その時だけアルゼンチンの地上にすごくたくさ
んの紫外線が降って来て人体に悪影響を及ぼ
すわけです。オゾンホールが発生するのは9月
とか10月なんですが、その時太陽の位置が南
極では真横なんです。真上からくると紫外線
量は大変なことになってしまいます。アルゼン
チンに移動したりすると昼間は真上から来ます
からね。
—今は南極だけの問題ですよね?
冨川　北極にも少しあります。が、南極の大
気の気温の方が低いので。
化を止めたい理由の1つです。
—先生のなさっている観測や研究は、例えば温
暖化の対策等のような、何か具体的にこのため
にやっているのだということはあるのですか?
冨川　そこは難しいですね。もちろん、オゾ
ンホールや温暖化の監視のために観測するこ
とは大事です。ただ、それがいますぐどこで役
にたつのかと言われると困っちゃいます。どこ
かで何かの役に立つだろうとは思いますけど。
—南極大型大気レーダーって、新しいことを
始められるんですよね?
冨川　はい、どんな新しいことがわかるのか、
今から楽しみです。ただ、このレーダーのよう
な世界初の新しい観測をやるのもものすごく大
事なんですけれど、それと同じくらい大事なの
が、50年間続けてきた観測を続けるというこ
とです。50年続けようと思ったら、50年かか
るんです。どんな最新装置を使っても50年前
を観測することはできません。1回途切れたら、
また1からやり直しです。
—観測って、ゴムの気球を飛ばしたりして子
どもの遊びみたいに意外にアナログ。先生っ
てどんな子ども時代を過ごしたんですか?
冨川　そうだな〜。野球を見るのが好きでし
たね。というか、打率や防御率を自前で計算
したくて算数を覚えたんですよ。5、6歳の頃
に朝起きたらカレンダーの裏に九九を書いてい
たと聞いています。
—すっごーい! 数字が好きなんですね。
冨川　数字は大好きです。それが今のデータ
解析につながっているんでしょうね。数字には
なんの苦痛もないです。
—お金の計算も? 先生、儲けるのも得意ですか?
冨川　それはダメです! それは数字が得意と
は別です!
オゾンゾンデ観測用のアンテナを組み立てているところ
観測準備中のオゾンゾンデ
北極・ニーオルスン（79N,12E）で撮影したもの
緑色の縦線はライダーと呼ばれる観測装置のレーザー光線、横に伸びる緑色の帯はオーロラ、パラボラアンテナは VLBI という地理観測のためのもの
下記の信楽 MU 観測所でラジオゾンデという観測装置を
気球に結び付けて放球する際の様子
滋賀県信楽町の京都大学信楽ＭＵ観測所に設置されているＭＵレーダー
面積が過去最大になった 2006 年 10 月の南極オゾンホールの様子
オゾン全量の分布を描いており、紫線で囲まれた領域がオゾンホール
赤い星は昭和基地の場所
—気温はオゾンホールと関係があるのですか?
冨川　オゾンホールと一言で言いますが、毎
年違うんです。大きくなったり小さくなったりを
繰り返していて。それはなぜかと言えば、上
空の気温。気温が高いとオゾンホールは発生
しにくいです。低い方が発生しやすい。
—上空の温度は何で決まるのですか?
冨川　太陽からの紫外線をオゾンが吸収して
温度を上げる。一方、大気自体が自分で赤外
線を出して冷やす。その両者のどちらが強い
かで決まります。吸収する方が強ければ温度
が上がるし、赤外線を出す方が強ければ温度
は下がる。
—地球って不思議! しかもすごくうまくできてる!
冨川 （笑）まったくその通り。惑星探査が最近
ホットな話題ですが、それこそ現在の地球の
ように生物が住むのに適した惑星を探すのは、
本当に大変だと思いますよ。46億年前できた
ばかりの頃の地球にはとうてい住めなかった。
海ができて植物が現れて、酸素ができてオゾ
ン層もできてきて。
—そうですね～。地球が温暖化すると上空も
温暖化するのですか?
冨川　いえ、地上は暖かくなるけど上空は寒
冷化します。だからオゾンホールの回復は遅
れる。
—じゃあ、地上が寒冷化すれば上空は温暖
化するのですか?
冨川　必ずしもそうとは言えません。
—それじゃあ、現状は悪いことばっかりじゃ
ないですか!下は温暖化して氷が溶けて、温
暖化の影響で上は寒冷化してオゾンホールが
回復しない。救いはないんですか?
冨川　回復しないは言いすぎで、回復が少し
遅れるというのが正しい。ただ、それも温暖
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成22年8月号より ］
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内視鏡手術が上手くなりました
南極観測隊、医療隊員の真実 !?
プロフィール
筑波大学講師。大学院人間総合科学研究科 疾患制御医学専攻(呼吸器外科)医学博士。第41次南極地域観測隊 
越冬隊 医療担当。部活の陸上に燃えていた高校2年生までは父親の後を継いで自衛官になろうと考えていた。
しかし、足首を骨折し、2回に渡る手術を自分の目で見た時に感動し外科医を目指した。
［ 2017年現在  筑波メディカルセンター病院  呼吸器外科  診療科長、筑波大学  医学医療系  研究員 ］
案内人　酒井光昭
呼吸器の病気を専門にしている。30歳の時、手術中、先輩医師から
南極観測隊医療隊員にならないかと誘われる。
ちょうど、仕事に行き詰まり、外科医を辞めようかと考えていたときだった。
思い切った。そして、世界は開けた。
——南極医療を研究されて、それで学位も
取ったとか?
酒井　そうですね。南極環境、特に低温の中
での人体の変化については、昔から欧米を中
心に研究されています。僕はその研究ではな
い。南極の大気はものすごくきれいです。その
きれいな環境に身を置いたとき、肺を中心とし
た内臓にどんな変化が起きるか、それを調べ
ました。
——きれいな空気だと人体に変化が起きるん
ですか?
酒井　普通はいろいろなゴミや大気汚染があ
りますよね。それら吸ったものは鼻や口から入
ります。粗い粒子は途中で捕捉されて唾とか
痰になって出る。でも細かいものはズーッと
肺の奥まで入っていきます。肺の中にはマクロ
ファージって白血球のひとつですが、悪いもの
を食べちゃうものがあって、パクパク侵入者を
食べる。でも自分だけじゃ食べきれない。マ
クロファージはある物質を出す。それがサイ
トカイン。サイトカインは血流の中を伝書バト
みたいに飛んで行って、血球の工場である骨
髄の中で在庫として眠っている白血球を呼ぶ。
起きた白血球がたくさん血流に乗って肺に集
まってきます。そしてまた悪者を殺す。この循
環が働くから、例えば肺炎になったりすると
白血球の数値が上がったり、サイトカインは発
熱物質なので熱が出たりする。つまり、人間
は常に入って来る悪い物質によって汚染される
ので常にやっつけているわけです。ところが、
南極に行くと、空気がきれいなので入って来る
悪い物質がない。肺で待ち構えていたマクロ
ファージが暇になっちゃって、サイトカインも
出ないんです。そうすると抗がん剤を投与して
いるときのように、血流の中の白血球がグ ンー
と減っちゃうんです。
——へ〜。となると、病気にはならない?
酒井　逆に例えばアトピーの方とか、喘息の
方とか、治っちゃうのを見ましたね。持病のあ
る人は1年分の薬を持って行きなさいと出国前
にお触れが出るのですが、南極に行くとまず
使わない。
——すごい!
酒井　外敵から身を守る好中球っていうのが
いるんですけれど、不思議なんですが、それ
もやはりドンと下がっちゃう。
——外敵がいないから働く必要がない! イ
メージ的には寒いし、なんだか風邪引きそう
ですけど。
酒井　引かないですね。細菌やウイルスなど
の病原体がいない。自分が持ち込んだもの以
外はないので、抗生物質を持って行ってもほ
とんど使わないです。南極からの帰りは面白
いですよ。春先に帰って来ますよね。オ スート
ラリアに近づくにつれて花粉症の隊員がクシュ
ンクシュンやりだす。
——（笑）ケガしても破傷風にもならない。
酒井　なりませんね。ただ精密検査ができな
いので、ケガや病気を正しく診断することはむ
ずかしいです。レントゲンしかありませんから。
——南極ではどの程度の医療行為ができるの
ですか?
酒井　手術室もありますし、歯医者もやります
し。
——え〜、呼吸器なのに歯医者やるんですか〜?
酒井　やりましたよ。南極に行く前にちゃんと
歯医者で教えてもらいましたから。意外に歯
科治療は多いんですよ。
——虫歯なら南極に行く前に治せるでしょ?
酒井　虫歯じゃないんですよ。やっぱり面倒く
さくて歯を磨かないとか、内陸旅行に行くと
水が貴重なので磨かない。お茶碗いっぱいの
湯は途中までお茶飲んで、残りで茶碗洗って、
歯を磨くとかね。だから歯周病ですよ。自分
の持っているバイキンで。あとは詰め物が取れ
ちゃうとか。ものすごく冷たい空気を吸います
よね。冷気による歯の収縮率と詰め物の収縮
率が違うらしく、これを繰り返していると詰め
物が取れちゃうんです。厄介だったのは医療
機器のメンテナンス。これは手術の写真です。
医務室はオングル島にありますから、「温倶留
中央病院」。
——あら? 医療隊員は2人じゃないんですか? 
何人も手術着着てる。
酒井　彼らは子供の頃に医者になりたかった
人たちなんです。通信隊員と当時はまだ使っ
ていた航空機の整備士。両方とも海上保安庁
の人で、こういうの着させてあげると喜ぶんで
す（笑）。これは背中におできができた隊員に
対して実際に行った手術です。
——医者になりたかった人が手伝うんですか
（笑）?
酒井　医者1人では治療がうまく進まないの
で、こういうときにシミュレーションしておくん
です。清潔不潔っていうのはこういうことだと
か、器具はこう持ってとか。要するに非常事
態の緊急医療支援隊の教育です。
——ああ、なるほど。先生が滞在中は大きな
ケガはなかったのですか?
酒井　ありませんでした。ある隊はあるんで
すけれど。ただ、医者も2タイプあって、やた
ら医療行為をしたがるタイプとまったくやらな
いタイプ。つまり「こいつがいるから俺たちの
越冬は大丈夫だ。この医者に任せておけばい
い」っていうタイプと、「こいつに診てもらうと
大変だから、ケガだけはしないようにしよう」
と自分で気をつけさせるタイプ。どっちが安全
かはわかりません。
——自分がヒマラヤに行っちゃうようなお医者
さんだと、南極でやらなくていいことはやらな
いようにしようって思うんでしょうね〜。先生
は内陸旅行に行かれたんですか?
酒井　行きました、行きました。僕はやまと山
脈にいきました。隕石旅行隊と3ヶ月。
——何人で行ったんですか?
酒井　旅行隊リーダーでフィールドアシスタン
トである中学校の理科教師と、隕石資源セン
ターの方と、地学の研究者と、医者と通信隊
員と大原鉄工所の人の6人です。
——大原鉄工所って雪上車の会社ですね。南
極観測隊の写真をよく見せられるんですけれ
ど、みんな日に焼けて真っ黒でヒゲ生やして、
まったく誰が誰だかわかりませんね（笑）。
酒井　内陸旅行で3ヶ月風呂入ってませんか
らね。でも臭くないですよ。汚れないし。
——汚れないんですか?
酒井　いや、汚れてると思いますよ。汚れな
いって言ってるだけで（笑）。
——なんだ（笑）。やまと山脈ってどんなとこ
ろなんですか?
酒井　上半分が青で、下半分が白。
——そこに隕石が転がっているんですね?
酒井　そうです。
——隕石だと思って拾ったら人糞だったって
聞いたんですけれど……。
酒井　あります、あります。隕石も人糞も黒く
て区別つかないんですよ。凍ってるし。それで
雪上車に持ち帰って、今日の収穫はこれだって
出すんですけれど。「何だ?なんか匂ってねえ
か?」って話になって。雪上車の中は温かいんで
ね。慣れてるヤツが溶けたブツを探し出して、「こ
れだ!」ってバイオハザ ドーのマークをマジックで
書いて廃棄物入れに捨てちゃうんです（笑）。
——本当にあるんですね〜。
酒井　おもしろいことはいっぱいありますよ。
氷山とペンギンが描いてある板ガムあります
よね。あのキャッチフレーズが「南極のさわ
やかさ」。本当にさわやかかどうか試そうって
持って行った。噛めませんよ、硬くって。もうこ
んなの噛んだら死んじゃうよって。噛む時点で 
−50、60°Cですから。
——噛めないんですか〜。お医者さんとして
南極で大変だった事ってメンテナンス以外に
なんですか?
酒井　あっちでは診療以外の仕事がほとんど
ですから。医者以外のことができないなら行
くなと言われました。「僕は医者ですから」な
んて言って雪かきしなかったりしたら、「医者
はな〜」「あいつは医者だからな〜」って言われ
ちゃいます。ですから、どちらかと言うと何で
も進んで自分からやらないとみんなが認めてく
れない。僕は毎日必ず調理隊員の手伝いをす
るようにしていました。作業が終わって5時に
なったら、すぐ飛んで帰ってエプロンに着替え
て。あと手空き総員作業も出るようにして。
——何て?
酒井　手空き総員作業。手が空いている人全
員集まれ。ブリザードの後の除雪とか、キャ
ベツ総点検とか。医者は病人がいなかったら
仕事ないだろうって、実際は違うんだけどみん
なそう思ってますから、なるべく行くようにし
ていましたね。
——医療行為しないでいると腕が落ちません
か?
酒井　南極でパワーショベルとか散々やった
んですけれど、あの技術は使えますよ。南極
で医者が重機やってると、それ面白れ〜って
言われますが、やっていることはその辺の工
事現場でやっていることと変わらないと思いま
す。それを内視鏡手術の技術向上に活かそう
としたのは、多分日本では僕だけでしょうね。
手術（緊急時訓練）
やまと山脈 福島岳 酒井生コン会社
資料写真：酒井光昭氏提供
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成23年4月号より ］
観測事業を支える新技術
観測隊員から設営応援団へ
毎年6月に行われている 〈南極設営シンポジウム〉。
新世代の南極設営や南極で利用できる新しい技術を公開発表している。とにかく面白い! 
今回は昨年6月の発表者22の人の中の1人林原さんに取材してみた。
　
　日本が誇る南極観測事業。国立極地研
究所では毎年6月に 〈南極設営シンポジウ
ム〉を開催している。平成22年6月4日に開
催された第7回シンポジウム講演にはテー
マ別に22の発表があった。〈自然エネル
ギー〉〈環境〉〈情報〉〈居住・生活〉〈車両・
輸送〉の5つのテーマには、それぞれユニー
クな発想と確かな技術が生み出した素晴ら
しい提案が盛り込まれ、どの発表を聞いて
いてもとても面白い。「それ、すぐうちで使
いたい」そう思ってもおかしくない。今回は
そのシンポジウムに参加発表した方の中か
ら林原勝美さん（office LIN）に話を聞いた。 
　林原さんの発表は〈自然エネルギー〉を
テーマに、「F式太陽光ボイラ（固定式短
冊状反射鏡による線集光型集熱器）」につ
いて。太陽追尾機構やその駆動装置等を
必要としないシンプル、且つ安全な構造の
集光型集熱器は、様 な々用途に利用するこ
とができるという。低開発国向けに現地製
作を念頭に置いて試作した『井水沸騰殺菌
器』の事例を基に、南極での使用の可能性
について発表した。この取材は、その発
表前に行ったもの。南極観測隊員の顔が、
チラチラ見えるインタビューとなった。
──林原さんは何回南極に行かれているの
ですか?
林原　6回です。25次夏、27次越冬、32
次越冬。37次に声がかかったんですが断っ
て。「その代わり次に声がかかったら断り
ませんから」と。で、次は40次。「前に断っ
た時断らないって言ったよね?」ってことで、
40次、41次と夏に続けて行きました。最
後が49次夏です。 
──断った時はなぜ断ったのですか? 
林原　子供が受験だったんです。親が受
けるわけではないけれど、やっぱり嫁さん
がひとりでやきもきするのは大変ですから。
強固に反対されましたね。 
──南極はやっぱり面白いんですか?
林原　面白いですね。最初の時にはまっ
ちゃったんです。 
──その時はヤンマーにお勤めだったんで
すね? 
林原　はい。24次まではいすゞの発電機
だったのですが、25次で新しい発電棟
ができて出力が大きくなるというのでヤン
マーに変わりました。その時のプロジェク
トに僕が入っていたということです。 
──もともとのご専門は? 
林原　自家用発電設備をレイアウト、デザ
インして、現地に納めて試運転し、お客
様に引き渡すというのがもともとです。こ
の昭和基地の発電システムもお前が設計し
たのだから、お前行けということで最初は
行ったんですね。最初行った時は本当に大
変でした。一番最初に昭和基地に入ったの
に、最後まで残っていて、着ているヤッケ
なんか一夏過ごしているからボロボロなん
です。最終便のヘリでしらせに着いた。 
──そんなに大変なのに、次々にいくこと
になったきっかけは? 
林原　最終まで残っていても、設備が動く
までは進んでいなかった。だからしらせに
着いても、本当に後ろ髪引かれる思いでし
た。長髪でしたからね （笑）。そんなとき、
副隊長、当時内藤先生でした。 
──バイオロギングの! 
林原　そうです。内藤先生が呼んでいると
いうので怒られるのかなと思いながら行き
ましたら、「おれ、27次は越冬で行くから、
お前来い」って言われて。後ろ髪引かれて
ますから、「はい!」って即答です。それか
らですね。
林原　南極へ行くからには自分の仕事は
できて当たり前。それ以外に何ができるか
を問われるわけです。設営の神様と呼ばれ
ている人もいましたね。何でもできちゃうん
ですよ。日数が決まっていますから、僕な
んかも最初の越冬の時は、ヤンマーのエン
ジン視ている時間よりも、雪上車のエンジ
ン触っている方が長かった。 
──縁の下の力持ち。何もなくて当たり前
なんですね。 
林原　何かあったら責められるわけです。
停電なんかさせたりしたら、もう大変です。
観測が止まってしまいますから。基本的に、
機械の人間は何でもできなきゃだめです。
飛行機以外は運転します。 
──その方達は設営というんですよね? 
林原　設営には、機械、通信、医療、調理、
環境保全、装備。建築、土木もありますね。 
──今、極地研にも設営のオーソリティが
いらっしゃいますよね?　石沢さんとか佐野
さんとか。 
林原　そうですね。何でもできる人たちで
すよ。佐野さんなんて、昭和基地の2階建
て以上の建物は、みんな佐野さんが面倒み
て建てたんじゃないかな。
── OBになられて、関西のOB会支部長
もされていますよね。今はどんな活動をさ
れているのですか? 
林原　シニア向けの講演とか（笑）。
──お仕事の売り込みとかしないのです
か? 
林原　たまには。「沸騰したからこれ持っ
て行かない?」って太陽光ボイラーも見せて
きました。 
──見せてもらえます?　企業秘密?
林原　シンポジウムで発表しようと思って
いるんですが、実験が成功するまでヒヤヒ
ヤものだったんです。もし沸騰しなかった
らどうしようって。で、やってみたら沸騰し
たんで（笑）。 
── 何にもしてないのに、太陽の光で沸
騰するの? 
林原　そうです。 
──そんなに熱くなるの? 
林原　なります、なります。 
──この装置、触ったら熱いところある
んですか? 
林原　ないです。太陽の光を当てて
お湯をわかしているだけです。 
──私のイメージだと丸い形で、全
部の光を一点に集める……。 
林原　パラボラ型のですよね。そ
れは市販されているんです。これは
ちょっと違う。パラボラだと太陽を追
いかけなきゃならない。でもこれは
パイプが東西を向いていて、鏡は太
陽の角度に合わせておきます。太陽
高度にね。太陽の追尾装置がいらな
いということです。これは火傷もしな
いし、火事にもならない。 
──やけど、しない……。 
林原　あの、これは鏡が入っているんです
が、短冊形の長方形の鏡なんで焦点を結ば
ないんです。熱くないというか安全というか。
僕の先輩が機械設計をやっていて。ジャイ
カのシニアボランティアで農産品加工機械の
技術指導にマラウィ共和国に2年行ってた
んです。そこでは子供が飲料水を片道2時
間かけて汲みに行くんです。井戸をODAの
資金で作っても、井戸から出る水は汚染さ
れている。安全な水を飲ませてあげたいと
いうことで、市販されているようなちっちゃ
な量ではなくて、200リッターくらいいっぺ
んに沸騰させて冷ませば安全な飲料水にな
るという装置を作りたいと。先輩が病気に
なってしまったので、先輩を元気付けたいと、
姫路辺りの学校のOB連中で考え始めたの
がきっかけですね。 それを南極で使えない
かなと。南極に行っていろいろなこと勉強し
ましたが、こうして社会貢献できたら本当に
いいなと思いますよ。あのシンポジウムには
いろいろ面白いアイデアがでてきますね。エ
コなものはもちろん、フリ ズードライの話と
か、昆虫食とか。衣類の話とか。新しい世
界を感じますよ。
林原勝美さん
1955年兵庫県生まれ。ヤンマー機器サービス(現ヤンマーエンジニアリング)入社。1981年から昭和基地の発電設備設計に携わった。
南極へは6回行っている。2006年 office LINとして独立。［ 2017年現在   LINエンジニアリング  代表 ］
南極設営シンポジウム
南極へ行ったこと
設営のこと
太陽光ボイラー
写真提供：office LIN
［立川の研究者たち］極地研（国立極地研究所）　 〈地球の歴史から見える 地球の未来〉　　　 　　　　  ⓰
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成23年7月号より ］
内藤先生
鈴木さん
小さな計測器が世界を変える?
ペンギンだけじゃない ! 今や魚も写真を撮る時代
──鈴木さんがこのお仕事に携わったのは内
藤先生との出会いがあったからと聞いていま
すが……。
鈴木　内藤靖彦先生がバイオロギングを始め
た頃はアナログの機械でしたが、それを電子
化する時から絡ませて頂いています。板橋に
極地研があった頃、内藤先生の下でこの手法
を学ばれた方が多くいらして、それが今や世
界に広まって。外国での共同研究が多かった
せいか、海外からのご注文も頂いています。
うちの会社が何もしていない割には広まってい
ます。会社なんていうほどのものではないです
（笑）。
── 確かに、なんの宣伝もなさっていない。
ネット検索するとでてきますけれど。もともと
のお仕事は医療関係の機器を作っていらした
とか。
鈴木　実験動物の乳を搾る機械。以前は搾
れなかったんです。日本大学の特許になって
いますね。あとパンダ。中国のパンダ研究所
に2台行ってます。飼育環境にあるパンダは
育児放棄するケ スーが多い。人間以外の動物
は初乳を与えないと免疫がつかないということ
で、パンダなどにはとても有効だったと聞いて
います。
──でも内藤先生と出会ってからはデータロ
ガー専門に。相当な魅力があったのでしょうか?
鈴木　もともと物を作るのは面白い。生理学
や薬学でいうところの計測とこちらの計測と、
基本的には生物を扱うということでは同じでし
たから、入りやすかったですね。商売がらみ
で旨味がでてきてしまったら、うちなんかひと
たまりもないけれど、発注の規模が小さいの
で商売になりにくい。安く作って競合するなん
てことは殆どないです。他にないものを作り出
すのが面白いんですね。
　計測器の見方をお教えしましょう。頭文字
が並んでいます。計測項目のMは地磁気を測っ
ています。Pはプロペラで、水中の遊泳スピー
ドです。Gは加速度で、Tは温度。前に数字
が付いているのは、すぐ後ろのアルファベット
の地磁気を三軸測っている。Gの前の3は三
軸の加速度を測っているということです。
内藤　ものを創るより、大事なのは鈴木さん
と会話が成り立つこと。最初は会話が成り立
たない。今は私が何をやりたいか全部わかっ
ている。で、そういう馬鹿なことはやめなさいっ
て言われる（笑）。
──先生はどのようなロガーを利用しています
か?
内藤　今やっているのはやはりゾウアザラシ
ね。なぜかというと、そもそもこの原点はゾウ
アザラシにあったようなものだから。でも、極
地研は南極観測だから、ペンギンにつけられ
るような計測装置がないとダメだということで
挑戦し始めた。するとカルフォルニア大学から
ゾウアザラシにつけたいと言ってきて、それな
らと作り始めたのがこの機械式。プロペラ式
で遊泳速度も測れるし、温度も測れる。でも
アナログ。これで、餌をどれだけ食べたかとい
うことまで調べようとしたんだから……。普通
の人は諦めるよね。あまり無茶はしない。
鈴木　普通の人は常識があるんですよ（笑）。
内藤　僕は向う見ずだから、訳のわからない
ことをやりたがる（笑）。日夜悩んでいたんだ
な……。僕はねボーッと歩くのが好きなの。
ボーッとしながらずっと考える。だからよく途
中下車して歩く。なんだろう、なんだろうって。
そこでトドが石を飲み込んでるって話を思い出
した。
──トドが?
内藤　トドが石。漁師がトドを解体すると石が
出てくる。それを思い出した途端にピーンと来
た! 石が入っているんだったら、温度計入れりゃ
いいんだ!って。餌は冷たいはず。体は温かい
んだから、餌が入ったら温度が変わるじゃな
い。温度計だったら機械式でできるんだよね。
この前論文が回ってきたら、いまだにやってい
るところがある。もう私たちはやっていないのに
（笑）。　ゾウアザラシは深く潜る。最大2000メー
トルを一息で潜る。潜りながらカリフォルニア
から北太平洋、アリューシャン列島の南側まで
行くんです。ゾウアザラシの潜水の原理ってい
うのがあるんだけど、その原理のモデルの中に
採餌の要素がない。やっぱり動物が生きるに
は、空気（酸素）と餌がないと。2ヶ月半、ずーっ
と行って、でも必ず回遊して戻ってくる。いつ
戻ることにしたのか、どこで餌を食べたら戻る
のか、どこまで食べたら戻り始めるのか、戻り
始めたら餌は食べないのか、食べるのか。や
り始めたら当然いろいろな疑問が出てくる。そ
れがまだ誰もやっていなかったことだった。だ
から私がやる、そして私は知りたい（笑）。
　温度計を胃の中に入れるんで吐き戻し防止装
置を作った英国の人もいたし、ペンギンなんか
でもマグネットをくっつけて口の動きで採餌を調
べようとしたりした。でもそれは失敗が多いん
だよね。だけどね、ある時ね、あっと気がつい
たのです。私たちは加速度計持ってるじゃない
かって。顎に加速度計つければいいことでは
ないかって。必死になって餌を食べるから、普
通の動きとは違うはずだよ。ペンギンやアザラ
シで試してみたらこれは百発百中だった。それ
でゾウアザラシにも使っています。イカのような
軟体の物を食べているらしいけど、誰も見たこ
とがない。見たいっていうんでカメラもつけた。
──すご〜い。じゃ、何にでも使えますね!
内藤　意識はしていなかったけど、私たちは
時代の大転換に乗っていた。アナログだった
時には、手作業でデジタルに変換していた。
ものすごい作業量だったけれど、そこにコン
ピューターが現れて、1980年〜90年に一気に
広がった。データ処理が楽になり、色んなセ
ンサーが同時にいくつもつけられて情報量が
グッと広がった。平面的にしか見えなかったも
のが、3次元で動いているのが見えるようにな
る、簡単に言えばそんな大きな変化があった
ということ。要するに世の中が変わってしまっ
た。そして小さくなる。小型の魚にもつけられ
るようになって、何にでも使えるわけだから、
その計測器の持つ意味が全然違ってくる。
　世の中がデジタルになってきた。デジタル
が作ったデータ世界があって、初めてインター
ネットの世界が
できてくるわけ
です。いわゆる
情報革命だとか
IT革命だとか、
これもその一部
で、学問っていっ
ても結局は情報をどうやって集めるかっていう
ツールなんです。我々は目に見えないものを対
象にしてやってきているから、こういうツール
がどれほど役にたつか。
──だとすると、鈴木さんのなさったことって、
すごいじゃないですか!
鈴木　先生の方がすごい。まずは発想です。
内藤　デジタルの世界っていうのは、もの凄
く大きなブレークスルーだったんだけど、それ
をやっているのが鈴木さん。だからね、私は
鈴木さんに足を向けて寝てない（笑）。
鈴木　（笑）
──そういえば、ペンギンの撮った写真を見ま
した。本当にペンギンってオキアミを1匹ずつ食
べるんですか? 千匹ものオキアミを。
内藤　間違いない。
──ペンギンって真面目ですね〜! オキアミが
バーッと群れていて、それをペンギンが口を
ガーッと開けて食べるのかと思っていました。
内藤　クジラのイメージだよね。ちょっと違う
んです、残念ながら（笑）。ペンギンがいろい
ろな深さで1匹1匹採餌する、それを明らかに
したのがこのバイオロギング。マグネットよりこ
の方が効率がよくて失敗がない。
──先生に失敗ってあるんですか?
内藤　失敗だらけでまいりましたよ。
鈴木　いろいろな種類で人生の（笑）。
内藤　こういうインタビューだとみんな成功し
た話をしがちだけれど、失敗は付き物だから。
今やっていることは、私の最初からの夢なん
だけど、それが段々広がってきてみんなが一
緒にやっている。これからはちょっと歯ごたえ
のある、これは難しい、これをやったらすごいっ
ていうことを、立川辺りで、極地研でやってく
れるといいなって思うんですけど……。
──そうですね。
内藤　極地研はね、そういう意味じゃ、大きな
仕事、難しい仕事を色々やっています。ボーリ
ングしたり。何がすごいかって、技術だけじゃ
ないんです。−60度の中で、ボーリングの他に
ちゃんと仕事持っている7〜8人が越冬して、ボー
リングを成し遂げたっていうことが、日本の歴
史に残ることだと思うんですね。今は技術も進
んでいるし、色 な々条件が良くなっているからそ
んなに大変じゃないだろうって思うかもしれない
が、実は歴史的に振り返ってみると、ああいう
過酷な所で3年間越冬してボーリングやったって
いうのは、たとえば「日本人の歴史」っていう年
表を作ってイベントを入れたら、「法隆寺建立」
とか「東大寺大仏」とか「ロケット打ち上げ」「人
工衛星始まり」という中に並ぶようなイベントだと
思う。隕石だって、もう万の単位を越えて集めて
いるわけだ。すごいことやってるんだけど、極
地研に行くとそういう雰囲気ないですね（笑）。
データロガーと呼ばれる計測機器。
始まりはカメや大きな動物につけていたものが、今では小さな魚にもつけることができるようになった。
どんどんその生態が明らかになっている。
そのデータロガーを作っているのがこの人たち。世界が頼る発想と技術だ。
鈴木道彦さん　有限会社 リトル レオナルド  代表
小さいけれど世界の業界では有名な（有）リトル レオナルド。設立から29年。医学
や薬学の基礎研究分野で使う機器を主に扱っていたが、極地研究所 内藤先生から
の仕事を請け負うようになって以来、データロガー開発が専門に。今では海外の研
究所からの注文も多い。
内藤靖彦先生
DSL（静止画像ロガー）カメラ生みの親。極地研名誉教授となった今でも精力的に研
究活動を続けている。キタゾウアザラシの顎に加速度データロガーを付けることによ
る捕食行動把握に挑戦したり、次世代型高分解能画像ロガーの開発など、「あっと驚
くようなことは若い人がやらなきゃいけない」と言いながら、若々しく活動中。
──確かに（笑）。みなさんどっちかっていうと、
シャイで。
内藤　そうですね（笑）。いろんなチャレンジ
しているんです。だけど世間とは違うスケール
で仕事していますから。何かちょっとつかみ所
がないかもしれない。 考えているゴールが違
う。違うスケールを持つことは大事ですね。
極地研（国立極地研究所）　 〈地球の歴史から見える 地球の未来〉　　　 　　　　  ⓱ ［立川の研究者たち］
データロガーの実物や、ペンギンが撮った写真、動画は
極地研究所の「南極・北極科学館」で観ることができます。
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成22年3月号より ］
ていたかを調べます。そうすると毎日2時間し
か潜らないペンギンもいれば、毎日6時間も潜
るペンギンもいるという結果が出ました。手を
抜いて暮らしているペンギンと、毎日一生懸命
頑張っているペンギン。ところが育てているヒ
ナの成長速度を調べてみると、どちらも変わ
りはなかった。つまりさぼっているやつは単に
さぼっているのではなく、要領よく餌をとって
いたことになります。ペンギンはペンギンなり
に苦労があるんです。人間も同じですね。私
も要領が悪く、毎日遅くまで仕事をする方なの
で、身につまされます（笑）。
バイオロギングとはバイオ（生物）とロギン
グ（記録）を合わせた、生態を記録すると
いう意味の造語。当時極地研の教授だっ
た内藤靖彦先生が発案、開発し命名した
調査方法。以前はデジタルではなく、ア
ルミ箔のようなものをダイヤモンドの針で
ひっかいて記録した。装置が大きかったの
でアザラシのような大きな生物にしかつけ
られなかったが、小型化され現在は小さ
な海鳥にもつけられる。デジタルだから数
値で記録され、カメラやプロペラをつける
ことで映像や速度も計測できる。
高橋　バイオロギングは私が大学生の頃に内
藤先生が始められた調査方法です。小さいけ
れど業界では名を馳せている東京の会社「リト
ルレオナルド」に装置を作ってもらっています。
今では世界各国が「リトルレオナルド」から装置
を調達して使っています。この調査によってい
ろいろなことがわかってきました。ペンギンは
秒速2mで泳ぎ、最大の潜水深度はアデリー
最先端バイオロギングが証す真実
プロフィール
京都府出身。小学生の頃からの鳥好きが高じて、大学は自然の豊かな北海道へ。北海道で海に潜って餌をとる海鳥
類の調査を進めるうちに、南極でのペンギン研究の道が開けた。これまで昭和基地の他、南極の英国基地、韓国基
地で合計7回のペンギン調査を行ってきた。
案内人　高橋晃周 国立極地研究所  准教授
マスコットやキャラクターに多用されるペンギン。立っているだけでもかわいくて、歩く姿には親近感が。
最近「これはペンギンが撮りました」と1枚の写真を見せられた。
青い海の中で仲間のペンギンが餌のオキアミをとっている。オキアミを1匹ずつとる様子がよくわかる。
JRの駅のポスターにはカメラを持つペンギンがいるが、果たしてこれは?  —— 極地研に行って聞くしかない。
いと、もし鳥の数が減ったとしてもどちらの海
の環境が変わったせいなのか、効果的に原因
を追求することができませんよね。
南極にいるアホウドリ（マユグロアホウドリ
という種類で日本にいるアホウドリとは別
種）の背中にカメラをつけることで、アホウ
ドリの海上での様子がわかってきた。繁殖
地に戻って来た個体の餌を調べてみると、
アホウドリが到底潜れない深さにしかいな
い魚が入っていたりする。アホウドリが撮っ
た写真を見ることで、シャチを追いかけて
シャチが深海でとったおこぼれの魚を食べ
ているということが分かった。
高橋　アホウドリとシャチ。一見関係ないよう
に見えるもの同士が実はつながっている。生
態系の中でこうしたつながりがわかるのが、
研究していて一番楽しい。大変なこと? あまり
ありませんが、3、4日に1度しか繁殖地に帰っ
てこないアホウドリを風がビュービュー吹く崖
の上でジッと待っているとか。大変といえば大
変です。帰ってきても10分くらいでまた海へ餌
とりに飛び立つので、カメラの回収のためには
気が抜けません。
　カメラ以外には加速度計。ゲームのWiiの中
に入っている加速度センサーと同じです。アホ
ウドリがほとんど羽ばたかずに風をうまく使っ
て飛んでいる様子などがわかります。広げると
2.4mもある大きな翼で南極の強い風をとらえ
て効率よく広い範囲を飛び回って餌を探すわ
けです。アホウドリは船にも近づいていくこと
があって、まぐろのはえ縄など漁船の仕掛け
にかかって溺れてしまう。そうした混獲で南極
のアホウドリの数が減っているということが問
題になっています。
世界に全部でペンギンは17種類。南極に
だけいるのはコウテイペンギンとアデリー
ペンギンの2種類。南極周辺やニュージー
ランド、ガラパゴスなどにもペンギンはい
るが、北半球にはいない。昭和基地周辺
にいるのはアデリーペンギン。JR東日本の
Suicaのモデルにもなっていて、日本人が
ペンギンという時は普通このペンギンを思
い浮かべる。夏は繁殖地で調査できるが、
冬にはペンギンが海に行ってしまって調査
ができない。隕石などとは違い、生物は年
によって観測結果が変わる。なぜ以前と違
う結果がでてきたのかを調べることで、生
態系の仕組みがわかってくる。そのために
は何度も南極へ足を運びデータをとらなけ
ればならない。
高橋　昭和基地に関してはペンギンの数は近
年増えています。その理由を突きとめようと来
年度の調査を計画しているところです。同じ
アデリーペンギンでも、南極のもっと北の方
の場所では数が減っています。そちらのペン
ギンが昭和基地へ移動できる距離ではありま
せん。だから別の理由で減っているわけです。
ペンギンの数が減っている地域は温暖化が顕
著。餌になるオキアミが温暖化で変化し、そ
の影響とも考えられます。餌がとれなくて栄養
状態が悪くなると、ヒナは死んでしまいます。
　実はペンギンにも、餌とりの上手いやつと下
手なやつがいます。個体識別して記録計をつ
け、ペンギンが3週間、1日平均で何時間潜っ
近くで観察できるのに、海の上の行動は全くわ
からない。なんとか調べたいなと思うようにな
りました。私が修士にいた当時、ペンギンな
ど体の大きなものにデータロガーという装置を
つけて海中での行動の調査がされ始めていま
した。面白そうだなと感じて極地研へ進学した
のがペンギンの研究を始めたきっかけです。
　私が一番知りたいことは、生態系の中の生
き物同士のつながりです。例えば北海道の山
に上がってくるヒグマの数は年によって大きく
変わりますが、それはクマが餌にする松の実
の豊凶と連動しています。天売島だと、暖流
に乗ってくるカタクチイワシが早い時期から来
ると鳥の成長がよくて、イワシの到来が遅いと
ヒナがバタバタと死んでしまったりする。そう
いう今まで知られていなかった生態系の中で
の生き物のつながりを知るのが面白い。南極
で調べると、ペンギンとオキアミや海に浮かぶ
氷との関連などがわかってきます。
　今また学生と一緒に日本の海鳥も研究して
います。装置が小型化されて、日本の海鳥の
調査にも使えるようになりました。鳥の動きを
知ることで、彼らがどんな環境を必要としてる
かがわかってくる。例えば日本の太平洋側で、
海鳥はいろいろな場所で繁殖していますが、
餌場はごく狭い海域に限られています。餌に
なるイワシがよくいるのは、親潮と黒潮の境よ
りちょっと北の辺り。それが繁殖期の重要な
餌場です。冬になると鳥は南の方に移動する。
その行く先が不明だったのですが、装置をつ
けることである種類の海鳥はパプアニューギニ
ア沖まで行って越冬することがわかった。3ヶ
月くらい南の海で過ごしてまた日本に戻ってく
る。こうした1年間の鳥の動きがわかっていな
海鳥の専門家、高橋先生。父親の影響で
カワセミやシジュウカラを見て、鳥の観察
にはまったのだそう。北海道大学理学部出
身。ヒグマの研究から海鳥の研究へ。大
学院修士課程の時には北海道の天売島で
海鳥を調べた。現在37歳。「楽しいことば
かりしてこられて幸運」という。
高橋　学部の頃、北海道の大雪山でキャンプ
をしながらヒグマの生態を望遠鏡で観察する、
といったことをやっていました。でも山の中で
2週間キャンプしてようやく1時間観察できると
いった程度。もっと観察できる動物を調査し
たいということで、天売島での海鳥の調査を始
めました。海鳥は陸で子育てしている時はすぐ
ペンギンで175m。ひと息で5分くらい潜って
います。コウテイペンギンは564m。20分くら
い潜ります。ミナミゾウアザラシというアザラシ
は1926mまで約2時間潜っていたという記録
があります。潜水艦なみの潜水深度です。
　ペンギンの背中にカメラをつけて餌をとる様
子を撮影しました。結果、海上に氷が少なく
なると餌であるオキアミが浅いところには来な
くなって、ペンギンにとっては餌とりがむずか
しくなってしまうことがわかりました。カメラを
使うと、海中での行動の変化がわかるのと同
時に、南極の海の氷や餌の状態についても情
報が得られます。これからもペンギンの「目線」
で南極の生態系の仕組みや長期的な変化を
探っていきたいです。
アデリーペンギン シンクロダイブ アデリーペンギン なきかわし アデリーペンギンの子どもは 2 匹
極地研（国立極地研究所）　 〈地球の歴史から見える 地球の未来〉　　　 　　　　  ⓲ ［立川の研究者たち］
ペンギンが撮ったペンギン
小型化されたデータロガーン
カメラデータロガーをつけたペンギンン
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成26年10月号より ］
のサイエンスカフェは、どのようになさるんで
すか？
小濱　センター内のカフェで注文されたもの、
または持ち込みでもいいので、飲み物等を持
参していただいて、皆既月食について楽しく語
りましょうという会ですが、南極観測事業につ
いての紹介の一環として実施する予定にしてい
ます。
──秋のさわやかな風や高い青空の下で、気
持ちいいでしょうね。
小濱　この日は月食当日ですので、おうちに
帰って月を見ていただくというコンセプトです。
──シネマツーさんにうかがいましたら、12月
20日のサイエンスカフェ当日は、何かオーロラ
にちなんだメニューを考えてみようかと楽しん
でらっしゃいましたよ。ワクワク感が伝わって
くるんです。ポップコーンがキラキラ光ってた
らどうしよう（笑）。
小濱　（笑）研究者もすごくノリノリなんです。
──いいですよねえ。いろいろなものが混ざ
り合って、新しいものを生み出す、それこそ立
川じゃないのかな。
小濱　「立川といえば極地研！」そう言ってもら
えるまで、がんばります。
のです。
──女性センターアイムで
講座をお持ちなのは知っ
ていましたが、そうではな
くて、カフェ形式でお酒も
あるサイエンスカフェをな
さると聞いて、それはすご
い！ 絶対応援しなきゃ！ 
と、こっちが燃えました
（笑）。それは極地研のた
めでもありますが、実は立
川の街のためになると思っ
たからです。
小濱　そう、そうなんですよ。立川に貢献で
きると私たちも思っています。本当にお世話に
なっています。どう報いたらいいのかなあ。
──そうだなあ…。もし、極地研に友の会が
できたら、その栄えある1番を是非えくてび
あんにください（笑）。でも、えくてびあんが
極地研ファンになったのは、研究者や事務の
方々のお人柄によるものだと思います。雪氷も
岩石も隕石もわからず、南極にシロクマがい
ると言ってしまいそうなえくてびあんに、どな
たもいつも丁寧に１から説明してくださいまし
た。隊員の方々も含めて、関係者の方全員
がえくてびあんを友達みたいにしてくださいま
した。誰も威張ってない。それは南極のサバ
イバル経験のおかげだと聞いていますが。
小濱　そうなんです。隊員としてみんなでやら
なきゃ生き抜けないというものは確かにあると
思いますが、根本は、みんな「好き」なんです。
本当に好きだから、他の人に教えることをいと
わない。だから語る時、みんなイキイキしてい
ます。
──その語りがまた面白いんですよね。とこ
ろで、10月に行われる花みどり文化センターで
──う〜ん、実は南極より北極の方が世界的
には熱かったりしますから、その発信が立川
からでないのはちょっと残念。
小濱　極地研の場合、どうしても南極の方が
観測隊も出ていたりして関心が強いように思わ
れがちですが、GRENE（5ヵ年計画の北極気
候変動研究事業　事務局は極地研内にある）
が始まった2011年頃よりも、さらに、ずっと
世間の興味も強くなっている気がしますね。
──その極地研が、サイエンスカフェとして街
に溶け込むってすごい話です。立川でしかで
きないんだから。
小濱　そう言っていただけるのはとてもありが
たいことです。それは価値をわかってくださっ
ているから。ご存じのように、サイエンスカフェ
の場所探しをする段階で「メリット」という言
葉を出された企業がありました。極地研に場
所を貸す「メリット」です。ということは、まだ
まだ価値をわかってもらえていないということ
で、それはやはりこちら側の努力が足りないと
いうことなんです。「極地研ブランド」を育てな
きゃ、です。
──小濱さんらしい（笑）。2009年に極地研
が立川に移転してこられました。えくてびあん
はその頃からの極地研ファンです。表紙に赤
字で『応援します！極地研』と入れて、連載も
させていただきました。
小濱　そうでしたね。こちらもお手伝いいた
だかないと情報発信のやり方ということがよく
わからない。単にネットに載せればいいとか
単にテレビに出ればいいというものではない。
やはり地元に根差すためにはサイエンスカフェ
からだと思っていました。ですから、サイエン
スカフェのお話をえくてびあんさんにした時、
真っ先に場所のことを切り出してくださって、
本当によく理解してくださっているなと感じた
オーロラ、ペンギン、シロクマ、氷、隕石、オゾンホール…
南極・北極は不思議がいっぱい。
サイエンスカフェは、そんなテーマを面白く楽しく解説してくれます。
──小濱さんはいつも溌剌としてらっしゃいま
すね。走っているからかな？
小濱　間もなく国文学研究資料館の方が小濱
塾に入っていただけそうなので、これで全機
関制覇ですね（笑）。例年10月の末に皇居で
文科省主催の全国レベルの駅伝大会があっ
て、そこに隊員（南極観測隊）を連れて参加し
ていたのですが、それが去年で無くなったん
です。目標がないと練習にも張り合いがない
ので、「小濱杯」を作ろうかって言ってるんです。
──バイタリティありますよねぇ。通常極地研
施設内で行われるものとは別に開催するサイエ
ンスカフェもその勢いで…。
小濱　IKEAさんとの交渉は、やはり先方の
社内規定があって、残念ですが今回はできな
いことになりました。
──ご紹介した所で、決定になった場所はあ
りましたか？
小濱　はい。ひとつは月食の10月8日（水）昭
和記念公園花みどり文化センター。花みどり文
化センターの閉館時間に合わせて、サイエンス
カフェの時間を通常より早めて開催します。そ
れと12月20日（土）シネマツー。ちょうどクリ
スマス時期で、サンサンロ ドーのイルミネーショ
ンを借景にオーロラの話をと考えています。
──すてきですね！
小濱　あとひとつ決まっているのは、ワシント
ンホテルさん。先ごろ『情熱大陸』という番組
に出演した渡辺佑基さんに、お酒を飲みなが
ら語ってもらおうと思っています。
──渡辺佑基先生は時の人で、極地研の一般
公開でも人だかりができていました。世界的
に活躍しているこうした先生が揃う日本にひと
つしかない国の機関が、建物の中だけに留ま
るのではなく、こうして立川の街に飛び出す、
コラボするってすごいことですね。
小濱　サイエンスカフェを極地研内で行って
いる限り、来てくださる方はその方面のことが
好きな方ばかりに偏ります。立川在住在勤の
方で極地研を知らない方はまだたくさんいらっ
しゃいます。初めは興味が無くても、観測隊
員と同じ感覚になって研究者とフランクに話せ
るようになると、きっと楽しくなると思うんです。
友達になってほしい。目標は 「立川といえば
極地研！」です。
──サイエンスカフェの場所選びには苦労され
ていますね。最初に場所のことでお話をいた
だいたのは6月だったと思います。えくてびあ
んは極地研ファンですから、役にたちたい一
心で一所懸命動いたつもりでしたが、そこか
ら先が進まない（笑）。
小濱　あのタイミングで、いくつも候補を上げ
てくださったのは本当にありがたかったです。
が、夏の一般公開を控えていたり、中高生コン
テストの準備も抱えていました。特に今年はそ
の両方で新しい企画を盛り込んだものですか
ら、どうしてもサイエンスカフェが後回しになっ
てしまって…。すみません。今からがんばります！
──立川観光協会のアニメ街づくりの連絡会
にまで参加されて、本当に街に溶け込もうとさ
れている姿に、極地研は本気だと思いました。
ですから協力したいと思ったんです。ご紹介し
た場所がひとつでも決まればいいなと思ってい
ましたが、いくつも決まって本当によかった。
小濱　でも（笑）、今度はASSW2015（北極科
学サミット週間）があるんです。
──えぇ！ また忙しいじゃないですか。
小濱　はい。来年の4月に富山で開催されます。
ですから今、富山に何度も足を運んでいます。
北極に関するあらゆる分野間の調査・協力や
科学的成果について集中的に議論を行なう場
なので、北極圏の国々だけではなく、中緯度
の国々も参加するようになったんです。
──経済効果も期待されているんですね？
小濱　そうです。日本もそうですが、中緯度
の国々も研究者と関わってそれぞれ自国のメ
リットにつなげたいということです。日本では
初めて、富山で開催され、たまたまなんです
が北陸新幹線の開通直後にあたります。
──極地研にその組織委員会がある。
小濱　はい。まずは開催地を盛り上げるべく、
いろいろなイベントを考えていますよ〜。研究
者を呼んで会議を開くだけでなく、サミット
ウィークですから、日曜日に一般向けの公開
講演会を行い、この機会に富山県民にアピー
ルします。54次隊に同行した先生は富山県の
小学校の先生で、その方の協力を得て小学生
コンテストなどを開催する方向で進めています。
富山は三世代で暮らしているお宅が多く、お子
さんに照準を合わせれば、家族みんなが一緒
に考えてくれそうじゃないですか。そうすれば、
南極も北極も富山に根付くのではないかと…。
──ASSW2015はいつなんですか？
小濱　来年4月23日から1週間。広報室が担
当するイベントでは、冒険家目線、研究者目線、
お天気キャスター目線など取り入れて、講演会、
パネルディスカッション、小学生コンテストの
授賞式などで構成したいと思っています。私自
身、南極も北極も行っているので、その差を
研究者ではない立場で表してみたいと思ってい
ます。
──富山市ですか？ 取材に行きたいですね。
小濱　富山国際会議場というところで開催し
ます。富山県はとても積極的に関わってくだっ
ています。富山は国内で初めて氷河が確認さ
れたり、雪の大谷があるなど、雪と氷にとても
身近な地域で、北極と深いつながりがあると
考えています。
立川といえば極地研！
オバマさんに聞く 小濱広美さん
国立極地研究所　広報室　広報係長   ［ 2017年現在　広報室副室長 ］
高専、大学の事務を経て極地研へ。第52次南極地域観測隊 夏隊 庶務・情報発信担当。
帰国後から現職。トライアスロンを趣味とし、仕事とのスケジュールと時間さえ合えば
各地の競技会に参戦する。職場では、極地研はもちろん、統計数理研究所の職員ら
の集う「小濱塾」を主宰。立川市民駅伝でもその幟が定着した。
極地研（国立極地研究所）　 〈地球の歴史から見える 地球の未来〉　　　 　　　　  ⓳ ［立川の研究者たち］
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成26年3月号より ］
極地研（国立極地研究所）　 〈地球の歴史から見える 地球の未来〉　　　 　　　　  ⓴
完全に止めたとしても気温が暖まっていくとい
うのは保証されています。ですから起こる未来
に対してアダプテーション、適応という部分が
非常に重要になってきます。
──先生の今後の研究はどこへ進んでいくの
でしょう？
小端　今書いている論文では、仮に太陽活動
が弱くなった時にグリーンランドの気温がどれ
だけ上がるのかということを言えればいいなと
思っています。最終的には、今のところ過去
4000年ですが、ドームふじの氷床コアを使っ
て過去1万年の気温を復元して、北半球と南
半球の同じような変動のシグナルを見出した人
はまだ誰もいないので、それを探したいと思っ
ています。
──最終的には先生の研究は未来の大きな社
会貢献につながるんですね。
小端　僕は以前、地球環境戦略機関で気候
変動と人間社会について研究をしていました。
気温復元をした上で、それが過去、人間社会
の発展にどのような影響を与えてきたかという
ことを調べると、人間社会が今後自然のシス
テムとどのように調和を築いていけばいいか
が、十分な証拠から研究できると思います。
──発展途上国はまだまだ二酸化炭素を出さ
ざるをえないですよね？
小端　人間社会の発展は二酸化炭素の排出
を伴います。一番重要なことは持続可能な社
会を作ることです。二酸化炭素に限らず、自
然のシステムの中でプラスマイナスゼロにして
いく。すべてをリサイクルできる社会にしてい
くのが理想ですが、人間社会はまだ発展して
いる時代です。発展途中は、自然からもらう
ばかりの存在で、地球に返していけてない。
二酸化炭素もまず止めることが大事ですが、
平等・公平ということも重要で、発展途上国
に止めさせることはできないです。より排出の
少ない発展方法を選んでもらうよう助けていっ
て、上昇を極限まで減らすことが大事ですね。
それにはかなり時間がかかりますが。
──どの国も努力はしているのかもしれません
が、先の長い話ですね。
小端　でも悪いニュースばかりではないです
よ。二酸化炭素が増えたからといって人間社
会がなくなってしまう、文明がなくなるという
ことを言うだけの十分な証拠はないというのが
いいニュ スーです。
る大気循環があって、100年、200年昔の気
温を調べていた研究者が、コペンハーゲンの
気温が高い時はグリーンランドは寒い、逆に
コペンハーゲンが寒い時はグリ ンーランドは暖
かいというシーソーパターンを見つけていたん
です。観測網が広がって、実は結構大きい大
気循環の一部であって、太陽活動の変動が1
つの原因であると言われています。
──それで太陽活動が弱まっている今、グリー
ンランドは暖かいんですね？でもそれは二酸
化炭素による温暖化のせいだと言われていた
ように思いますが…。
小端　太陽活動の影響だということ自体がも
のすごく新しい発見なので。
──先生が昨年3月に発表された論文が世界
初ですか？
小端　グリーンランドの気温変動に関しては
僕が最初だと思います。ただ、温暖化の影響
も当然ありますので、太陽活動が全てとは言
えない。単に温暖化だけではなくて、太陽活
動が弱まることでグリーンランドはダブルパン
チを受けています。全球的にはあまり影響な
いのですが、グリーンランドや南極の一部が
暖かくなったり、北ヨーロッパが通常以上に寒
くなったり、極地的には大きな影響があります。
──二酸化炭素による温暖化の中での寒冷化
ということは、中和される？
小端　温暖化が弱まる可能性はあります。現
に気温が右肩上がりで上昇していたのに、そ
の線がなだらかになっている。でも太陽活動
というのはいつも変動しているので一時的に
下がったからといって人間が二酸化炭素の排
出を止めなくていいというわけではないです。
逆に、太陽活動に伴う大気循環でグリーンラ
ンドが溶けて、予想もしなかった海水循環の
変化が起こるかもしれない。これから数十年
というレベルでですが、海水準に影響するこ
とも想定される。北大西洋は海の循環の重要
な場所で、もしグリーンランドの氷が急速に
溶けて流れ込むと、周辺の海水の塩分が下が
り、密度も軽くなるので沈めなくなってしまう。
すると低緯度地域からの海水の流れがある程
度ゆっくりになって熱輸送が緩やかになり、北
ヨーロッパでは予想以上に寒冷化が進むかも
しれないですね。気象はいろいろなフィード
バックシステムがあるので、はっきりしたこと
は言えないですが。過去の気候変動から言え
るのは、太陽活動が弱まるとグリーンランドの
気温は想像以上に暑くなるということです。
──先生方専門家は、いろいろな要素を併せ
て考えられるので、私たちのように一元的で極
端な話はできないんですね（笑）。
小端　そうですね（笑）。気象とか気候という
のは時間スケールや場所によって表現のされ
方が変わるので、単に温暖化したから台風が
多くなるというように一概に言えない部分があ
ります。
──では、先生が10月に発表された論文の「北
半球の平均気温は2010年までの21年間が過
去4千年で最も高かった可能性がある」は何を
意味していると考えればいいのでしょう？
小端　これは二酸化炭素の上昇という人為的
起源によって、自然起源の気候変動以上の気
温上昇が起きているということです。ひとつの
結論としては、やはり二酸化炭素は、地球の
4000年の気候変動を見ても温暖化に寄与して
いるということです。
──一番暖かいって、何度なんでしょう？
小端　それが、絶対気温を言うのがむずかしく
て、何年の基準から何度暖かいというのは言え
るんですが…。そういう言い方をすれば、1961
年から1990年の平均より0.4度高い。過去4千
年の平均気温より0.71度高い。4千年全体の
気温の変動は0.16度なので、0.71度は過去の
自然起源の変動よりはるかに高い。
──私のように素人は、ここで「このせいで何
かが起きます」みたいな予測がしたくなるわけ
ですが、専門家の先生はここでもやはり何も言
えないわけですよね？
小端　1つ言えることは、現在私たち科学者
が理解している気候変動のメカニズム、原因
と結果がありますよね？その原因が自然起源の
場合には火山活動、太陽活動の変動、温室
効果ガスの変動、エアロゾル、地球軌道の変
動。それらが過去4000年を考える時重要に
なってくるのですが、それらで過去の変動を
理解できたということは、未来の予測をした
場合、今科学者が予測していることはおそら
く正しいだろうということです。
──予測されることというのは例えば？
小端　台風のサイズが大きくなるとか、豪雨が 
増えたりとか海水準が上がるとか。二酸化炭 
素は最終的には減らさなければいけない。
しかしすでに相当量排出されていて、今仮に
──北大では何を専攻されていたのですか？
小端　工学部資源開発工学科でした。僕が中
学生の頃温暖化が問題になっていて、環境問
題について研究して社会に貢献したいなと思っ
ていたんです。大学に入っ
た時もそういうことをや
りたかったのですが、成
績に応じて好きな学部に
行けるというシステムなの
に、大学1、2年の時あま
り勉強しなくて（笑）。そ
れなら資源問題と温暖化
問題、エネルギー問題は
密接に関係しているので
工学部へ。
──大学院からは？
小端　修士課程の時に
テキ サスA＆M大 学 で
4000万年とか5000万年
前の気候変動について研
究していました。恐竜が
絶滅した少し後の時代で
す。その頃の地球は地球
全体が暖かくて、南極に
も北極にも氷はなかった。
その後地球はずうっと寒
くなってきていて、3500
万年前に南極に氷床が
でき、北極にもでき南極
の氷 床も大きくなって、
1200万年前から1万年前
くらいまで暖かさと寒さを
繰り返してきました。で、
人間が二酸化炭素を出す
ようになって、今の地球
温暖化へと。
──このまま温暖化する
とその大昔の地球に戻ってしまうんですか？
小端　地球はいろいろなファクターで気候が
決まるので、単純には言い切れませんが、研
究者の中にはそういう人もいます。人間はまだ
ずっと二酸化炭素を出し続けるわけですが、
それも1万年、2万年経てば海に吸収されて減っ
てまた寒くなる。ですから短期的には暖かく
なりますが、いつか人間がいなくなったら元の
システムに戻ります。
──その長〜い時間スケールで考えれば今
の温暖化も大したことのないように聞こえます
が、今生きている人間にとったら…。
小端　そうです。今の人間生活を持続するた
めには自然のシステムを壊さないようにしない
と、持続は不可能になるかもしれない。人間
が二酸化炭素を急速に入れているので、非常
に大きな影響を及ぼしますよね。
──アイスコアの研究はどこで始められたので
すか？
小端　テキサスからサンディエゴのスクリプス
海洋研究所です。そこで基本的にはグリーン
ランドのアイスコアの研究をしていて、2010年
第52次南極観測隊でドームふじへサンプリン
グに行きました。
──ドームふじですか！大変だったでしょう？
小端　そうですね（笑）。結構な肉体労働でし
た。
──今年はしらせが接岸できましたが毎年ド
キドキします。寒かったですからね。
小端　そうですね。太陽活動が弱まっている
ので、もう少し寒くなるかもしれません。ただ
おもしろいことに、太陽活動が弱まるとグリー
ンランドは暖かくなるんですよ。
──え！そういえば、グリーンランドの氷が溶
けたという映像を何回も見ました。
小端　ええ。一昨年はとても暖かくて、グリー
ンランド全域に渡って、氷床の一番高いサミッ
トと呼ばれる所が溶けた、100年に1度しかな
いようなことが起きたと話題になりました。
──それはなぜ？
小端　北大西洋振動とか北極振動とか言われ
大きな台風による甚大な被害。一方で凍りつく北ヨーロッパ。
異常気象という言葉が耳馴れた今、いったい地球に何が起きているのか。
国立極地研究所　特任助教　博士（海洋学）　［ 2017年現在　自然エネルギー財団  上級研究員 ］
静岡県出身。北海道大学からテキサスA＆M大学で修士課程を、スクリプス海洋研究所でアイスコアの研究を始
めて博士号取得。グリーンランド過去1万年のアイスコアから気象変動のメカニズムを探り、昨年10月15日「2010
年までの過去21年間の北半球平均気温が過去4000年で最高値になった」ことを示した論文が、欧州地球物理学
連合誌[Climate of the Past]に掲載された。
小端拓郎さん
いま地球に
      起きていること
北半球の平均気温が過去4000年で最高になったことの意味
［立川の研究者たち］
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成27年12月号より ］
—— 4つの目標がみんな違う分野で、経済学
者や企業の方とも関わる——実に大変だとお
察しします。
山内　研究とは本来、観測し解析してそこか
らモデルを作るというのが一連なのですが、
サイエンスは高度になって分業化されてきた。
観測は観測、モデルはモデル。トータルにと
いうことは本来の形に戻そうということでしょ
うね。ただ、分業されてしまったがために、使
う言葉からして違うということもありました。ま
た、二酸化炭素は増えている。大気中で測っ
て確かに増えている。が増え方も微妙に変わ
るのですね。なぜ変わるかというと、実は植
物の働きが変化しているのではないか。こうし
たことに対して、植物を専門にしている人と大
気を専門にしている人との評価が必ずしも一致
しない。それをどうつなげるか、それが大き
なテーマですね。
——そうした困難を乗り越えてもトータルでや
る価値がある。
山内   以前は自然科学だけでしたが、北極と
いうのはそれだけではダメで、先住民も住ん
でいますし、社会に与える影響がとても大き
いということで
す。
——北極は南
極よりも国際的
な利害関係が
強いのではない
ですか？
山内   北極圏
の国が8か国あ
る。 北 極 評 議
会に日本もオブ
ザーバーという
形 で2013年 に
参加が 認めら
れ はしたので
すが、メインは
北極圏8か国な
の で す。 特 に
北 極海に面し
た5か国という
のが強い。
——ほとんど領海ですものね。
山内  そう。自由な公海は真ん中にちょっとし
かない。それも経済的排他水域をそれぞれが
主張してくるから微妙なのです。そこに北極と
は関係ない国が入ろうとしているのでなかなか
難しい。
——難しくても入り込む必要性があるのです
ね？
山内   そう。僕らは自然科学の立場から両極
の研究が必要だと思っていますが、例えば経
済的な立場からは、北極の航路がまず一番で
すよね。北極って資源が結構あるはずなので
す。いろいろな予測からみんなすごく狙ってい
るわけです。資源があるから北極をやる。中
国などはすごい勢いで北極に力を入れている
のですよ。
——中国ってすごいんですよね。南極にもすご
くいい場所に基地を持っていると聞きました。
山内　南極にはもう5か所基地があります。南
極条約があって南極では資源開発はいけない
ということになっているのに、中国は資源開
発が目的だと言っちゃうのですね（笑）。新聞
日本中の北極環境研究者が結集したGRENE北極事業。
えくてびあんでは事業のスタ トーから折に触れて活動を紹介してきた。
最終年もまとめの時期、プロジェクトマネージャの山内先生に話を聴いた。
させる。難しいと思いますが、どのようになさっ
たのですか？
山内　極地研だけでなく大学や研究機関、日
本中の研究者が一緒にやろうということです
ので、文科省の戦略研究目標に対して研究者
からの提案を募集したんです。トップダウンに
対してボトムアップで応える仕組みがよかった
と思っています。
——具体的に教えてください。
山内　4つの戦略研究目標が示され、そこに
対して提案された7つの研究課題が決まりまし
た。4つの戦略研究目標とは ①北極域におけ
る温暖化増幅メカニズムの解明 ②全球の気
候変動及び将来予測における北極域の役割の
解明 ③北極域における環境変動が日本周辺
の気象や水産資源等に及ぼす影響の評価 ④
北極海航路の利用可能性評価につながる海
氷分布の将来予測。その4つに対して、こうし
ていこうという大気、雪氷、海氷・海洋、温
室効果気体、陸域環境・生態系、海洋生態系、
そしてモデリングという7つの研究課題が認め
られ、全体でGRENE北極事業の計画という
ことです。
——北極の気候変動については途中経過の
シンポジウムなどで何度もうかがいましたが、
具体的には温暖化のことを言っているのです
ね？
山内　そうです。一番は北極温暖化。温暖化
増幅と呼びます。南極でも一部温暖化の影響
が見られていますが、北極では夏の海氷域が
急減、地上気温の急上昇、氷河の縮小、永
久凍土の融解などあらゆる環境の変化が見ら
れています。地球全体の温暖化に比べて北極
は何倍もの温暖化率です。それを解明するの
が一番の中心課題ですね。グリーンランドや
山岳の氷河の変化が非常に早くて、どんどん
溶けて減っている。それが世界の海面、水面
に影響してくるだろうと。日本やニューヨーク
にすごい寒波が来たり、温暖化と言いながら
寒くなるとか雪がたくさん降るとか。こういう
現象も実はこの北極の変動に由来しています。
温暖化すると氷が減ったりして、海にも影響
がありますから今まで獲れていた魚が獲れな
くなるとか、海洋生態に対する影響が出ます。
また氷が減ることそのもので通れるようになる
のでは？という北極海航路の話など、そういっ
たことを明らかにしようという計画です。
——それなりの成果は出たんでしょうか？
山内　かなり明らかになってきました。温暖
増幅にどういう仕組みが効いているのかが明
らかになりました。海氷の変化が予測され、
航路の可能性を議論できるようになりました。
2015年11月6日と9日には戦 略 研究目標の
③と④に関するシンポジウムがありましたが、
2016年3月には全体の結果発表があります。
また、今、大きな話題になっているのが海洋
酸性化。二酸化炭素が増えると、海が吸収す
る分も増え、海の酸性化が強まるのです。酸
性化することでプランクトンなどに影響が出ま
すから、それを食す魚などにも影響が出てくる
ということですね。
——海が二酸化炭素を吸収するということは
以前にもうがかいましたが、「海洋酸性化」と
いう言葉は初めて聞きました。
山内　あまりまだ一般的ではないですね。寒
い海には特にその影響が出ます。温暖化その
ものではないけれども、二酸化炭素の増加は
実は海にそういう影響ももたらすということで
す。
——事業を立ち上げるまでのご苦労、また事
業が始まってからも5年間ご苦労が多かったと
思います。39機関約300人をまとめてこられた
んですものね。
山内　それぞれが分野ごとに研究しているわ
けです。一緒にやるということが今までなかっ
た。それをいかにしたらできるかということが
ミソです。まとめをしようとするにあたり、い
かに分野の成果を出すかだけではなく、分野
同士のつながり、全体としての成果を出せるか
ということが問われています。
なぜいま北極なのか
５ヵ年プロジェクト『GRENE北極気候変動研究事業』最終年度
に書いてある、その目的で基地を作るのだと。
みんなそう思っていても言わないのですけれど
ね。日本は遅れていて、もう50年以上やった
のにまだ南極観測をやるのかというセンスです
から。でも北極は、「我が国の北極政策」※と
いうのを最近決めましたから、日本も遅れば
せながらそういう意識を国として持とうとはし
ているのだと思います。
——GRENE北極事業スタ トー時のシンポジ
ウムで「日本には船がない」という話がありまし
た。5年経っても、ないんですね？
山内　ありません。中国も韓国も砕氷船を持っ
ている。「みらい」※という船は氷の中は行け
ないのです。
——じゃあ、どうやって研究しているのです
か？ 他の国のに、乗る？
山内　そう。他の国の船に乗せてもらうので
すが、自由にはなりませんよね。最後には現
場に行ってみないとわからないということも多
いですからね。
——ではGRENE北極事業もこのままでは終
わりませんね？
山内　ええ。次のArCSプロジェクト（北極域
研究推進プロジェクト）へとつながっています。
GRENE北極事業がきっかけで別の分野のプ
ロジェクトを始めた人もいるし、今まで話した
ことのない人と関係が作れたり、そういう意味
でも有意義だったと思うし、今後に期待できま
すね。
——いよいよ最終年も終盤を迎えたGRENE
北極事業※ですが、この事業について一般に
はあまり知られていないと思います。そもそも
「なぜいま北極なのか」という所からお話いた
だけますでしょうか。
山内　ひとつには北極におけるさまざまな変
化が激しくなってきたこと。1990年頃から温
暖化が顕著になってきました。時を同じくして
ソ連が崩壊し、冷戦体制が変わってきた。そ
れまで北極にある国以外は北極の研究をあま
りできなかったのが、自然環境の変化と平行
して北極研究も国際的に盛んになってきたの
です。日本もやらなければならないというこ
とで極地研に北極センターができたのが1990
年。研究者も増え、ノルウェーが管理してい
るスバールバル諸島スピッツベルゲン島のニー
オルスンに基地を置いたりして北極の仕事が始
まった。もう20年くらい前です。極地研だけ
でなく、いろいろな大学など研究機関がそれ
ぞれに北極を研究してきましたが、バラバラな
上にみな小規模ですからあまり知られていま
せん。
——小規模といいますと？
山内　北極は南極と違って行きやすい。南極
は観測隊としてみんなで一緒に行かなければ
行けないけれど、北極はソ連や北欧、カナダ
へ飛行機で行けるので、自由に研究できる。
自由なだけに、もう一歩徹底的な取組みはで
きなかった。それが問題ではないか、どうに
かしようと2000年代から動き始めました。
——どのように動かれたのですか？
山内　研究者の組合みたいなものを作りまし
た。それがGRENE北極事業のスタ トーに際
し「北極環境研究コンソーシアム（JCAR）」に
なりました。北極環境研究者のネットワーク組
織です。文部科学省でも予算を取ってくれて
GRENE北極事業ができオールジャパンで北
極環境研究の強化に取り組むことになりまし
た。
——いままでバラバラにやっていた研究を結集
GRENE北極気候変動研究事業プロジェクトマネージャ。国立極地研究所
名誉教授、特任教授、総合研究大学院大学名誉教授。1978年東北大学
大学院理学研究科修了、理学博士。東北大学理学部助手、国立極地研究
所助手、助教授、教授を歴任。南極観測隊には4度参加、第38次隊の
隊長兼越冬隊長、第52次隊の隊長兼夏隊長を務める。また1985年にア
メリカ南極基地を訪問し、北極地域は1993年以来多数訪問する。2000
年及び2002年にドイツアルフレッド・ウェーゲナー極地海洋研究所と共
同の北極航空機大気観測を実施した。専門は大気科学、極域気候学。
山内 恭さん
※GRENE北極事業 ：大学発グリ ンーイノベーショ
ン創出事業「グリーン・ネットワーク・オブ・エク
セレンス」（GRENE）事業、北極気候変動分野（文
部科学省）のこと。2011―2015年度。
※平成27年10月16日、安倍総理は総理大臣官邸
で第14回総合海洋政策本部会合を開催。「我が
国の北極政策」についての議論を踏まえ、「我が国
は、北極問題の主要なプレイヤーとして、日本の
強みである科学技術を更に推進し、これを基盤に
北極をめぐる国際社会の取組において主導的な役
割を積極的に果たしていく必要がある」と述べた。
※「みらい」とは、JAMSTEC（海洋研究開発機構
の海洋地球研究船「みらい」（耐氷船）のこと。
極地研（国立極地研究所）　 〈地球の歴史から見える 地球の未来〉　　　 　　　　  ㉑ ［立川の研究者たち］
2017年10月1日から国立極地研究所の所長になられる中村卓司先生。
どんな風に極地研内をまとめていかれるおつもりか、
これからの極地研についてうかがった。
これからの極地研
今だからこその南極観測 神戸市出身。京都大学大学院で工学修士取得後、三
菱電機（株）入社。京都大学超高層電波研究センター
助手になり博士（工学）取得。京都大学在任期間は20
年。2009年4月より極地研宙空圏研究グル プー教授。
2012年4月より副所長。2017年10月所長就任。専
門は超高層物理学。
中村卓司さん
極地研（国立極地研究所）　 〈地球の歴史から見える 地球の未来〉　　　 　　　　  ㉒ ［立川の研究者たち］
――いよいよ10月からは所長ですね。
中村　白石所長が退任されるといよいよ第
１次南極観測隊をリアルタイムでは知らな
い世代だけで研究所を動かすことになりま
す。その取りまとめ役を務めることになりま
す。でも、南極観測の話になってしまうと、
僕は1回しか行ってないし、それも夏隊で
すからね。52次隊の夏隊です。
――南極観測は１回。それ以外に行かれ
た場所はどこですか？
中村　インドネシアには40回くらい行っ
ています。極地研が立川へ移転したのは
2009年5月ですが、僕は2009年4月に極
地研に来ました。それまでは赤道の大気の
観測をしていたのでインドネシアなのです。
今もあまり変わっていなくて、地球の大気
の研究をしています。
――先生はすでに副所長でいらしたわけ
ですから、何か極地研をこうしようというよ
うな取り組みはなされてきたのでは？
中村　たとえば海外の研究者を積極的に
呼びましたね。国際的研究拠点をめざして。
国際化は重要です。
――立川の中で、この学術プラザだけが
国際化されているような気がします。
中村　そうですか？ 外国人が来たら、ど
んどん立川の街なかへ出て行くように指導
しているんですけどね。
――どんな指導ですか？
中村　居酒屋に行ったり、ラ メーンを食っ
たり。外国人は焼鳥屋が好きですよ。目の
前で焼いてくれるところへ連れて行くと、す
ぐ写真やムービーを撮っていますからね。
――そうですか。それは立川のどこら辺？
中村　駅の周辺ですね。8か国とか9か国
とかの外国人と親善カラオケとか言って、
一緒にカラオケに行ったりもします。みんな
でビ トールズやABBAを歌ったりしますよ。
中国人とはテレサテンを合唱します。外国
人の方から、「今日は行かないのか」って聞
いてくるときもあります。国際シンポジウム
をやると毎晩大変です。
――それは研究者の方たちですか？
中村　ええ。そうです。それも第一線の。
――立川に移転してこられた頃、お店を紹
介してほしいと極地研の事務方から何度か
言われました。外国人を連れていくという
ことで。
中村　僕は他人に聞くより自分で探す方が
好きです。お店を見つけるというのも研究
者として重要な能力です。外国へ行って食
事する場所を見つけるのは非常に重要です
から。だから極地研が立川に移ってきた時
は、まだみんなお店を知らない状態でした
から、僕は率先してあちこち試して、ちゃ
んとPDCAサイクルを回すわけですよ。
――すばらしい。プラン、ドゥー、チェック、
アクションですね。
中村　そう。そして反省してね、なぜこの
店のハズレは見抜けなかったかとか。アタ
リの店を選んだポイントは何だったかとか。
――それが学術プラザの国際化ですね
（笑）。
中村　いや、まじめな話をすると、我々の
中で何か世界一のもの。たとえば分析技術、
計測とか観測技術とか、何か世界一のも
のを持ってやっていかないといけないと思
います。独自の何か、しかもそれが世界か
らぜひ真似したいとか、そのデータを使わ
せてほしいとか言われるような、秀でてい
るものを持っているということ。例えば大
型レーダ 〈ーパンジー〉は世界の先端を行く
レーダーですし、アイスコアの分析、隕石
や岩石の年代科学分析をするシュリンプな
ど、世界一のものは極地研にはたくさんあ
るんです。これらと並行してこの先も考え
ていかないといけない。どの研究がこれか
ら伸びそうかを見極めるということも、所
長の役目なのかなと思っています。
――他には？
中村　若手をどう育てるかです。
――どうされるのですか？
中村　熱意を持つ（笑）。僕らが楽しそう
にしてないと、若い人はつまらないと思っ
ちゃうじゃないですか。ですから、それ
は実はすごく重要なことだと思っています。
どれだけ忙しくても学生とか若手が来たら
きちんと話を聞くようにしています。これか
ら予算も厳しくなりますし、少子高齢化で
大学も統廃合されていきますね。そういう
時代に、僕らは日本の科学を支えてくれる
ような人材を育てていかないと。後あと日
本はすごく困ると思うんですよ。極地研は
南極観測とか北極での観測研究などの特
徴がありますから、その辺をうまくアピール
して次の時代の科学者を育てていくことに
貢献できないかと思っています。科学の研
究というのはお小遣いを貯めてできるもの
ではありません。国の予算を使って研究す
る。功績は日本の功績になるわけですし、
いろいろな国の科学者との交流も重要で
す。たとえば、政府間同士の関係が少し
冷たくなる時があるかもしれない。でも科
学者の交流というのはそれとは関係なし。
純粋にあの人のやっている研究はすごいと
か、あの人の研究のこういうところはすば
らしいとか、自分の弟子をあの人のところ
に弟子入りさせたいとかね、科学という視
点での不偏的な国際交流をするわけです。
将来、ひょっとして摩擦が起きて日本が孤
立する場合があったとしても、そういう時
にこそ科学者のネットワークが大きな力に
なっていくんじゃないでしょうか。僕はそれ
も科学者の任務だと思うし責任だと思って
います。ただ、もしもの時に、科学者が育っ
ていなければ手遅れですね。そういう意味
でやはり次世代を育てるということは、我々
の責任ですね。特に極地研究所は南極、
北極という特徴ある研究分野で、歴史も長
いし、極地で採取してきた貴重な資料や
データも技術もあるわけです。ぜひ若手を
育てていきたいと思っていますね。予算も
つぎこんで足りない部分は熱意で！（笑）
――はい。熱意で！ 南極観測も続けない
と意味がないですよね。
中村　そこが引っかかるところでね、続け
るという言い方はよくないと思います。南極
観測は必要だからやるのです。毎年やって
いるから、ダラダラと続けているのではな
いのです。
――はい。
中村　極地研というのは僕の専門の地球惑
星科学の分野の、日本の研究を引っ張って
きた中心的な研究所です。僕は外にいたか
ら余計にそれを強く感じます。自分でも南
極観測に参加してみて、自分の専門以外の
極地の研究をいろいろ見ると、南極や北極
の観測は重要だと強く思いました。地球が
50年後、100年後、あるいはもっと先にど
うなっていくのかということは皆の関心事で
すよね。その変化を知る鍵を握っている南
極や北極の観測は極めて重要。単なる事
業の継続が重要なのではなく、観測技術
や分析技術、機器の性能やデータを扱う高
度な手法が進展した今だからこそ、観測を
する、観測に力を注ぐことが重要なんです。
その結果として観測が継続できれば、それ
は人類の大きな資産になるでしょう。
［ 記載内容：平成23年7月発行 えくてびあん別冊「立川の世界一！ 南極・北極科学館特集号」 より ］
立川の世界一！ 南極・北極科学館
　氷の絶壁があったりクレバスがあったりして人が近づけない所が多々ある南極大陸。でもそこにあ
る自然をもっと知りたいし、研究したい。従来はセスナやピラタスといった有人飛行機で調査してい
ましたが、少人数の越冬隊が安全に有人飛行機を飛行させるには困難が多く、現在の昭和基地には
有人機はありません。風の強い自然環境なので、気球や飛行船もむずかしい。そこで開発されたの
が2001年から計画された無人飛行機です。
　無人飛行機と言っても、観測器（磁力計、気象測器、画像撮影装置）を搭載し地平線の向こうま
で飛んで行って仕事をするのでかなり大きい。羽根の長さが3mくらい。模型飛行機の技術や部品
を使用するも、すでに模型の域は脱しています。今までに７種類の飛行機を作り、科学館に展示し
てあるのはAnt-Plane ４号機。Antは英語で南極を意味し、また小さいという意味で 「アリ」にも
通じます。1回20リットルの燃料で1108kmを連続で飛ぶことに成功。コントロールはすべてコン
ピューター。実は軍事とも密接に関連している技術です。
◎無人飛行機
案内人  船木 實
（地圏研究グループ・准教授） ［ 2017年現在  退職 ］
　かつては小松製作所
で作っていた雪上車。現
在は長岡の大原鉄工所
製。ー 60℃の気 温でも
耐寒性のあるゴムや燃料
を使っています。ドラム
缶1本に200リットル入っ
ていますが、１日に1本
消費する。雪上車はとて
も燃 費が悪い。後ろに
20トン以上のそりを引っ
張って、１km進むのに４
リットル必要です。でも
中は暑いくらいの温度で
す。太陽は沈まないし、
雪からの反射で２倍の日
射量。人は日焼けするし車は暑くなってしまいます。科学館にある雪上
車は寒さを防ぐために黒く塗ってありますが、現在南極で使用している
雪上車はオレンジ色。白い雪面で遠くから最も目立つ色です。日本の雪
上車の特徴は、中で生活できるようになっていること。トイレ以外は何
でも揃っていて、いざという時のために天井には脱出口もあります。　
　南極で建物を建てるとき、輸送力の違いから、アメリカ隊などは予
め本国で作ったコンクリートブロックを南極に運んで置くだけですが、
日本の観測隊は現地でコンクリートを作ります。建物部材には木材を
多く使っていますが、南極は雨が降らないので長持ちします。今昭和
基地にあり実際に使っている建物として一番古いのは第８次隊のもの。
　観測隊の生活は国によってさまざまです。水の作り方ひとつでも違っ
てきます。いろいろなテクニックが詰まった昭和基地のコーナー。驚
きの連続です!
◎昭和基地・歴史
案内人  石沢賢二 （南極観測センター・設営担当マネージャー） 
［ 2017 年現在  極地工学研究グループ・技術職員 ］
　氷に覆われた南極大陸をボーリングしてとり出した氷床コア。氷の
一番深いところには72万年前の空気が入っていて、CO2 濃度や気温
変化など、太古の情報がいっぱい。
　一口に掘り出すというけれど、簡単なことではありません。まず基
地を作って生活するための物資の輸送、同時に掘削用ドリルの開発で
す。科学館にはその実物ドリルが展示してあります。構造がわかりやす
いようにバラバラになっていますが、実は二重管。内側のパイプと外
側のパイプの間から、掘削の時に出る削りくずを上げてドリル内部に
ためる仕組み。曲がりのないパイプやドリルの刃などは、日本の中小
企業が持つ特殊な技術がなければ作れません。また氷は固いようで実
は柔らかい。3000mという深海と同じ状況になると相当量の圧力が
かかり、掘った穴が潰れてしまいます。そこで不凍液という、ー50～
60℃の低温でもサラサラしていて、氷とおなじくらいの比重のものを
使って掘ります。この液を探し出すのも大変でした。
　第1期は越冬して掘り出して、第
2期は夏隊のみの強行軍。掘削は
氷を４mの長さごとにとり出して、
地上に上げます。それを700回繰
り返しましたが、深さが3000m
近くなると、1回の掘削に４時間を
要します。日本にしかできない偉
業がここにあるのです。
　一方、大気を調べるにはゴム風
船。油をつけて割れないようにし
たゴム風船にヘリウムガスを入れ、
高さ20kmまで飛ばし高層気象観
測をします。温度、湿度、気圧な
どのデータが上空から送られてき
ます。
◎大気・雪氷
案内人  本山秀明
（気水圏研究グル プー・教授）
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情報・システム研究機構を構成する研究所のひ
とつとして、地球、環境、生命、宇宙などの研
究分野の研究者コミュニティと連携して、極地
に関する科学の総合的な研究と極地観測を実
施しています。
　立川のタウン誌「えくてびあん」に、2009年
～2017年までに掲載された研究者等のインタ
ビュー記事を、株式会社立飛ホールディングス
の支援により、白石和行所長退任記念として、
この度一冊にまとめることができました。「立
川の世界一」を実感できる一冊です。
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